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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──あいつがバハムートの子孫、闇やみの仔こどもを倒したリュウか」

　校舎の廊ろう下かを歩いているとき、尊そん敬けいの眼まな差ざしとともに独り言のように呟つぶやかれた声に、俺おれはむず痒がゆさを覚えた。

　ここはガルダームと呼ばれる魔獣使役者モンスターセプター育成都市内にある学園だ。

　この世界にはドラゴンをはじめとする様々な種類の魔獣が存在しており、彼らを使し役えきする人間は魔獣使役者と呼ばれている。

　ガルダームは、魔獣使役者を育成するための場所であり、俺は今ここで暮らしているのだ。

「言われているじゃない、リュウ。顔がニヤニヤしているみたいだけど？」

　隣となりを歩いているキャニーシャさんが楽しそうな表情で俺の顔を覗のぞき込こむ。

　彼女はレティシア国の王女様だ。俺は、とあることがきっかけで彼女の専任騎士をしているため、この学園内でも彼女と一緒にいる時間が多い。

　彼女は使役魔獣のホワイトドラゴンのミケさんを両手で抱かかえている。ミケさんは冷さめた目で周囲の様子を眺ながめていた。やがてミケさんはキャニーシャさんの手から離れると彼女の足下に降り立ち、一緒に歩き始める。

　その時、俺の持っていた鞄かばんの表面がモコモコと盛り上がり動き出した。まるで鞄自体が生き物のようだ。

　シバジロウが中で大暴れしているようだ。シバジロウは俺の使役している魔獣という扱あつかいなのだが少々特殊な事情がある。

「あら、シバジロウちゃんたら、急にどうしたのかしら」

「最近は外に出たがるんだよ。周まわりが騒さわがしいと気になるらしい」

　俺は立ち止まり、持っていた鞄をおろした。

　元々、鞄はシバジロウの力を隠すためのものだった。

　シバジロウの力がこうして皆に知れ渡ってしまった以上、鞄に入れて隠す意味はない。

　そうはいっても鞄に入れていないと、あちこち探検したりトイレの粗そ相そうをしてしまうので気をつける必要があるのだ。

「ほら、シバジロウ。外に出すから大人しくするんだ」

　そう声をかけながら鞄を開けるとシバジロウがピョコピョコとした足取りで外に出てくる。真まっ黒くろでしっかりした毛並みの黒くろ柴しば犬いぬだ。シバジロウは普通の柴犬より一回りサイズの小さい豆マメ柴シバといわれている犬である。




「あれか……闇の仔どもを倒したモフモフ……」

「あんなちっこいのに強力な魔獣を倒すなんて信じられない」




　周囲の生徒たちがザワリと反応する。

　たしかにシバジロウはモフモフだが、最近は暖あたたかくなって毛がはえかわる季節であるためモフモフの毛は抜けて、あちこちにフワフワしている。今も歩くたびにシバジロウの身体からだから毛がフワフワ散らばってしまうので、やはり鞄の中に入れておいたほうがよかっただろうか。

　人間の言葉を理解していないだろうに、シバジロウはフフンと得意げに鼻をつきだして歩いている。周囲の臭においを嗅かぐように、たまにフンフンと鼻を動かしていた。

　実は、俺とシバジロウはこの世界の住人ではない。ある日、俺は元いた世界で交通事故にあい、愛犬のシバジロウと一緒に、この世界に飛ばされてしまったのだ。

　その時、運良くキャニーシャさんと出会うことができた俺は、彼女の庇ひ護ごのもと、王女である彼女の専任騎士という立場と魔獣使役者になるという目的でガルダームに来ることになった。そして、この世界で暮らすことになったものの、すぐにこの世界を覆おおう邪悪な敵と対することになったのだ。

　過去に世界を支配しようとした悪あしき魔獣使役者、それと契約した強大な魔獣バハムート。俺が出会ったのはバハムートの子孫であり、闇の仔どもと呼ばれる忌いまわしき魔獣だった。俺は何とか悪しきものたちを倒したが、バハムートを利用しようとする悪しき意志はまだ世界中に残っている。今でもバハムートの強力な力に魅み入いられた狂信者たちが周囲に潜ひそんでおり、さらに彼らに対抗できる力を持ったホワイトドラゴンと契約できるキャニーシャさんも狂信者に狙ねらわれていたのだ。しかも彼女の母親も狂信者に殺されていた。バハムートの狂信者はそれだけ危険なのだ。

　キャニーシャさんは足下にいたシバジロウを抱え上げると俺に笑顔を向けて言った。

「ねえ、リュウ。学校も終わりだし、これからエメラルダさんでも呼んで、カフェでお茶しない？　新学期が始まったばかりで授業が難しくなって、わからないところが出てきたのよね」

「実は俺も……」

　そう言って彼女の提案に乗ろうとした時に、俺たちの前に立ちふさがるものがいた。

　短い黒髪に薄暗い双そう眸ぼう、どんよりとした雰囲気を漂わせた青年だ。

「──リュウ、お前に話があるんだ」

　ダーグナー先輩だ。




「あのガルダームで一番優秀といわれるダーグナー先輩が話しかけてくるなんて……」

「すごすぎる。やはり闇の仔どもを倒しただけはあるな」




　ダーグナーさんが出てきたことで周囲のざわめきが大きくなる。

　まさか彼に呼ばれるとは。

　一体、俺は気付かぬ内に何をしでかしてしまったのだろうか。





　　　　　◆






　ダーグナー・バウア・ブロント。

　彼は俺たちがガルダームに入学したとき、最優秀成績者として生徒代表の挨あい拶さつをしていた。かなり強力な魔力を持つものの生態や能力が謎なぞの魔獣ブラックドラゴンと契約しており、使役者としての実力も高く評価され、とある国の王位継承者でもあるという。実は彼はキャニーシャさんの専任騎士候補でもあったため、俺に対しても刺とげ々とげしい態度を向けてくる。しかも彼は学園で力を持つ裏生徒会の一員であり、俺が闇の仔どもと狂信者と戦ったときも、彼は力を貸してくれた。

　俺たちはそんな彼に呼ばれて空き教室に来ていた。

　席に座ったダーグナーさんの前に俺も向かい合うように腰こし掛かけた。

　キャニーシャさんはダーグナーさんが気になってソワソワしているらしく俺の傍そばで立たち尽つくしている。

　シバジロウはダーグナーさんの肩に乗っているブラックドラゴンが気になるらしく、足下で伏ふせの姿勢のままブラックドラゴンを凝視している。

「あの、ダーグナーさん、それで話とは？」

　ダーグナーさんは俺の前で深々とため息をついた。

「本当は俺も、このようなことを、お前に話したくない。だが俺の言葉はもうあの人に届かないようだ」

「あの人？　ダーグナーさんがそんな風に言うなんて、よっぽどの人物……」

　そこまで言いかけて俺は一人の人物を思い浮かべた。

　まさか、ダーグナーさんが心配している人物って──

「酷ひどい顔だな。ああ、お前の考えている通りだ。学園長についてだ」

　ダーグナーさんは俺の表情を読んで先に答えを教えてくれる。

「……学園長の暴走を抑おさえてほしい。彼はかなり危険なことをしようとしている」

「どういうことよ。というか、なんでそんな大事なことをリュウに言うのかしら。が、学園長のことなんてリュウにどうにかできるわけないと思うのだけど？」

　キャニーシャさんが眉み間けんに皺しわを寄せてダーグナーさんに問いかける。

「……勘かん違ちがいするな、これでも俺はこいつを評価している。あの闇の仔どもを倒したんだからな」

　真ま顔がおのまま真まっ直すぐに彼の視線はシバジロウに注そそがれていた。シバジロウは目線を向けられてオヤツを貰もらえると期待しているのか、目をキラキラと輝かがやかせた。

「彼が言っているのはリュウのことよね？　リュウを名指しで呼び出したんだものね。シバジロウちゃんじゃないわよね？　どうしてシバジロウちゃんのほうを見ているのかしら」

　キャニーシャさんは俺とシバジロウを交こう互ごに見ながら小声で話しかけてくる。

　どうかな。俺にも判断がつかない。あえてその辺りをダーグナーさんは曖あい昧まいにしているのだろう。

「どちらにせよシバジロウを高く買ってくれているのは確かだ」

　そうキャニーシャさんに返す。俺にとっては光栄なことだ。

　俺は大きく頷うなずきながらダーグナーさんを見る。裏生徒会の一員である彼の言葉だ。重要なものに違いない。

「それでダーグナーさん。学園長は何をしようとしているんだ……。そのことについて俺と話したいんだろう？」

　ダーグナーさんは俺の問いに少しだけ迷いを見せたが、すぐに口を開く。

「俺は学園長から、あるものを探せと命じられている」

「あるものって？」

「それが俺にもよくわからない。ただバハムート狂信者が狙っている石のようだ。……問題はここからだ。以前、学園長が、こんな風に情報を曖昧にしながら俺に依頼したケースを知っている。その結果、どうなったかもな」

「封ふう印いん牙がの門もん塔とうで起きた事件のことか」

　俺の言葉にダーグナーさんは頷いた。

　バハムートの狂信者は、封印牙の門塔と呼ばれる場所で闇の仔どもを復活させようと企たくらんでいた。学園長はそれを事前に察知し、裏生徒会長の一人であるダーグナーさんに調査を依頼していたという。

　ダーグナーさんが苦々しい顔で言葉を続ける。

「学園長はわざと状況を泳がせる傾向がある。その結果、事件の被害が大きくなる場合が多い。曖昧な情報だけでは俺も防ぎきれない。……だからこそ頼みたい。学園長が何をしでかそうとしているのか。それを探り止めてほしい。雲をつかむような話だけでは難しいことだとも、わかっているが」

「止めるといわれても……学園長が考えそうなことはわからないな」

　そう言いかけた俺は校舎を揺るがす大きなドラゴンの咆ほう吼こうにビクリとした。

　いきなり何だ？

　咆吼に反応してキャニーシャさんが抱えているミケさんがゆっくりと顔を持ち上げた。

　ダーグナーさんは頭を抱えている。

「ああ、始まってしまったか……」

　もしかしたらこのドラゴンの咆吼も学園長に関係があるのだろうか。

『……中庭に出ろと言っているようだが』

　ミケさんが口を開いた。

　キャニーシャさんにもミケさんの言葉は伝わったらしい。

　俺たちは顔を見合わせて頷くと教室を出て中庭に向かった。

　学園は巨大な城のようになっており中庭がある。そこでは昼休みに魔獣と使役者たちがよく集あつまって訓練などをしているほど、かなり広い。

　ドラゴンの咆吼は中庭に集まれという合図だ。それに気付いた生徒たちが続々と中庭に集まってくる様子が見える。

　中庭の中央に一体の灰色のドラゴンが降りてきた。

　乗っているのは学園長だ。スキンヘッドに、顔には深い皺が刻きざまれているが、表情からは溢あふれんばかりの生命力が感じられる不思議な人だった。

「やあやあ、今日は生徒の皆さんに嬉うれしいお知らせがある」

　学園長はドラゴンの上から俺たちへと声を張り上げる。




「学園祭を開こう！　三日間の開催期間をもうけて色んなイベントをやろう！　開催はちょうど一ヶ月後にしよう！」




　みんな学園長の提案に唖あ然ぜんとしていた。

　学園祭？

　戸と惑まどう俺たちを無視して学園長は話を続ける。

「百年ちょっと前にこの学園では学園祭が行われていたようなんだ。最近まで儂わしも知らなかった。何な故ぜ、学園祭が今に伝わってないのかはわからないが、このような楽しい行事、埋うもれさせておくには惜おしい！　皆もそう思わないか？」

「……具体的には何をするのですか？」

　俺のクラスメイトであり、同じ寮ギルドのエメラルダさんがキマイラを引き連れて前に出て学園長に問いかけた。長い髪にモノクルをつけている知的な美少女だ。なかなかにグラマラスな体型でもある。キマイラを小型化していないのをみるに、彼女も今回の騒ぎには何か思うところがあったのだろう。

　学園長は満面の笑みで答えた。

「……ふむ。儂もやったことがないので、簡単なことしか説明できないが。資料を見るに学園祭とは学園内で行われる生徒主体のイベントのことだよ。たとえば模も擬ぎ店てん出店、展示、今までの成果発表などだね。中には生徒参加型の大規模イベントも行われることもあるそうだよ。……だが、このガルダームで何をするかはこれから君たちのほうで決めてほしい。０から何かを作り出すというのも楽しいだろうからね。既き存そんの枠組みに縛しばられない活躍を期待しているよ。つまり、ガルダームらしさというやつだね」

　学園長らしい言葉だが不ふ穏おんな響ひびきを感じてしまうのは、彼の表情にどこか影を覚えるからか。それとも事前にダーグナーさんから話を聞いていたからだろうか。

　学園長の答えにエメラルダさんも何故か顔をしかめる。

　そんな彼女の表情に思うところがあったのか学園長がドラゴンから降りてウンウンと頷いて話を続けた。

「なるほど、ガルダームらしさといわれても困るか……皆の困惑ももっともだ。……ならば学園長として今回の学園祭の方針を決めようか！」

　学園長はエメラルダさんに近づくと両手を広げて言った。

「この学園祭で一番たくさんの人を楽しませたイベントを企画した生徒を今学期の最優秀成績者としよう。……さて、これならやる気は出るのでは？　おまけで儂直じき々じきに魔獣使役者としての心構えを教えることも追加だ。さあ、みんなで最高の学園祭を作っていこう！」

　学園長の言葉に最初は戸惑っていた生徒たちも、その言葉の意味を認識しだしたのか、しだいに歓かん声せいがわきあがる。

　興奮する生徒たちの中、ダーグナーさんが無表情のまま学園長を眺めている。

　──噓うそだ。

　そう、彼の口の動きは伝えていた。





　　　　　◆






　学園長が灰色のドラゴンとともに飛び去ったあと、ダーグナーさんの言葉を思い返していた。

　学園長の言動、それに対してダーグナーさんが俺に依頼したこと、彼の口にした「噓だ」という言葉。これらは一体何を意味するのか。それに対して俺は何ができるのか。

　ダーグナーさんを見ると俺に顔を向けて「任せる」と言うように頷いた。そのまま立ち去っていく。やはり、この学園祭が学園長が彼に依頼したことと関係があるようだ。

　俺の不安を読み取ったのか、足下にいたシバジロウが靴くつや靴下をペロペロ舐なめてくる。

　不安にさせてごめんな。

　そう心の中で呟くとシバジロウがパチンと瞬まばたきした。そうやってこちらを見てくれることだけでも嬉しいのだと伝えるように。

　シバジロウを抱え上げようとした時、背後から声をかけられた。

「学園祭だ！　学園長の説明を聞いても何をするのかさっぱりわからないが、おそらくお前と勝負することになるのだろう！」

　そう宣言したのはシェザさんだ。長い金髪を一つに束たばねており、外見だけなら品の良い貴族様だ。

　小型化した鶏にわとり、もといコカトリスを片手で抱きかかえながら、空あいたほうの手で俺を指差してくる。

　彼は以前、試験コロシアムで戦って以来、俺をライバル視している。だから、こうして、ことあるごとに俺に突っかかってくるのだ。

　シバジロウはチラッとシェザさんを見ただけで、すぐに俺の靴をペロペロ舐めだした。今は俺のほうが気になるってことか。本当に心配かけてごめんよ。

「シェザさん、あのさ……」

　シバジロウが気になるので話を切り上げようとした俺をシェザさんは手で制した。

「何も言わずともいい。俺は全て見通している。お前が俺への再戦へ熱い想いを抱いていることを！」

　自分に酔よったような眼差しで俺を見つめてくる。

「いいか、必ず勝ってみせるからな、覚悟しておけ！」

　そう言い放ったシェザさんはコカトリスを連れて立ち去っていった。

「相変わらず一人でテンション高いな。でも、ちゃんと応えてあげなきゃな」

　彼の背中を見ながら、そう口から自然に出た言葉に反応するのは傍にいたキャニーシャさんだ。

「そこまで真剣に考えなくてもいいと思うけど……でも彼、リュウのこと本当にライバルだと思っているのねえ」

「違う。あのシェザという貴族はシバジロウのことが好きなの。彼はライバルという立ち位置を利用してシバジロウとたくさん絡からみたいんだと思う」

　俺たちに近づいてきたエメラルダさんが突っ込んでくる。彼女は珍しく小さいキマイラを胸に抱いていた。

「なるほどな。シバジロウのことが好きなら、むしろ俺はライバルより友達になりたいかな。シバジロウだってコカトリスと遊びたいだろうしな」

　そう言うとキャニーシャさんとエメラルダさんは額ひたいに手を当ててため息をついた。二人とも同じ反応をすると面白いが、そんなにも俺はおかしいことを言ったのだろうか。

「……リューちゃんのシバジロウ好きは相変わらずだね。今回の学園祭でもシバジロウを活躍させることしか考えてなさそう。悪いことじゃないけど」

　エメラルダさんが呆あきれ混まじりに告つげてくる。

「そんなことないぞ」

　そう否定したもののシバジロウのことで頭がいっぱいなのは事実だ。

　足下にいるシバジロウは何度も名前が出てくるためクルクルとした瞳ひとみをあちこちに向けていたのだが、とくに何も起こらないことがわかると、クアアと欠伸あくびをした。

　俺は腕を組んで首を傾かしげた。

「学園長が一般的な学園祭について説明してくれたけど……そもそもガルダームらしい学園祭って何をするんだ？　あの学園長のいいぶりだとガルダームとしての個性を持たせて俺たちでイベントの内容を考えなきゃいけない感じだったけど？　もちろん、魔獣使役者らしくシバジロウたち魔獣をメインに考える必要があるんだろうけど──」

　俺たちは互いに顔を見合わせた。ガルダームらしい学園祭のイベントについてはきちんと時間をとってみんなで話しあう必要がありそうだ。

「私、学園祭って初めてなのよね」

　微笑ほほえみながらキャニーシャさんが目を輝かせる。

「ずっとお城でお勉強の毎日だったから……外に出るにしても厳重な警備で行動も制限されていたから……学園長が言う学園祭っていうのは、いまいちイメージが摑つかめないのよね。だから企画を考えてと言われても……。みんなを楽しませるにはどうしたらいいのかしら。初めてのことだらけでワクワクしちゃう！」

　なるほど。

「……エメラルダさんのほうはどうなんだ？」

　俺はエメラルダさんに尋たずねた。

　彼女は同学年の中でも物知りで、とくに魔獣に関する知識については長たけている。元々、物知りのエメラルダさんだから、この学園祭は昔に行われていたことも何か知っているのかもしれない。

「期待されても私もよくわからない、ガルダームで昔、学園祭が行われていたなんてさっき初めて知ったし。ていうか、私、魔獣の知識は得意だけど歴史は普通だから」

　エメラルダさんが冷静に言い返してきた。

「けど過去に学園祭が行われたことは本当だとは思う。学園長、無意味に噓はつかないような気がするし……あくまで推すい測そくだけど……」

　そう言うエメラルダさんも困惑顔だ。俺も不思議に思って問いかける。

「昔の行事を引っ張り出してきて何の意味があるんだ？　あまりに突然すぎだろう。そこには何か意味があるように思えるんだが……」

「そうね、だってあの嫌味な先輩がわざわざこのタイミングでリュウに助けを求めたくらいだものね」

　そう言ってキャニーシャさんは少しだけ表情を曇くもらせる。

　嫌味な先輩とはダーグナーさんのことだろう。

　キャニーシャさんは周りの目を気にして、あえて直接的な表現を使わなかったのだ。

　俺は怪け訝げんな顔をしているエメラルダさんに「あとで詳くわしい事情を話すよ」と小声でフォローした。

　いつの間にか足下に座り込んでいたシバジロウが急に立ち上がってソワソワとした様子で俺の周りをグルグルしだした。

　シバジロウもダーグナーさんの話題を気にしているのだろうか。エメラルダさんが考え込むようにして言う。

「……むむ。でも特殊な事情があるにせよ、私たちが優秀成績者目指していくことには変わりない。学園長すらビックリするようなイベント……何を企画しようか？　寮ギルドの先輩たちに助言を貰ってみるのも手かも」

「協力者を増やすのも一つの手段だけど、まずは俺たちで考えてみようよ」

　そう俺が提案するとエメラルダさんが「それは……そうかもだけど」と驚いたような表情をして、すぐに顔を伏せた。

「でも、先輩にお声がけしたい人がいて……」

　そう言いながらエメラルダさんはモジモジしている。

「どうせなら……五年生の先輩で、今年卒業だし……一人、気になる人が……」

　あんまりにもエメラルダさんが恥ずかしそうにしているため不思議に思ったキャニーシャさんが尋ねた。

「今回の学園祭をきっかけに一人仲良くしたい先輩がいるってこと？」

「そんなハッキリ言われると困るけど……」

　エメラルダさんは頰ほおを紅潮させながら身をよじらせて言葉を続けた。

「寮で隣の部屋の先輩……いつも魔物を連れてなくて……それでも、すごく優秀だって聞いてたの。気になっていたけど、恥ずかしくてなかなか声をかけられなくて。今年が最後だから、せっかくだし……」

　エメラルダさんの耳は真っ赤だ。

　初めて会った時、あんなに俺に堂々と言い寄ってきたエメラルダさんが遠慮するなんて、どれだけ凄すごい先輩なのだろう。

　そこまで言うなら俺は彼女を是非手伝ってあげたい。

　エメラルダさんはキャニーシャさんと仲良くなった経緯といい、人付き合いがよくわからないところもあるなら尚なお更さらだ。彼女の力になってあげたい。

「わかった。何をするにせよ人数多いほうがいいのはたしかだから、その人を誘うのはエメラルダさんに任せていいか？」

「……うん、ありがとう、リューちゃん」

　そう言ってエメラルダさんが嬉しそうにしながら透明な瞳で俺を見上げてくる。

　少し考え込んだあと、俺は答えた。

「そうだな。じゃあ先輩の手を借りることも考えつつ……俺からも一つ提案を。俺の元いたせか……元いた場所のお祭りにはミスコンというのがあって、一番可か愛わいい女の子を決めていたんだけど……それと同じように可愛い魔獣を決めるコンテストとか楽しそうじゃないか？」

「それは良いアイデアだ！　美少女も美魔獣も両方いただきだ！」

「げえっ、学園長！」

　俺たちの背後に急に現れた学園長はニヤリと笑った。

　さっき、ドラゴンに乗って飛び去ったはずでは？

　そんな俺の考えを読み取ったらしく学園長は僅わずかに生えている顎あご鬚ひげを撫なでながら言う。

「ふむ、まるで蛙かえるの潰つぶれたような声だな。……まだまだだな、君の、そのちっちゃな黒き魔獣は儂のことに気付いていたようだが？」

　シバジロウが反応していたのは学園長だったのか。

　学園長は得意げに言葉を続ける。

「そもそも、こうして学園祭開催について告知したのだ。生徒たちの反応が気になるに決まっているだろう！　立ち去ったふりして盗み聞きしていたのだ！」

　なるほど。盗聴とは最悪すぎる。キャニーシャさんたちもドン引きしたような顔だ。

「それにしても、さっき言っていたミスコン……それいいね！」

　だが俺たちの反応など気にしていないように彼は親指を立てて弾はずんだ声音で言った。

「イベントにはシンボルが必要だ。輝くばかりの美び貌ぼうと眩まばゆいばかりの知性を伴った偶像だね。……幸い、この学園には美少女が多い！　儂にも何人か心当たりがあるよ。たとえばレティシア国の王女……君は適任だ！」

「──は、はあ？」

　急に話を振られたキャニーシャさんは戸惑っている。

　学園長はキャニーシャさんの前で両手を広げて声高に宣言した。

「君を一人目の候補としよう。他にも何人か候補を選んでおくから、どうか彼女たちと競い合ってミス・ガルダームを目指してほしい。……なに、かつてバハムートを封じたホワイトドラゴンを使役している君のことだ。たやすいだろう？　すぐに候補を集めておくから、そのうち君のもとにライバルたちが挨拶しに来るだろうから宜よろしく！」

　激励のつもりなのかもしれないが、学園長の言葉は挑発めいて聞こえる。

「イベントは派手なほうがいい。派手であればあるほど、色々な可能性が見えてくる。とくにリュウ、君には期待しているよ。どうか学園祭を誰よりも盛り上げてほしい。──さて、君たちに幸あらんことを」

　そう言いながら学園長は柔やわらかく微笑んで風のように去っていった。

　俺はそんな彼を見ながらも、どうしてもダーグナーさんの依頼したことが気になるのだった。
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　その晩、俺たちは寮の談話室で学園祭についてディスカッションしようと集まっていた。だが約束の時間になってもキャニーシャさんが来ない。

「俺が呼んでくるよ」

　シバジロウはエメラルダさんの膝ひざの上で大人しくできなかったのか、すぐに彼女の足下へと降り立つと、好奇心に満ちた双眸で俺を見てくる。

　俺はシバジロウの頭をゆっくりと撫でた。シバジロウは目を閉じてうっとりしたような顔をする。手を離すとシバジロウは首を小さく傾げた。まるで一人にして大丈夫か、と言っているようだった。

　大丈夫だよ、キャニーシャさんを探しにいくだけだ。

　シバジロウを再びエメラルダさんに任せて、俺は談話室を出る。

　キャニーシャさんの部屋が一番談話室から近いはずなのに、彼女は何をやっているのだろう。

　キャニーシャさんの部屋の前まできて、そのドアが少し開いていることに気付いた。

　彼女は部屋の中にいるのか？

　ノックをしながら部屋に入る。室内は灯あかりが中途半端についており、寝台の前に誰か立っているのが見えた。

「……キャニーシャさん、約束の時間だけど……」

　そう呼びかけた俺は、ゆっくりと振り向いた彼女の姿を見て目を見開いた。

　すらりとした細い体たい軀くを包むような漆しつ黒こくのドレス、肩から白い腕を露出しているが、右腕には真っ白でありながらも虹色に輝くような太い布飾りをクルクルと巻いている。

　見み慣なれている制服とは違う私服にドキドキする。

　髪の毛は透すき通とおるようなピンクブロンドだ。髪の毛を頭の上で小さく二つに結っている。キャニーシャさんの髪型に似ているのもあってか、見間違えてしまったようだ。

　それにキャニーシャさんのような品の良さも醸かもし出している。

　だがキャニーシャさんと明らかに違うものがある。

　その真っ赤な双眸だ。

　彼女は、どこか楽しそうに俺を見つめている。

「──誰ですか？」

　そう問いかけた俺を見て、少女は不敵に笑った。

　彼女は腰に手をあてて、ゆっくりとした足取りで俺に近づいてくる。

「黒髪に黒目……あなたが、あの子の言っていた例の坊や？　あなたが前期で優秀成績者になったと聞いたけど……ふうん、あの子があんなにこだわるから、もっと、こう強そうなイメージだったけど、間近で見てみると全然違うじゃない。……どちらかというと幼いわよね」

　俺の顎あごをすっと撫でてきた。

　そうすると彼女の腕に巻かれていた白い布がむくっと動く。

　布の先は少しだけ膨らんでいる。

　いいや、布じゃない！　蛇の頭だ！

　赤い眼を開いた蛇はチロリと赤い舌で俺の顎を一舐めした。

　大きくて綺き麗れいな蛇だった。真っ白な胴体に虹色に輝く星模様がちりばめられている。その背中には可愛らしい小さな翼が生えていた。

　何の魔獣なんだ？　それに一体、この少女は誰なんだ？

　びっくりした俺を見て彼女は楽しそうに肩を揺らして笑う。

「この程度でそういうリアクションを取るなんて本当に初う心ぶじゃない。──それとも刺激したらあの子がいうように強くなるの？　試ためしてもいい？」

「あの子？　俺にこだわりそうな人って、まさかシェザさん？」

　彼女はシェザさんの関係者なのか？

　そう俺が問いかけると彼女は驚いたような顔をしたが、お腹なかに手をあててケラケラと笑った。品の良さそうな雰囲気とかけ離れた表情に少しだけドキッとする。

「ふぅん、あの子の一方的な競争意識の押しつけではないのね。いいじゃない、そういうの。私は好きだわ。一方的って思い込みみたいでよくないもの。お互い気き遣づかってこそだわ。……ねえ？　ぜひあの子だけじゃなく、私とも競い合ってくれると嬉しいのだけれど……これは私からあなたへのアプローチみたいなものよ」

　そう言った彼女は近づくと俺の頰にキスをした。

「ご馳ち走そう様さま。ああ、とっても美お味いしかったわ、ありがとう」

　ぎょっとした俺は彼女から素早く離れた。

　彼女は恥ずかしそうに頰を赤く染めてクスクスと笑っている。

「──リュウ？」

　はっと声のしたほうを見るとキャニーシャさんがドアの近くに突っ立っている。少しだけ彼女が戸惑っている様子が見えた。

「ち、違うんだ、キャニーシャさん、これは……！」

　そう俺が言うとキスしてきた少女は、ゆっくりとした足取りでキャニーシャさんの前に立つ。彼女は髪をかきあげながら敵意をちらつかせてキャニーシャさんに言った。

「ふふふ、キャニーシャ王女、こんばんは。そんな嫉しつ妬とに満ちた声を出さなくてもいいでしょう？　だって専任騎士でも別に恋人ではないのでしょうに。私が味見しちゃうくらいは許されるんじゃないかしら？　それともあなたってば、そんなに心が広くないほう？　王族や貴族は独占欲が強いけど、あなたもそんな感じなのかしら？」

　わりと過激なことを言っているのに、甘い声と面白がるような調子のせいであまり刺々しくは聞こえない。

　ニコニコ笑う彼女と困り切った俺の顔を見てキャニーシャさんはため息をついた。

「……大丈夫、リュウ、そんな顔をしないで。あなたが、ただ巻き込まれただけだってわかっているから。ごめんね、少し部屋をあけていて。……一体、何の用かしら。勝手に部屋に入るなんてかなりびっくりしてしまうのだけれど。ファティマさん。あなた、ここの寮の一員じゃないわよね」

「あら、私のことは覚えていてくれているのね。キャニーシャ王女」

　ファティマさんが小さく肩をすくめて言うとキャニーシャさんは顔をしかめて告げた。

「当たり前だわ。世界三大貴族の一角、レッドグレイブ家の次期当主。ファティマ・レッドグレイブさん」

「フルネームで言われると恥ずかしくなっちゃうわね。私はあの子と違って、名前に執着はないの。だって派手で目立つべきなのは本人であって、名前じゃないでしょう？　つまり名前が前面に出るのは好きじゃないのよね。だから私はあなたに忘れられていたほうが都合よかったのだけど」

　ファティマさんはキャニーシャさんの質問にまともに答える気はないようで、はぐらかすような言い方だ。

　そのことにキャニーシャさんも気付いたのだろう。声を低くして言った。

「……もう一度聞いていいかしら、ファティマさん、あなたは何しにドラゴン寮に来たの？　そして何故、私の部屋にいるのかしら」

「……そんなの一つしかないから、わざわざ教えてあげなくてもいいかなと思ったのだけれど」

　キャニーシャさんの感情の変化に気付いたのか、彼女の双眸から面白がるような光が消える。逆に怪しげにキラリと光った。

「宣戦布告しに来たわ、キャニーシャ王女。私も学園長にミス・ガルダーム候補として選ばれたの。あなたに負けるつもりはないわ」

　ファティマさんは蛇を巻き付けた腕で彼女を真っ直ぐ指差した。

　空いたほうの手で蛇の頭を撫でる。

「この子はアイドウエドと呼ばれる魔獣よ。星の力を司つかさどる魔獣なの。とってもロマンチックでしょう？　名前はカナウ。可愛いと思わない？」

　ファティマさんがウインクするとアイドウエドと呼ばれた魔獣もパチンとウインクを投げてきた。

　ファティマさんは高い声音で歌うように言う。

「星のようにきらめき、太陽のように輝く──それが私、ファティマよ。どうか私の姿をアイドウエドのカナウとともに魂たましいに刻みなさい」

　彼女は腰に手を当てて指を天井高く突き上げた。

　うわあ、シェザさんの同類だ、このひと。すごく自分に酔っているぞ。

　突っ込みどころが多すぎてどう反応していいかわからない。

　そう俺が困っていると──

「──ふうん。ずいぶん面白そうなことを仰おつしやっておりますのね」

　キャニーシャさんの後ろ奥から、そんなふうに呟く声がした。

　エメラルダさんの声でもない。誰だ？

　その声の正体を確認する前に、窓からガシャンと音がした。

　窓を見るとガラスが割われている。外から巨大な蛇の頭が部屋に入り込んでいた。

　悲鳴を上げかけたそのとき、ワンとシバジロウの鳴き声が聞こえた。足下に温ぬくもりを感じると、そこにはシバジロウがいた。ワン、ともう一度シバジロウが吠ほえる。素早く尻尾しつぽを振り回して俺に飛びついてきた。どうやら巨大な蛇の頭が気になるらしくチラチラと俺と蛇の頭を交互に見ている。あそこに行けってか？　危ないから駄目だよ。周りにガラスの破片が飛び散っているしな。

「申し訳ありません。驚かせてしまいましたのね。この子も同じ蛇型魔獣で過剰に反応してしまったみたいですの。ガラスを割ってしまったことについては謝罪いたします」

　そう言いながらキャニーシャさんの後ろから出てきたのは艶つややかな黒髪の女の子だった。肩に少しかかるくらいの髪に、控ひかえめな赤い花柄の着物のような服はよく似合っている。彼女も制服ではなく私服に着替えているようだ。髪の毛を後ろで一つに結ゆっているようで淑しとやかな印象に見える。

　彼女は穏おだやかな表情で静かに笑った。

「こんばんはです、皆様。こうして挨拶をするのは初めての人が多い感じです？」

「ごめん、リューちゃん、シバジロウを止められなくて……」

　キャニーシャさんの後ろからエメラルダさんも顔を覗かせた。彼女の困惑した顔が見える。

　黒髪の少女はエメラルダさんを一いち瞥べつすると言った。

「どうも、エメラルダさんから学園祭の助力をお願いされてきましたドラゴン寮の五年生のカナコと申します。……それとミス・ガルダーム三人目の候補者ですの」

　ああ、彼女がエメラルダさんが気になっていた……って、え！

　三人目の候補者という言葉にキャニーシャさんとファティマさんが顔色を変えた。

　そんな彼女たちの反応に苦笑しながらカナコさんは言う。

「そんなビックリしなくても。急に飛び出てきたわけではありませんのよ。エメラルダさんから今回の学園祭について手を貸してほしいとの要請を受けたのですけど、色んな意味でちょうど良いタイミングだったみたいですのね」

「……それで人の部屋のガラスを割ってまで自分の魔獣の強さをアピールしたってわけなのかしら？　ミス・ガルダームは自分こそ相応ふさわしいと主張したいんでしょうけど」

　ファティマさんがニヤリと笑いながら言うとカナコさんが申し訳なさそうに言う。

「私はこういう競争事には興味ないのですけど、勝負事には全力で応じるのが筋すじでしょう？　だってみんな頑張っていますもの。どうでもいいからといって手を抜くのは相手に対して失礼にあたります」

「それでもガラスを割るのはやりすぎでした」と彼女は小さく舌を出した。

　カナコさんは窓を突き破ってしまいオロオロと舌を出し入れしている蛇に近づいて、そっと蛇の頭を撫でた。

「ちなみにこの子はオロチのヤタちゃん。まだ成長途上なオロチなので、頭は四つなんですの。どうかこれからも、この子の成長を見守ってあげてくださいまし」

　ニコリとカナコさんは優しく笑いかけてくる。

「仲良くしましょう、三人で。仲良くするとしても私こそミス・ガルダームに選ばれると思いますけど、だからこそ仲良く交流することは大事だと思いますの」

　キャニーシャさんともファティマさんとも違うが、カナコさんも、なかなか癖くせのある性格みたいだ。
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　ファティマさんはキャニーシャさんに宣言したかっただけのようで、さっさと帰ってしまった。その後、エメラルダさんの取りなしで俺たちは談話室に戻っていた。壊れたキャニーシャさんの部屋の窓ガラスについても、既に寮の管理者に伝えてある。

　エメラルダさんは隣に座ったカナコさんを居心地悪げに感じているのかモジモジしている。カナコさんも学園長に指名された候補の一人であるというなら、キャニーシャさんのライバルにあたる。それを理解しているからこそ誘ってしまったことについてどうしていいのか困っているのだろう。

　俺の隣に座っているキャニーシャさんも微妙な表情をしている。先輩相手にどう接していいのか困っているのだろう。

「あなたが例のリュウ様。噂うわさに違たがわず清せい廉れんなお方なのですね」

　カナコさんは微妙な空気を気にもとめていないのか、ニコニコとしながら俺に話しかけてきた。

　清廉？　どうしてこのタイミングでこんな言葉が？

　膝の上に抱いたシバジロウを見ると、シバジロウも不思議そうに首を傾げている。

「たしかにシバジロウは清廉、精せい悍かんな相棒だが、俺はそうでもないです」

「やだ、リュウ様。仰っていることがよくわかりませんの」

　カナコさんはコロコロと鈴を転がすように笑って言葉を続ける。

「……私、ファティマ様がリュウ様に口づけをしているところ見ていましたの。ああいうことされたのは初めてなのでしょう？」

　好奇心いっぱいな双眸で俺を見つめながら言った。

「それってつまり専任騎士としてキャニーシャ様にお仕つかえしているのに、手を一切出していないってことなのでしょう？　この状況で年頃の少年ならイヤらしい気持ちになってもおかしくないでしょうに」

「ぶっほ！　……ちょっと何を言うんですか、いきなり！」

　キャニーシャさんが顔を真っ赤にしてアワアワしている。

「そんなに恥ずかしがらなくてもよいですのに。キャニーシャ様も初心なのですね。お互い年頃なんですから、少しくらいの進展はかまわないと私は思っておりますのよ」

「よ、余計なお世話で……」

　カナコさんの言葉に困惑して、そこまで言いかけたキャニーシャさんを制するように俺は言った。

「あまり俺とキャニーシャさんをからかわないでください。それより……」

　学園祭の話だ。カナコさんはキャニーシャさんのライバルだが本人から仲良くしようと言っていた。何も問題ないはずだ。

「──すみません、学園祭のお手伝いということでしたよね。ええと……」

　カナコさんは躊躇ためらうような仕草を見せた。やがて真剣な顔で言う。




「申し訳ありません。学園祭のご助力、お断りさせていただきますの」




　彼女の言葉にエメラルダさんが固まる。

「え？　……え？」

　困惑するエメラルダさんにカナコさんがニコリと笑いながら言った。

「ごめんなさい。せっかくお誘いくださったのに。私も同じ寮の後輩のお願いを聞きたいとは思ったのですけれど」

　カナコさんは頰に手をあててフゥと息を吐き出しながら言った。

「だってこれからキャニーシャ様と私はミス・ガルダームのために互いに競い合うのでしょう？　つまり好こう敵てき手しゆという存在になるわけです。仲良くするべきですけど、だからこそ安易なきっかけで手を組み合うということはしないほうがいいかと」

「別に安易というわけじゃないです。エメラ……」

　言いかけたときにエメラルダさんが「だめ」と小さく声を上げた。彼女が仲良くしたがっている、そのことをカナコさんに伝えてほしくないのか。エメラルダさんは顔を真っ赤にしている。この様子だと彼女はカナコさんに声をかけることも勇気を振ふり絞しぼったのでは。そんな彼女を気遣ってあげる必要がある。

「ええと、とにかく単純に先輩だからという理由で誘ったわけでは……」

　必死に言う俺にカナコさんは慌てたように手を振りながら言う。

「勘違いしないでくださいましね。私はキャニーシャ様もリュウ様も、もちろんファティマ様とも仲良くしたい。だからこそ、今後のことを見据えて動きたいのです」

「……仲良くなるにはそれだけのきっかけが必要だってことですか？」

「それほど難しいことではないけど、私とあなたたちはお互いをもっと知るべきだと思いますの。後先考えずに誘われたからという理由だけでホイホイと話を引き受けるのはちょっと。……強い御ご仁じんには興味がありますし、今回のとは別に、あなた方と仲良くするのはありかもしれませんが。……ね？　どうか理解してくださいましな」

　カナコさんは首を傾げると、ゆっくりと立ち上がった。どこか媚こびるように俺の掌てのひらを摑んでニッコリ微笑んでくる。

　どう反応したらいいのやら。

　シバジロウは空気を読まずにカナコさんの手をペロリと舐めた。彼女は「ひゃっ」と小さな声を上げて俺から手を離した。

「すみません、シバジロウが……」

　そう言うとカナコさんは申し訳ないような顔をした。

「いいえ。大丈夫ですの。……私、キャニーシャ様の窓ガラスの修復を手伝いに行って参りますね。キャニーシャ様、うちのオロチが迷惑をかけてごめんなさいね。あの子、よく加減を間違えてしまいますの」

「い、いいえ」

　キャニーシャさんは慌てたように首を激しく横に振った。

　カナコさんは別れの言葉を告げて去っていく。キャニーシャさんの部屋に行ってしまったようだ。

「どうするのよ、これ……」

「わあー、リューちゃん、モテモテー」

　キャニーシャさんは頭を抱えて、エメラルダさんは他ひ人と事ごとのように告げている。だがその言葉はどこか虚うつろだ。カナコさんに断られたことがショックだったのだろう。

　俺も頭を抱えたいし、他人事として処理したい。この状況、どうしろってんだ。





　　　　　◆






　翌日、俺は考えを切り替えることにした。カナコさんのことはひとまず置いておくとして学園祭での企画については三人でできることを考えたほうがいい。

　授業が終わったあと、すぐに俺は自室にキャニーシャさんとエメラルダさんを呼んだ。

　寮の談話室や商店街の喫茶店でもいいのだが、そこではダーグナーさん関連の話はできない。安心して話をするなら自室が一番だろう。

　学園祭の企画を考案するのも大事だがダーグナーさんから頼まれた学園長の件についてもエメラルダさんとは共有しておくべきだろう。

「ダーグナーさんから頼まれたことがあって……」と話をしかけた俺だったがエメラルダさんが顎に指を添えて意見を出してくる。

「キャニーシャ王女から聞いた。学園長の企んでいることを調査してほしい、とかどうとか。このタイミングで学園長はこうして学園祭の開催を宣言してしまったのだから、学園祭に秘密が隠されていると思う」

「……ダーグナー先輩から頼まれたものを解決することも頭に入れつつ、せっかくだから学園祭を思う存分楽しめる方法も並行して考えましょう？」

　キャニーシャさんがエメラルダさんの言葉を補足する。

「たとえばキャニーシャさんがミス・ガルダームの候補に選ばれたことをどうするか、とか？　優勝する気はあるんだろ？」

　そう俺が、からかうように言うとキャニーシャさんはフンと鼻息荒くして言った。

「もちろん、やる気はあるわ。別に一番可愛いと認められなくてもいいけど、こういうのって挑戦して達成することに意味はあると思うのよ」

　さすが頑張り屋のキャニーシャさん。やる気に満ちあふれている。

「ミス・ガルダームのほうは私ひとりでどうするか考えるから、大丈夫よ！　沢たく山さんライバルがいてビックリしたけど。……それよりカナコ先輩の協力は得られなかったけど、やっぱり──」

　キャニーシャさんの心配そうな声にエメラルダさんがコクンと頷いて言った。

「三人だけで何かをやるにしても限界がある。違う寮の人が何をやるかを参考にするのもいいと思う。だけど──」

　エメラルダさんの顔が曇る。昨晩あった、キャニーシャさんとファティマさんの一件を思い出しているのだ。

「エメラルダさんの言いたいことはわかる」

　とても寮の違うもの同士で協力し合えるような空気ではなかった。俺は言葉を続ける。

「学園祭は優秀成績者を決めるイベントだから、協力して貰えるかなんて難しいだろうし、情報交換だけでも難易度高そうだ。とはいえ、たとえば今回の学園祭を開くことになっているわけだから、実行委員会みたいなのができているんじゃないか。そこからどうにか情報を聞き出せないかな。情報を聞き出せないにせよ何かしら手続きが必要だと思うんだ」

　俺は自分の高校で行われていた学園祭のことを思い出しつつ提案した。

「リューちゃん、その通り。さっき、掲示板に学園祭実行委員会について書かれていたから、委員長に色々聞いてみようか」

　はずんだ声でエメラルダさんが胸の前で手を合わせた。





　　　　　◆






　学園祭実行委員会の事務室として臨時に用意された場所には、授業が終わってから数時間たっているというのに、まだ多くの生徒たちが残っていた。皆、忙しそうにしている。

　掲示板で告知されていた学園祭実行委員会のポスターには委員長のウォンという名前が記しるされていた。まずは彼を探してみようか。

　抱きかかえているシバジロウは、せわしなく動く周りの人間が気になるらしくスンスン鼻息を出しながら臭いを嗅ぐような仕草をしていた。

　俺はシバジロウの頭を撫でて気持ちを鎮しずめながら、周りを見渡す。周囲に指示をしているリーダーらしき生徒がいた。赤い癖のある短髪に優しそうな眼差しが印象的だ。俺は忙しそうな彼の邪魔をするのは悪いとは思いつつも彼に声をかけた。

「すみません、学園祭実行委員会のウォンさんを探しているんですが……」

「僕がウォンだよ！　こんにちは。新しいお店の申請かな？　だったら、こちらの申請書に記入の上、提出してほしい。多少の抜けは構わないから定めた期日にはきちんと間に合わせてね。……ああ、ごめん、わからないところがあったら他の人に聞いても答えられると思うからよろしくね！　……ああ、忙しい、忙しいったら！」

　口を挟はさむ隙もなく彼は早口で喋しやべりきると一方的に俺に書類を渡してきた。キャニーシャさんたちも、あまりの勢いに唖然としている。ウォンさんはセカセカしながら俺たちから離れたが──

　何かに気付いた様子で凄すさまじい形相で、すぐに彼は俺たちのもとに戻ってきた。そうしてシバジロウを指差してくる。

「って、あああ！　モフモフの黒い魔獣！　……ということは君が噂のリュウくん！　あの闇の仔どもを倒したっていうスゴイ生徒だよね！　あの最強モフモフがこんな間近で……あああ、ああ……」

　興奮した彼は目を血走らせながらシバジロウに顔を近づけた。

「この魔獣が最強の……。ハァハァ、ハァハァ、おっと涎よだれが……」

　息の当たる位置まで迫るウォンに驚いたのか、シバジロウは手足をジタバタさせて暴れ出す。ウォンさんの反応をみるに、今、この状況でシバジロウを離すと面倒なことになりそうだ。俺は頑張ってシバジロウの抵抗を抑え込んだ。やがてシバジロウは諦あきらめたのかジタバタをやめて、まるで何だこれといわんばかりにウォンさんの顔をクンクン嗅ぎ始める。

「僕の涎の臭いなんて嗅がなくていいんだよ。ハァハァ、本当に素晴らしいなあ、ハァハァ……」

　ウォンさんの興奮は更さらに高まったようだ。なんだか怪しい雰囲気を感じる。興奮しすぎて危険な兆候だ。

「ウォンさん、大丈夫ですか」

「大丈夫だよ！　最強の魔獣を目にして色々と滾たぎっているだけだから！　ああ……最強のバハムートの闇の仔どもを倒したんだから、最強に決まっているんだけど、こうして眼前にすると最強の魔獣のレアさ……。なんたることだ……ハァハァして涎を垂らしている僕にもこんなに可愛らしくアピールしてくるなんて可愛らしさも最強だ……」

　このままだと会話にならない。俺は隣でドン引きしているキャニーシャさんに話しかけた。

「シバジロウが最強に可愛いのは同意だからこそ何というか突っ込み辛づらい……でもウォンさんと仲良くしたい思いもある。どうしたらいいんだ」

「どうにもならないと思うわ」

　キャニーシャさんの答えは冷たかった。エメラルダさんにも聞いてみる。

「何というか俺と彼では同じ好きでも方向性に違いがあるような気がするんだが、どうだろう」

「実際に違うと思う」

　エメラルダさんも冷たい。さらに俺の袖を引っ張ってエメラルダさんは訴えるように上目遣いで見上げてくる。いい加減にウォンさんとちゃんと話をしてほしいということなのだろう。

　彼はシバジロウに興味しんしんすぎる。俺は断りを入れてシバジロウを鞄にしまうことにした。ウォンさんは「あああ」と絶望的な声を上げながら嬉しそうに鞄に入るシバジロウの尻を凝視していた。

「忙しいところ悪いのですが、学園祭について聞きたいことがあるんです」

　俺はコホンと咳せき払ばらいして彼に話しかけた。

「……よそよそしい丁寧語なんてよしてくれよ！　たしかに僕のほうが先輩だけど、僕は君とは対等でいたいんだ！　最強魔獣を従えた君の質問なら何でも受け付けるよ！　一緒に学園祭を盛り上げていこうよ！」

　勢い良すぎで怖いくらいだけど彼の言葉に甘えるとしよう。

「ウォンさんは学園祭実行委員会だから色んな店や企画を統括しているんですよね。それで色々確認しようと思って……」

「ああ、そうだ！　そっちの仕事もあった！　思い出させてくれてありがとう！　僕たち実行委員会主催で、まずは幾いくつか大規模なイベントを行うよ。君たちにも、そのイベントに参加してほしい！」

　ウォンさんが最初に会ったときのようにしっかりとした委員長モードに戻っている。よかった、正気に返ってくれたようだ。

「どんなのがあるんですか？」

　俺の質問に彼は目を輝かせながら答えた。

「一番大きいのはロイヤルガルダと呼ばれるイベントだ。これは過去の学園祭でも実際に行われたものらしいよ。学園長に教えてもらったんだ」

「何をやるイベントなんです？」

　聞き慣れない名前のイベントが気になるのかエメラルダさんがキマイラを抱いている手に力を込めている。珍しくワクワクしているようだ。そんな彼女の様子に気付いたのかウォンさんがフフッと笑う。

「どんなイベントっていうと、そうだね……実際にやってみせたほうが早いかな。ちょっと待ってね」

　彼は腰に巻いていた布袋を取って俺に見せてくる。布袋から小さなしましま模様の蛇が顔を見せた。服も着せられており、ヌイグルミのように愛らしい。

「トウビョウのタンタン！　僕の魔獣だ。蛇型なんだ。可愛いだろ？　君のシバジロウと僕のタンタンとで、ロイヤルガルダとは何なのか実践してみようか」

　こちらも蛇型なのか。昨日と今日で、よく蛇型魔獣を見かけるな。

「まずはこれを君の額に巻いてくれ」

　そう言いながら彼は赤い鉢巻きのようなものを俺に手渡してきた。言われた通りに俺は自分の額にそれを巻く。ウォンさんも同じようにしながら言った。

「魔獣を使い、鉢巻きを奪い合うんだ。本来は広い場所、大人数で行うイベントで一番多くの鉢巻きを奪い取った使役者が勝利するんだよ」

　つまりは人に乗らない騎馬戦みたいなものか。

「俺が取るのはナシ？」

「ナシだね。鉢巻きを取っていいのは魔獣だけだ」

　なるほど、理解した。なら鞄からシバジロウを出さなければ。

　俺は彼の話を聞きながら、しゃがみ込んで鞄に触れようとして──

「ここは狭い廊下だけど簡単なシミュレーションくらいはできるはずだから、実際にやってみて……えええー！」

　ウォンさんの叫び声を聞いて俺はぎょっとした。彼のほうを見て更に顔を険けわしくした。

　彼の足下にウォンさんの鉢巻きをくわえたシバジロウがチョコンと座っている。

「シバジロウ……いつの間に鞄から出てきたんだ……」

　シバジロウは鉢巻きをくわえて、キラキラとした瞳でチラチラと俺の顔を見つめている。

　やってやったぞ、と得意げだ。シバジロウは鉢巻きをくわえたままウォンさんの後ろへと走っていった。俺から遠く離れた上で鉢巻きを玩具おもちやにして嚙かみ嚙みしながらチラとこちらに視線をくれる。今度は俺と鉢巻きの取り合いで遊んでくれると思っているのだ。

　俺はシバジロウに駆け寄ると手を伸ばす。

「シバジロウ、その鉢巻きをちょうだい」

　そうやって鉢巻きをシバジロウの口から離させようとしたが、シバジロウは抵抗する。後ろ足で踏ん張り、絶対に離すものかという勢いだ。ウゥと低い唸うなり声も上げだした。

　我わが儘ままワンワンモードだ。

「シバジロウ、オヤツあげるよ」

　そう言ってポケットからオヤツをあげるフリをするとシバジロウはポイッと鉢巻きを捨てた。げんきんなやつだ。隙を見て俺は鉢巻きを奪い返した。

「ごめん、ボロボロにしてしまった」

　そう俺が謝罪するとウォンさんは「大丈夫だ」と言ってくれる。

「鉢巻きの一つや二つ、シバジロウくんにあげるよ。代わりにどうかロイヤルガルダに参加してほしいんだ。さすが最強の魔獣だよ、シバジロウくんならイベントを最高に盛り上げてくれるはずだからね」

　その言葉の意味を理解したのか、シバジロウが尻尾を激しく振った。キラキラとした瞳で俺を見上げてくる。

「やりたいの？」

　そう俺が問いかけると、プレイバウの姿勢をとった。フンと鼻を何度か振って俺をチラチラと見つめてくる。

「シバジロウちゃんは相変わらずね。リュウ、優勝したら実績になるし、専任騎士としても是非頑張ってほしいわ」

　キャニーシャさんが微笑みながら、しゃがみ込んでシバジロウの頭を撫でた。

「そうだな。シバジロウもその気だから参加するか。鉢巻きの奪い合いなら危険もないし楽しそうだしな」

「わあ、ありがとう！　僕は参加しないけど、多くの強い魔獣とその使役者が参加するから思いっきり戦ってくれ。たとえば君のライバルとして有名なシェザくんという生徒も参加するみたいだから。良い交流になると思うよ！」

　俺の言葉にウォンさんが喜ぶ。

　ここでもシェザさんの名前が出た。しかし競い合うイベントが良い交流になるね。確かに一つの競技を一緒に行うことで、相手と一気にわかりあえたりする。

「……そうか、これだ」

　カナコさんは俺たちに協力する前に仲を深めたいというようなことを遠回しに告げていた。なら──

　だが、その前に俺はエメラルダさんに確認したいことがあった。

「エメラルダさんはカナコさんと仲良くなりたいんだよな」

「うん、そうだけど……どうしたの、いきなり？」

「カナコさんと仲良くできるかもしれない方法を思いついたんだ」

「本当！　すごい！」

　エメラルダさんは嬉しそうに頰を弛ゆるませた。

　エメラルダさんはカナコさんと仲良くできるきっかけを、ずっと探していたのだろう。

　カナコさんは五年生。もう卒業間近なのだ。ゆっくり仲良くなる時間はない。

　たしかにカナコさんはミス・ガルダームの候補者だ。だがそれでもカナコさんと仲良くなりたいというエメラルダさんの願いを叶かなえてあげたい。

「……カナコさんを俺たちの仲間に引き入れるために、彼女とロイヤルガルダで競い合おう！」
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　あのあとウォンさんは他に参加型のイベントの詳細が決まったら皆にわかるように掲示すると言ってくれた。

　俺たちはドラゴン寮に戻り、早速、カナコさんにロイヤルガルダの勝負を申し込むことにした。

「私のオロチと勝負したいと……あなたが勝ったら学園祭に協力しろとそういうことですの？」

　カナコさんはどこか楽しげな口調で小首を傾げながら言ってくる。俺は首を横に振って答えた。

「勝ち負けは関係ありません。あくまで俺と試合をして、それでカナコさんが俺たちに協力してくれるかどうか決めてほしいんです」

「いいですね。私はそういうの好きですの。こたえてあげる必要がありますね」

　カナコさんは外に出ようと提案する。彼女のオロチは二階建て家屋と同じくらいの大きさだからだろう。

　外に出ると風が冷たい。もう夜になりかけている。暗い中での勝負になりそうだ。

　しばらく歩くとドラゴン寮の近く、森に入りかけた付近に開けた場所がある。カナコさんはそこで戦うつもりのようだ。

　キャニーシャさんとエメラルダさんは不安そうな表情で俺たちの後をついてくる。

　目的の場所にたどり着くとカナコさんは足音も立てずに、そろりと俺に向き合うようにして立った。額には赤い鉢巻きを巻いている。

　ずるり、ずるりとした音が彼女の背後からする。ぬっと闇をかき分けるようにして四つの首が現れた。オロチのヤタさんだ。湿ったような独特の質感の肌が星の光に照らされて不気味に輝く。

　オロチが這はいずるたびに周囲の木々がバキバキと折れていく。容赦がない。

　ちょっとオロチさん、登場シーンから力はいりすぎでは。

「さあ、勝負をしましょう、リュウ様。私を楽しませてくださいましね」

　オロチに寄り添った彼女は静かな声でニコリと笑いかけてきた。どこか不気味だ。

　シバジロウはブルリと身を大きく震わせた。緊張か、それとも思いきり遊べるからか。

　尻尾をブンブン振っているから後者だな。

　ヤタさんが首を持ち上げれば、同時に頭上付近に生おい茂しげっていた木々の枝が勢いよくボキリと半分に折れる。大きいということは、それだけで強そうだ。

　ヤタさんの頭の一つが長くて赤い舌を素早く俺に伸ばしてきた。

　シバジロウはヤタさんの動きに気付き、俺を搦からめ捕とろうとするヤタさんの舌を甘嚙みした。ヤタさんはシバジロウに驚いたのか、首を仰のけ反ぞらせて後ずさる。その隙をついてシバジロウはヤタさんの舌を嚙んだまま、空中でクルンッと回転した。するとヤタさんの身体が信じられないほど軽やかに空中に放り投げられた。

　ズゥンと重い音を立てて、ヤタさんが地面に倒れた。辺りの木々もバキバキと折れてしまっている。

　ヤタさんは目をパチパチして反応できない。こんなふうに投げられたことは初めてだったのではないか。そんな顔をしている。

　驚いているのはカナコさんも同じのようだ。

　ポカンと口を開けて、仰あお向むけになったヤタさんを見つめている。

　──あ。

　彼女の額には既に鉢巻きはない。

　はっとシバジロウを探すと、木こ陰かげでカナコさんの鉢巻きを嚙み嚙みしていた。こんにゃろめ、と必死な様子で、ちっちゃい手で鉢巻きを摑んで引っ張るだけ引っ張っていた。

　シバジロウってば、いつの間に。

　あの様子だと俺の鉢巻きを守るのは二の次で、とにかく鉢巻きを玩具にしたかったんだな。

　結果的に勝てたからいいものの、遊びに夢中になってしまうのはシバジロウの欠点だ。

　ヤタさんは大丈夫なのか。無意識にそう呟いてしまっていたのか、カナコさんが「ヤタちゃんについては大丈夫です。気にしてくださり、ありがとうございますの」と微笑み返してくれた。

「あっけなく勝負はついてしまいましたのね」

　カナコさんは呆ぼう然ぜんとした様子で鉢巻きがなくなってしまった額をペタペタと触りながら言った。

「シバジロウ様ってば凄い……。これが闇の仔どもを倒した方……」

「シバジロウは遊びには全力なんです。それで……どうでしょうか？」

　彼女の望む交流なのかわからないけれど、何かしら彼女の心を動かせるきっかけ作りにはなったはずだ。

「ええ、私はリュウ様たちと協力いたしますわ」

　カナコさんの言葉にエメラルダさんとキャニーシャさんが顔を見合わせて「やったわね」と微笑み合っている。

　カナコさんは俺に近づいて、そっと手を差し伸べてきた。俺は頷いて彼女の手を握る。

「少しヤタさんを傷つけてしまったようで、すみません」












「いいえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございますの。それに……もしあなたが私に負けていても協力する気でありましたのよ。なぜなら私と仲良くしようとしたあなたの気持ちが嬉しかったのですから。……勝負に誘われたあのタイミングで協力することは決めておりましたの」

　彼女は少しだけ名残なごり惜おしそうに俺から手を離す。そうして、まだカナコさんの鉢巻きをくわえてガジガジしているシバジロウを見下ろしながら言った。

「ちょっとだけ追加すると最強と名高いシバジロウという黒い魔獣。どれほどのものか実力を確認したかったのです。想像以上のものでしたの。私のヤタちゃんもかなり強いと自負していたのですけれど、ここまで実力差があるとは……。感嘆しますの」

　カナコさんはしゃがみ込んでシバジロウを撫でようとしたが、シバジロウは鉢巻きを取られると思ったのか、トテトテとした足取りでカナコさんから距離を取る。カナコさんは頰に手を添えて残念そうに笑った。

　ゆっくりと立ち上がったカナコさんはキャニーシャさんとエメラルダさんのほうに顔を向けて、彼女たちへも手を差し伸べる。

「全力であなた方を支援します。思いきり楽しい学園祭にしましょう」

　わあ、と二人から歓声が上がる。

　エメラルダさんを見ると「ありがとう」と満面の笑みを俺に向けてきた。

　彼女のその表情を見ただけでもカナコさんを仲間に引き入れて良かったと思うよ。
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　翌日、ウォンさんの教えてくれた通り、掲示板に委員会主導で行うイベントが告知されていた。

　ロイヤルガルダが一番の目玉らしく、大きく宣伝されている。

　他にも魔獣の美しさを競い合う美魔獣コンテスト、より魔獣に効果のある薬品を精製する魔獣薬グランプリ、魔獣の毛を美しく整えるトリミング大会などが企画されていた。

　また公的に学園祭の期間は生徒たちが自由に店舗を開く許可も出た。店の場所は先着順で決めていくと書かれていたため、俺たちが何かしら店舗を出すなら早く内容を決めたほうがよさそうだ。

　寮の談話室に集まった俺たちは早速企画の内容について相談する。

「さて、俺たちはどういうイベントを企画しようか」

「一ヶ月でやれることには限界がありますの」

　カナコさんの意見にキャニーシャさんが頷いて口を挟んだ。

「あと今回の告知で思ったのだけれど参加型の企画は委員会に任せて、私たちは頒はん布ぷ型の企画を考えたほうがいいと思うの。たとえばロイヤルガルダのイベントが終わったあと、疲れてホッと一息つきたいなと思ったときにブラリと立ち寄れる店にするとか？」

「食べ物とか売る？」

　エメラルダさんの提案にカナコさんが返す。

「良い提案ですの。でもその方向性でいくには、人手に不安があります。男手は一人しかおりませんし。簡単に手早く作れて、衛生的に安全かつ量を用意できるものを選びませんと」

　俺たちは腕を組んで考え込む。

　答えが出ないまましばらく考え込んでいるとカナコさんが深いため息をついた。

「こういうのは一旦持ち帰って各々時間をとって考えたほうがいいです。一晩たったら良いアイデアが出ることはよくありますもの。……さて、リュウ様はロイヤルガルダに出るようですけど、他の皆さんはどうするんです？」

　カナコさんの気分転換を兼かねた雑談に、エメラルダさんが膝の上に乗せたキマイラを見せつけるようにして嬉しそうに言う。

「……私、美魔獣コンテストに出たいかも」

「エメラルダさんもそれ興味ある？　俺もシバジロウを……」

　そう俺が言いかけるとエメラルダさんは、むーっとした顔で言った。

「あ、リューちゃんはそれ禁止」

「なんでだ」

「私のキマイラが出るから。禁止ね。シバジロウが出ると優勝しちゃうから」

「えええええ？」

　俺はシバジロウを一瞥したが、シバジロウは興味のなさそうな表情で耳の後ろを後ろ足で引っかいている。シバジロウの魅力を十分に伝える良い機会だと思っていたのだが。

「もう、リューちゃんはシバジロウのことばかり。この学園を卒業しても、ずっとシバジロウ馬ば鹿かを貫きそう」

　エメラルダさんは辛しん辣らつだ。あんまりな言いように俺は笑い声を上げてしまう。

「しょうがないだろう。相棒なんだから、いつだってシバジロウのことばかり考えているよ」

　そんな俺をキャニーシャさんは何か言いたそうな顔で見つめていた。
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　その日の夜、キャニーシャさんが俺の部屋に来ていた。

　今日の服は露出度の高いものではない。いつもは俺の反応など気にもとめないで好きな格好で来ているのに、珍しい。少しだけ残念なのは内緒だ。

　しかも今回、キャニーシャさんはミケさんも連れてきている。

　シバジロウはキャニーシャさんが来てくれたことに喜び、尻尾をフリフリさせてキャニーシャさんの足下に纏まとわり付いていた。ミケさんとも遊びたがっているが、ミケさんはひたすらにシバジロウを無視している。

　キャニーシャさんはシバジロウに微笑んだが、どこか表情はぎこちない。

　こうしてキャニーシャさんが相談しに部屋に来ること自体は珍しくないのだが、今日はどこか様子がいつもと違う。どうしたのだろうか。

「どうしたの？　学園祭についてかな」

　そう俺が尋ねるとキャニーシャさんはミケさんを一瞥した。ミケさんはプイと彼女から顔を背そむける。なんだ？　喧けん嘩かしているというわけではなさそうだが。

「そうじゃなくて、ちょっと話したいことがあるの」

　俺はキャニーシャさんに椅い子すに座るよう促うながしたが、彼女は戸惑って座ろうとしない。

「どう話を切り出せばいいのかしら、ええと……」

　キャニーシャさんは上目遣いで俺に顔を向けて言った。

「学園を卒業したらリュウはどうするの？　どうしたいの？」

　どうしたんだ、いきなり？

　そう言おうとしたが、さっきのエメラルダさんとの会話を思い出した。

「まだ今を生きることに精一杯で、なかなか将来のことまで考えられないけど……」

　俺はキャニーシャさんの足下にいたシバジロウを抱き上げた。

「どういう方向に進むにせよ、俺はこいつと一緒にいたいと思うよ」

「つまりリュウはずっとこの世界にいてくれるんだって信じていいのよね」

「それは……」

「嫌な聞き方しちゃったわよね。ほら、リュウは最初、別の異世界から来たって話していたでしょ。それが本当だとしたら……リュウはやっぱり元の世界に帰りたいの？」

　俺はキャニーシャさんから目を逸そらしシバジロウを見た。

　向こうの世界で俺は死んでいるはずだ。シバジロウと一緒に交通事故に巻き込まれたのだ。

　そう考えると俺に帰る世界はない。

　それに今はシバジロウと一緒にいるから寂しくはない。

　でも、もし俺が死んでないとしたら──？

　もしもの話に意味はない。それもまたわかってはいる。

　俺がまだ生きているということが明らかにならない限り、先に進む勇気が持てない。

　あっちの世界に戻った瞬間に、死んだ時点の俺に戻ってしまったら？

　俺はうまく答えられなかった。

　そんな俺を見つめてキャニーシャさんはむぅと少しだけ頰を膨らませる。

　ゆっくりと手を伸ばして俺の頰に触れてきた。

　そこは先日ファティマさんが俺にキスしてきた箇か所しよだった。

　ドキドキした俺は彼女の手を振り払うことも身じろぎすることもできない。

　鼓こ動どうの音だけが大きく速くなっていく。

　ただ真っ直ぐに見つめてくる彼女を受け止める。

　キャニーシャさんは辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せながら言った。

「どうしてかな。あなたが何を考えているのか、とても気になるの。……悩んでいるのはわかる。でもどうか気持ちを口にしてほしいの」

「……俺は君の専任騎士でいるよ。学園祭も頑張りたいし」

　噓ではない。

　そう俺が言うとキャニーシャさんは、ほっとした様子で頰を弛めた。

「ごめんなさい、変なことを言って。あなたを困らせたいわけじゃなかったのよ」

　そう言いながら彼女は俺から手を離した。

　わかっている。おそらくキャニーシャさんは不安なのだ。

　そして俺も。彼女を安心できる言葉を選べないくらいに。

「今はキャニーシャさんのために頑張るよ。元の世界については、そのあと考えるよ」

　そう俺はニコリと彼女に笑いかけた。

　少し頰が引きつってしまっていたのか。キャニーシャさんは一瞬だけ頰を引きつらせたがすぐに息を大きく吸い込んで笑った。

「……ええ！　まずは学園祭について考えましょう。もし悩むことがあったら何でも言ってね。私にできることならなるべく協力していきたいもの」

　そう言う彼女の顔は、いつもの明るい笑顔だった。













　おかしな状況になっていた。

　一日の授業も終わり、学園祭の企画ミーティングのため談話室に向かうと、そこに不機嫌そうなダーグナーさんが座っていた。

　彼の隣となりにはカナコさんが座っておりニコニコと笑顔を浮かべている。

　何な故ぜ、ダーグナーさんが？

　まだキャニーシャさんとエメラルダさんは来ていないようだ。この状況で彼らに混まざるのはとても嫌だが仕方ない。

　抱だっこしていたシバジロウはダーグナーさんの連れているブラックドラゴンを見て激しく尾を震わせてジタバタ暴れ出す。「大人しくするんだぞ」と釘を刺してから仕方なく離すと、ダーグナーさんの横でフワフワ浮いているブラックドラゴンの尾が気になるのか、お座りしてじっと見つめている。

　俺おれが困った表情を向けると、カナコさんが淡々とした声で喋しやべりはじめた。

「男手が一人だけって、やはり不安だと思いましたの」

「思いましたのって……」

　だからダーグナーさんを誘ったってわけか？

　ダーグナーさんへと顔を向けるとブスッとした表情のまま微動だにしない。

　ブラックドラゴンは空気を読んでいるのか少し二人から距離を取っている。

「俺は協力するつもりはない」

「まあ、上級生になんて言い方ですの。私、ショックです」

　ヨヨヨとわざとらしくカナコさんは泣いたふりをしている。

「……関係ない」

「私、五年生です」

「……関係ない」

「あなたより年上なんですけど」

「……関係ない」

「卒業する前に、あなたに借かりを返してほしいと思っていたんですけど」

「…………」

　冷え切った声で行われているやり取りに俺は口を挟はさめない。

　ダーグナーさんの眉み間けんに皺しわが寄るだけ寄っている。噴火する直前といった顔だ。

　ダーグナーさんも人に借りを作るなんてことがあるんだな。二人の間に何かあったのだろうか。

「学園長に先輩を大事にしない人だって告つげ口しちゃおうかなと思っていますの」

　カナコさんの付け足すような言葉にダーグナーさんは深くため息をついた。疲れたような感じだった。

「わっ、わっ」

　談話室の入り口から声が聞こえた。

　見るとキャニーシャさんが、エメラルダさんを連れての到着だった。

　きっとダーグナーさんの姿を目にしてビックリしてしまったのだろう。

　露骨に態度に出してしまったことを恥はじたのか、彼女は口元を手で押さえている。

「ごめんなさい、なんでもないの。……ちょっとどうしてダーグナー先輩がいるわけ？」

　小声でキャニーシャさんが話しかけてくる。その声には嫌悪感ではなく焦りの色が滲にじんでいた。ダーグナーさんは彼女の元専任騎士候補であり、下手すると結婚相手になっていたかもしれないので、彼女は複雑な感情を抱いていたようだ。しかし今ではかつて闇やみの仔こどもを倒した事件に一緒に関わったことで、少しだけその気持ちがスッキリしたようだと思っていたのだが──

「…………帰る」

　そう言ってダーグナーさんは立ち上がりかけたが──

「カナコさんが呼んでくれたんですか？」

　ジャストなタイミングでエメラルダさんがダーグナーさんに声をかける。

　ダーグナーさんが答えない代わりにカナコさんが口を挟む。

「ええ、そうですの。ドラゴン寮ギルドで頼りになる男の方で、私の唯一のお友達です。可か愛わいい後輩なんですけれど」

　口元を着物の袖そでで隠しながら、カナコさんはチラと意味ありげにダーグナーさんを見る。ダーグナーさん、だいぶ嫌そうな顔をしているぞ。

「……どういうきっかけでも、私はダーグナー先輩と一緒に協力作業できるのなら嬉しいわ。色々な経験した先輩がいるだけで頼もしいもの」

　キャニーシャさんはさっきと一変して真剣な表情だ。今の言葉は本音なのだろう。

「私もそうかも。だから今回、カナコ先輩をお誘いしたんだし」

　エメラルダさんも大きく頷うなずいた。

　二人の言葉を受けて、少しだけダーグナーさんの表情がゆるむ。そのまま再び椅い子すに座り直した。

　ブラックドラゴンに興味しんしんだったシバジロウはダーグナーさんの変化に気付いたのか座るのをやめて、ピョンと立った。どこか外にでも出るのかと俺に期待するような目を向けてくる。

　ダーグナーさんの心の変化はキャニーシャさんも察したらしい。ゆっくりとした動作で俺の隣に座ったキャニーシャさんは「早速だけど……」と学園祭について切り出した。

「私たちがやる企画について少し考えたのだけど、せっかくの学園祭復活なのよね？　だったらガルダームにちなんだ……昔やっていた店舗を再現したほうがイベントらしさが出ていいと思うのだけれど……？」

　おそるおそるキャニーシャさんが言うと、ダーグナーさんが素早く立ち上がり、話しかけてきた。

「それなら、こんな場所で話し合うより良いところがある」
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　俺たちはダーグナーさんの案内で、ある建物に来ていた。

　時計塔とうを中心とするその建築物は左右非対称形であった。外観は古いヨーロッパ建築物を髣ほう髴ふつとさせる。玄関は半円状の正門があり、すぐ横には通用口にあたるのか、その正門よりは小さな入り口があった。

　時計塔のてっぺんに長細い半円状の窓が三つ並んでいる。その奥に古びた巨大な鐘かねがあった。

　中央の時計塔から鐘の音が響ひびきわたる。

　抱っこしたシバジロウがブルリと身を震わせた。さすがに驚いてしまったようだ。小こ刻きざみに身体からだを震わせ始めている。シバジロウはこういう大きな物音が嫌いなのだ。だから雷も苦手なのだ。

　ずいぶん立派な建物だが、ここはどこなのだろうか。

　建物に入ると書庫入室受付と書かれていた。そこには人ではなく背の低い木のような魔獣が枝を器用に使って書類の整理をしていた。

「書庫……ここは図書館なのか？」

　俺の呟つぶやきにダーグナーさんが「そうだ」と返してくる。

「リュウは来たことがなかったの？　結構便利なのよ。でもそうね。たしかに、ここなら過去の学園祭について調べることができそうね」

　キャニーシャさんは納得というような素そ振ぶりでダーグナーさんの後ろについていく。エメラルダさん、ミケさんやキマイラも同様だ。カナコさんのオロチはいない。そもそも彼女は普段からオロチを連れて歩いていないように見える。

　どうやら図書館は魔獣同伴で入れるようだ。

　ダーグナーさんはズンズン先に進んでいく。

　そうしてやってきた場所は広大な正方形の部屋だった。中央には古臭いながらも高級さを感じさせる立派な机と椅子が並んでいる。壁に沿そって設置された本棚に並ぶ本の背はどれも立派で辞書や歴史書の類たぐいが収められているようだった。

　大量の本棚の周囲では、可愛い帽子を被った小さなノームたちが大量の本を抱えて歩いていた。

　そこで俺は、まだカナコさんにダーグナーさんから頼まれたことについて話していないことに気付いた。

　これからダーグナーさんと行動をともにすることが多くなるのなら先に話したほうがいいだろう。

　ダーグナーさんの様子を窺うかがいつつも、俺はカナコさんを本棚の陰に呼び寄せる。

「実はまだカナコさんに話していないことがあって……」

　簡単に俺はダーグナーさんから「学園長に気をつけたほうがいい。企たくらんでいることを調査してほしい」的なことを言われたのを告げるとカナコさんはあっけらかんとした様子で言った。

「良い機会です。そういう事情なら尚なお更さら一緒に行動したほうがいいでしょう。だって目指すべき方向性は一緒なのだから」

　カナコさんはふんわり笑いながら言った。

「……それと普段の口調で構いません。そんなかしこまらなくても」

「でもカナコさんは先輩ですから」

　そう俺は言ったがカナコさんはゆっくりと首を横に振った。

「私がこうしてあなたと協力しているのは、あなたから私との距離をぐっと縮ちぢめてくれたから。……だから私からもあなたと距離を縮めたいんですの。どうか先輩後輩という関係だけではなく一緒に肩を並べる仲間として接してくださいまし」

「それなら……」

　カナコさんの好意に甘えることにしよう。

　俺の返答に満足そうに頷いた彼女は腕を組んで言った。

「……それにしてもダーグナーさんが探しているものとは何でしょうね。本当に彼は何も知らないのでしょうか？」

「……え？」

「だってそうでしょう？　さすがの学園長も正体不明のわけのわからないものを探してこいだなんて、無茶なことをお願いするものでしょうか。たしかにダーグナーさんは優秀な生徒です。でもだからといって……。どこか気になるんです。そもそも彼はあまり素直な方ではありません。こう言っては失礼ですけど闇の仔どもを倒した成果があるからといって、彼が後輩に大事なことをお願いするでしょうか。まだ何か隠していることがあるのでは？」

　たしかにカナコさんの言う通りだ。

「それじゃあ、ダーグナーさんは俺に全てを話していないということ？」

「可能性はありますの。もちろん、本当に学園長が無茶ぶりをしただけかもしれませんけど」

　俺の言葉にカナコさんは顎あごに手を添えて考え込むような仕草をしながら言った。

　俺は思いついたことがあってゆっくりと口を開いた。

「もしかしたら、こうして図書館に案内したのもダーグナーさんの思惑のうちかな？」

「更に私たちに何かをさせたがっているということですか？」

「うん……カナコさんの言う通り、彼にはまだ何か俺に話していない考えがあるのかもしれない」

　一体、学園長はこの学園祭を通じて何を企んでいるのやら。

「それに、かつてあった学園祭が今にまで伝わっていないなんて、ろくな理由じゃないに決まっているからな。それが何なのか、少しでも手がかりが摑つかめればいいのだけど……」

　それにダーグナーさんが何を考えているのか、本当に俺に全てを話していないのか、確認する必要がある。

　だが、そんな俺やカナコさんの期待は徒労に終わる。

　昔、学園祭が行われていた時代の学園資料が保管されていた書しよ架かに行った俺たちは、本棚を前に呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「──ほとんど資料がなくなっている……」

　俺の呟きにキャニーシャさんも唖あ然ぜんとしてゆっくりと頷いた。

　その本棚だけ、ぽっかりと本がなくなっているのだ。

　まるで何者かに持ち出されてしまったかのようだった。

　ダーグナーさんはこの状況に驚いていない。予想の範囲内だったということか。

「見ての通り、このような状況だが、絞りかすでも取れる情報はあるだろう。……頑張ってくれ」

　飄ひよう々ひようとした顔でダーグナーさんはそんなことを言ったのだった。
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　何故、過去の学園祭についての資料がほとんどないのか、色々気になることはあるが──。その前に俺は一人、ダーグナーさんに呼ばれていた。シバジロウもついてきたがっていたので抱っこしたままの状態だ。

　閲えつ覧らん室しつは広い空間に、長机が何列も置かれている。その机に、それぞれ個人で本を閲覧しやすいように仕切りがしてある。作業机の傍そばには、読み終わった書物を返す場所として小さな本棚が設置されてあった。

　そして今この場所には俺たち以外に誰もいなかった。

「さてお前に頼んだ調査のほうはどうだ？　学園長が何を企もうとしているのか足がかりでも摑めたか？」

　そうダーグナーさんが話を切り出してきた。

「……いや、今のところは何も。それに俺もダーグナーさんに尋たずねたいことがあったんだ。ダーグナーさんは俺に全てを伝えているのか？　まだ隠していることがあるのでは？」

「……何故、急にそんなことを聞く？　……誰かに入いれ知ぢ恵えでもされたか？」

「いや、別にそういうわけではないけれど……」

　俺は口ごもる。カナコさんとの話し合いでダーグナーさんに不信感を持ったとは、とても言えなかった。

「……ダーグナーさんの探しているものの正体が少しでもわかれば、学園長の思惑を知る手がかりになるかと考えたんだ。だからその辺り詳しく教えてもらえればと思って」

　俺の苦し紛まぎれな返答をダーグナーさんは変に思わなかったようだ。それもそうだというような顔で考え込んでいる。やがて重たい口を開いた。

「……石……何の石かはわからないが、どうやら学園長が保管していたものが盗まれたようだ。俺も石の特徴までは教えてもらっていないが学園長はその石を危険視しているようだった」

「その盗まれた石と学園祭が何らかの関係があるってことか。もしかすると、かつて起こった学園祭の資料がなくなっているのも……」

「おそらくはな。このような状況では俺一人の手で調べ回るのには限界がある。だからこそお前にも協力してもらいたい」

　なるほどな。大きく頷いた俺をダーグナーさんがじっと見つめている。

「……なにか？」

　そう俺が問いかけると彼はプイと視線を逸そらしながら言った。

「何でもない……資料がほとんどない状況だが……その時代にどういう料理が流は行やっていたかくらいなら調べることができるかもしれない。もしくは、資料を破棄したものが、まだ気付いていない資料を探り当てるくらいできれば違うかもしれないが……」

　そう言いつつ、ダーグナーさんはできないだろうというように掌てのひらをくるりと翻ひるがえして俺に向けてきた。

　シバジロウは近づいてきたダーグナーさんの指をペロリと舐なめる。

「おい」

　すかさずダーグナーさんは突っ込む。

「こちらは真面目な話をしている」

　抱っこしているシバジロウは身を乗り出して、さらにペロッと舐めた。

　ダーグナーさんはすぐに手を引っ込めた。あのダーグナーさんが珍しく狼ろう狽ばいしている。

「……こいつは一体何故こんなことをしてくるんだ」

「前々から思っていたけど、多分シバジロウはダーグナーさんのことを好きなんだと思うんだ」

　そう俺が答えるとダーグナーさんは顔をしかめて言った。

「……俺はこいつに好かれるようなことをした覚えはないが」

「うーん、ブラックドラゴンのことも好きなんだと思うし、相性だよ」

　元々、あまり人見知りはしない方ではあるけれど、どうしてだかシバジロウはダーグナーさんのほうを見て鼻をクンクンしている。

　俺の答えにダーグナーさんは納得していないようだ。

　だがダーグナーさんはシバジロウのせいで完全に毒どく気けが抜けたようだ。

「──でもダーグナーさんも、まだ全ての図書館の書類を調べたわけでもないんだろう。他にも可能性が残されているかもな。……シバジロウ」

　そう俺が呼びかけながら床に降ろすと、シバジロウはお座りして俺を見上げる。

「お前ならわかるんじゃないか？」

　いや、わからないかもしれないが。試ためしてみるのも悪くはない。

　シバジロウの可能性をやる前から疑うなんて選択肢はない。

「あとはキャニーシャさんに頼んでミケさんに聞いてみるとか。昔からここにいる魔獣なら、当時のことを知っている可能性も大きいしな」

　次々と行動に移そうとする俺を、ダーグナーさんは無表情のまま眺ながめている。

　ニッと俺はダーグナーさんに笑いかけた。

「……資料が何者かの手により破棄された痕こん跡せきがあるなら、逆にそれで安心して他に探していない場所があるのかもしれない」

　俺はしゃがみ込んでシバジロウの頭をゆっくりと撫でた。

「さあ、行こうか。シバジロウ」
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「……本当に見つけたのか」

　ダーグナーさんが淡々と言いながらフンと鼻息を漏らした。

　シバジロウが過去の学園祭に関連する資料を見つけ出したからだ。

　昔、出すい納とう室として使われていたと思われる古い部屋だった。帳簿資料が増えてきてしまったため、今では倉庫代わりに使われているようだ。茶色い作業机が並べられた広い部屋は経理業務が行われていた職員室のようで、帳簿が多く並べられている。その帳簿の中に、過去の学園祭が行われていた時代のものも、きっちり残っていたのだ。帳簿の中には、関連する資料も挟み込んであり、その資料から新たな事実もわかりそうだ。

　どうだい、と得意げにシバジロウは立って俺のほうを振り向いて尾を激しく振っている。俺は持っていた干し肉の一部をシバジロウに与えると、シバジロウはすかさず飛びついて、干し肉をくわえてすぐに俺から離れていく。取られると思っているのだ。少し離れた場所で、こちらをチラチラ見ながらハグハグしている。

「……でも、どうしてわかったんだ？」

　そうシバジロウに呼びかけると、シバジロウはオヤツをくわえて顎を持ち上げた。満足げに、これは僕のだ、やらないぞ、と言いたげだ。

　オヤツ欲しさに頑張ったというやつか、もしや。

　シバジロウの態度に苦笑しながらも、早速、俺は別の書庫で資料探しをしていたキャニーシャさんたちを出納室に呼んだ。

　キャニーシャさんたちは俺が昔の資料を見つけ出したことを喜ぶと、すぐに帳簿の整理をしはじめた。

　ただカナコさんだけはどこか難しい表情だ。

　キマイラはやることがないのか、エメラルダさんの周囲をウロウロしている。

　俺は彼女たちの横で大人しくしているミケさんに話しかけた。

　用件はもちろん、昔、開催された学園祭のことだ。突然、学園祭の開催が中止になり今の時代まで伝わっていないのは何故なのか。当時、一体何が起こったのか。今になって学園長が学園祭のことを持ち出してきた理由は何なのか。

『知らん』

　ところがミケさんの答えは素そっ気けないものだった。

『儂わしは初代学園長の時代以降は、基本的に森に引っ込んでいた。それに長い時間がたちすぎているし、いちいち全ては覚えていない』

『つまり物忘れが激しくなっているから？　ミケってば、おじいちゃん』

　帳簿をチェックしていたキャニーシャさんが古代語で突っ込む。なかなか手厳しい。

『違う。いや、違わないが……。ただ……』

　ミケさんは遠くを見るような目だ。頑張って思い出そうとしているらしい。

『おい、小僧。参考までに、どういう関連の資料がなくなっているのか教えろ。手がかりがあれば、それをもとにして何か思い出せるかもしれん』

　すると資料を探していたエメラルダさんが顔を上げて会話に入ってきた。

『学園祭が行われていた時代の学園に関する資料もそうだけど……他にも当時の鉱物関連の資料がほとんどなくなっていたよ』

　彼女が俺の代わりに答えてくれる。

「……え？　エメラルダさんってば、ミケの言葉がわかるの？」

　キャニーシャさんの問いにエメラルダさんはコクンと頷く。

「うん、今は。ちょっと前まではわからなかったけど、頑張って勉強した。一人だけ意味がわからなくて取り残されているのが嫌だったから」

　エメラルダさんが淡々と答える。

　あ、キャニーシャさんが頭を抱えているぞ。エメラルダさんの頭の良さに恐れおののいているのだろう。もっと勉強しないとキャニーシャさん、あっという間にエメラルダさんに追いつかれてしまうぞ。

『鉱物については、どの資料がなくなっているか具体的に教えることもできるよ。私、その辺、そこそこ得意分野で、わかりやすく抜き取られていたから。……魔水晶の部分かな』

『──魔水晶……？』

　エメラルダさんの出した単語にミケさんが怪け訝げんそうな声で反応する。

「魔水晶ってなんだ？」

　そう俺が思わず呟くとカナコさんが「あっ」と小さな声を上げて言った。

「魔水晶って、たしか虹霓水晶と特徴がよく似た鉱物ですよね。巨大な魔力を秘めた石で禁呪の儀式の触しよく媒ばいとして使用するものです」

「なんだか危険そうな石だな」

「ええ、使い方によっては危険なものです。虹こう霓げい水晶も魔力を秘めた石ですが魔水晶ほどの質ではありません。たまたま私がそれを知っているのは、あくまでオロチのヤタちゃんに……いえ、この話はいいでしょう。……禁呪については私もよく知りませんの。基本的には良くないものですから」

　こちらの世界での水晶は魔力を秘めた石のような扱あつかいなのか。

　疑問符を浮かべていた俺に気付いたのかキャニーシャさんがフォローしてくれる。

「禁呪というのは、世界の法律の中で禁止されている魔術儀式のことよ。大体は魔獣の意志を踏みにじるような魔術的拘束を課す酷ひどいものだから……私が知っているものとしては魔獣の意識を奪い操る儀式があるけれど……ミケ、どうなの？　何か心当たりある？」

　キャニーシャさんがミケさんに尋ねると、ミケさんは低い唸り声を上げた。

『魔水晶は……この学園に保管されていたような……どうだったか……ただ引っかかるのはたしかだ……』

　はっきりしない。禁呪の触媒に使用するような危険なものがどうして学園に存在するのだろうか。

「もしかしたら、当時の学園祭でその魔水晶が使われたのか？　……じゃあ、学園長がダーグナーさんに探させているのはその石なのでは？」

　そう俺が言うと、ずっと黙って俺たちを注視していたダーグナーさんが曖あい昧まいに首を横に振る。

「そうかもしれないが……なにぶん推すい測そくだけで決めつけるのは危あやういな」

「そうなんです？　まあ、危うい何かがあったとしても先輩である私たちがいますから、皆さんをフォローできると思います」

　カナコさんの言葉にダーグナーさんは皮肉げに唇を歪ゆがめた。

「……だ、そうだ。今回は前回と違って五年生がいる。俺がいなくても未熟なお前たちでも安心できるだろうよ。良かったな」

「だいぶ信用されていますのね。私、嬉しいです」

　カナコさんは恥ずかしそうに身をくねらせて言う。

　ダーグナーさんは無理やりこの状況に連れ込んだカナコさんに対して嫌味を言ったようだが、彼女には通じていないようだ。

　そんな中、キャニーシャさんの嬉しそうな声が響いた。

「──みんな、昔の学園祭でやってたお店がわかったわよ。当時使われていた材料から多分再現できるかも！　寮に戻って作ってみましょうよ！」
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　寮に戻った俺たちは、キャニーシャさんとエメラルダさんが、昔の学園祭で頒布されていた中で今の自分たちでも再現できそうなレシピを選んだものを見せてもらった。それは主に砂糖や卵を使ったお菓子のようだ。

　実際に作ってみないとどのようなものかわからないため、キャニーシャさんたちが寮の台所で料理してみることになった。

　キャニーシャさんは髪をアップにして可愛らしいレースのエプロンを腰につけている。

　ボウルに卵を割る姿は意外に手慣れている。

　俺は一瞬見とれてしまった。いつも高潔な彼女が家庭的な雰囲気を纏まとうと、これほどまでに新鮮に映るのか。

「……キャニーシャさん、料理したことあるんだ……」

「このくらい普通でしょ、卵を割っただけじゃない。でもリュウの気持ちもわかるわ。王族で料理する人ってあまりいないもの」

　俺の返答に恥ずかしがる様子を見せながら、キャニーシャさんは調味料を加えて卵をヘラでかき混ぜていく。

　隣ではエメラルダさんが砂糖をたっぷり使ったお菓子を作ろうとしているようだ。

「その砂糖菓子は手間がかかりそうですのね。……これ、多分、焼くのでしょう？」

　カナコさんの確認にエメラルダさんは首を傾かしげて困った表情をしながら言った。

「さすがにどのくらい焼くかはわからなけど……砂糖だけじゃなく小麦粉を溶とかしたものを焼くことにもなるから、工程が多い分、作り慣れた人じゃないと数は用意できないかも」

　そうこうしているうちにキャニーシャさんの料理が出来上がったようだ。

　フンワリと焼き上がった黄色い塊かたまりからホクホクと湯ゆ気げが立っている。

　──これは、卵焼きだ。

　キャニーシャさんは、ほどよく焼けた卵焼きを串くしにさしている。

「はい、リュウ、できたわよ」

　キャニーシャさんは試しにいくつか作ったうちの一本を俺に見せてくる。

「お、味見したい」

「いいわよ、あーん」

　そう言いながらキャニーシャさんは俺に串にさした卵焼きを差し出してきた。

　少しだけ息で冷さまして、それを口にする。

「……美お味いしい」

　ふんわりとした食感に口の中でとろけるような甘い味、紛れもない卵焼きだ。

「気に入ってくれた？　よかったぁ」

　キャニーシャさんは満面の笑みだ。

　エメラルダさんが俺たちのほうを見ながら言った。

「こっちの砂糖の焼き菓子よりキャニーシャ王女のオムレツのほうがいいかも」

「材料も時間もかからない。客を見て数を揃そろえることもできる。……なるほど」

　ちゃっかりダーグナーさんがキャニーシャさんのやり方を見て、卵焼きを作りながら話してくる。ダーグナーさんも意外に家庭的だな。驚いてしまう。

「うんうん、良い感じじゃない！」

　キャニーシャさんも嬉しそうに頰ほおをゆるませてモグモグしていた。自分でも味見しているようだ。

「当時行われていた屋台を再現したのなら学園祭らしさもありますし、オムレツを食べ歩きするようなものというふうなパッケージにしたら、みんなにも伝わるでしょうし、わかりやすくていいと思いますの」

　カナコさんもダーグナーさんの作る過程を見ている。彼女の反応もいい。

「トッピングとかも考えたら楽しそう」

　そう言いながらエメラルダさんが卵焼きに、別の料理に使おうとしていたトマトソースをかけている。早速自分なりのトッピングを試してみるらしい。

　──そうして、ようやく俺たちの店で売るものが決まったのだ。
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「それじゃあお店を申請しましょう。材料調達も考えなきゃいけないけど、まずは申請よ！」

　そうキャニーシャさんが申請しに行く気満々だったが──

「むしろ材料調達をキャニーシャさんがしたほうがいいんじゃないか。キャニーシャさん、王族だから顔がきくんじゃないか？　適材適所だ」

　そう俺が言うとキャニーシャさんは「たしかに」と頷いたのだった。

　申請するくらい俺でもできるだろう。カナコさんも一緒に来てくれるようだ。

「……お店を申請するということはお店の配置も決めるということですから、私もついていきますね。五年生としての顔の広さをアピールする番ですの」

　そうしてキャニーシャさんたちと別れ、実行委員会の事務室にやって来た。早速ウォンさんの歓迎を受ける。

「あああ、最強の魔獣、シバジロウ！　こんなところで逢あえるなんて、もはや運命としか言いようがないね」

　さっきまで忙しそうにしていたウォンさんはシバジロウの姿を見るなり書類を他のスタッフに渡して俺のもとに駆け寄ってきた。

　こんなところで逢うもなにも、ここは学園祭実行委員会の事務室なのだ。

　ウォンさんは幸せそうだから突っ込まないであげよう。

「愛しているよ、一緒にモフモフスリスリしよう」

「あっ！」

　ウォンさんは俺の足下にいたシバジロウを無理やり拾ひろい上げて抱っこしてしまった。

　珍しくシバジロウが歯をむき出しにして嫌がっている。

　元々、気乗りしないときに抱っこされたり撫で撫でされるのは嫌いなのだ。

　最近、シバジロウ我わが儘ままワンワンモードが多いな。この世界の状況に慣れてきて、だんだん心に余裕が出てきたのかもしれないな。

　シバジロウはジタバタして大暴れしだしたので、俺は「すみません、シバジロウ、こっちへおいで」とウォンさんからシバジロウを受け取る。

　残念そうにシバジロウを渡してくれたウォンさんは、俺の傍にいたカナコさんに気付いたようだ。カナコさんに手を振りながら彼女に近づいていく。

「ああ、カナコさん。僕の愛いとしのカナコさんじゃないか。……今日もオロチを連れてきていないのかい？」

　ウォンさんはカナコさんと妙みように親しげな様子だ。カナコさんは五年生だから知り合いが多いんだろうな。

　カナコさんも微笑ほほえみながら返した。

「ええ。下手に小型化して連れ回すよりは、大きいままで動いてほしいのです。授業に必要なときはちゃんと傍にいさせますから、気にしてくださり、どうも」

「君は昔からそうだね。できるだけ自由にありのままにすることで、魔獣の成長を高めようとしているんだっけ？　そんなの気にせずに小型化して一緒にいてあげればいいのに。たしかにこの五年で君のオロチの首は増えていないけど、首の数だけが評価基準ではないだろう」

　ウォンさんの言葉にカナコさんの表情が固まる。

　カナコさんの表情の変化に気付いたのか、ウォンさんがフォローするように必死な様子で言う。

「僕は君のオロチは今のままでも十分素敵だと思っているんだ。だからこそ見たいんだよ。輝かがやくような鱗うろこに重厚な長い首、いつ見ても素晴らしい。ああ、だから──」

　ウォンさんがカナコさんに向けて両手を広げた。

「委員会主導で、蛇型魔獣のみ参加する形で、滝登り競争を企画したんだ。ぜひ君のオロチも参加してほしい！」

「でも私のヤタちゃんは大きいですので……他の蛇型より有利になりすぎるかと……」

「関係ないよ。パウロウの森には落差がかなり高く三段に分かれているヨミ滝があるだろう？　あそこなら登り切るまでに体格のことも考えて動かなければいけないし……なにより君のオロチもたくさんの蛇型魔獣と全力で競い合えると思うんだ！」

　興奮しているウォンさんにカナコさんは、やや押されているようだ。

　ウォンさんは拳こぶしを握りしめて説得しようとしている。

　さらにカナコさんの耳に顔を近づけて声をひそめて呟く。

「……それに君たちは店の申請をしたいんだろう。本当は先着順なんだけど、カナコさんが参加してくれるなら、君たちのお店を有利な場所に回しておくよ。どうだろう？」

　ウォンさんの提案に対してカナコさんは考え込んでいるようだ。

　みんなのためにどうするか悩んでいるのだろう。見かねて俺は口を開く。

「カナコさんが嫌なら別に気にしなくていいよ。店の場所がどうあれ売っているものと宣伝をしっかりすればお客は来るよ」

「いいえ」

　俺の言葉にカナコさんは首を大きく横に振った。

「滝登り競争に参加します、ウォン様。私のヤタちゃんも、あなたの仰る通り、他の魔獣たちと交流したいと思っているはずですの」

「そうかい！　嬉しいよ、ありがとう！」












　喜んでいるウォンの後ろから「ああ！」と声がした。

　そこにいたのは見慣れた二人だ。シェザさんとファティマさんだった。

「こんなところで会うなんて偶然ね。お店の申請？　あなた方はどんなお店を開くのかしら」

　ファティマさんはアイドウエドを巻き付けた腕でバサリと荒々しく髪をかきあげた。

「ふん。どのような店でも俺たちの店には敵かなうまい」

　シェザさんは今日もコカトリスを引き連れている。腕を組んで、かなり自信満々だ。

　ファティマさんの反応をみるに仲良しだと思っていたが、二人一緒に出てくるとは。

「シェザさんとファティマさんも一緒にお店を開くのか？　世界三大貴族だから仲が良いのか？」

　そう俺が問いかけると、

「──え？」

「──は？」

　二人の声が被った。やはり仲は良いらしい。

　ファティマさんは苛いら立だった様子で言ってくる。

「ちょっと、あんまり世界三大貴族っていう扱いをしないでくれるかしら。私は私。ファティマよ。別に三大貴族だから今の立場まで上り詰めたわけじゃないから。ちゃんと私の実力だから」

　シェザさんもコカトリスを抱き上げて抗議してくる。

「俺は世界三大貴族の一員として、別に連呼されても構わないが。俺だけでなく、コカトリスも立派だからな。そこは間違えるな」

　どうやら二人のポリシーにはかなり違いがあるらしい。

「わかった。すまない。俺も君たちと競い合えるのを楽しみにしている」

　そう流そうとしたがファティマさんが不満げに言う。

「あなたがどうしても私の世界三大貴族の立ち位置が気になるなら、シェザとのお店で、その考えを覆してやるわ。私は私だから凄いんだって、認めさせてあげるんだから」

　片腕をすっと俺に差し出すようにして伸ばしてくる。アイドウエドが首を持ち上げて赤い舌をペロペロと出した。

　俺は別に仲が良いか聞いただけなんだけどな……。

　ファティマさんも貴族として色々大変なんだろう。

「……ふん、今度こそ俺が勝つ。ファティマ、いくぞ」

「先輩って言いなさい。もう」

　二人はあれこれ言い合いながら去っていった。

「騒がしい方々ですのね。……学園長に何か思惑があったとしても、こんな学園祭を開いてくれたのは本当に嬉しいです。卒業前の、とびきり楽しい思い出にしたいですの」

　カナコさんは俺に微笑みかけながら、そう言ったのだった。





　　　　　◆






　無事にお店申請が通った翌日、授業が終わったあと、俺はキャニーシャさんを連れて、お店を開く場所の下見に行くことにした。

　場所はパウロウの森の入り口前、校舎に繋つながっている道の一番端はしっこだ。

　委員会主導の参加型のイベントのほとんどはパウロウの森で行われるため、イベントに参加もしくは観戦する人たちがたくさん通ってくれる位置だ。

　本当はウォンさんの好意を手放しで喜ぶべき状況なのだが──

　キャニーシャさんはゲンナリしていた。

「どうして向かいの店にファティマさんがいるのよ……」

　そんな彼女のぼやき声が聞こえなくてもわかってしまったのか、ファティマさんはお店の準備をやめて俺たちのほうに近づいてきた。

「あら、そんな反応しなくたっていいじゃない？　私は嬉しいわよ。こうしてライバルと堂々と対決できるわけだし」

　ファティマさんはキャニーシャさんとは違って嬉しそうにしている。

「フン！　偵てい察さつとは汚い奴らだ。このような卑ひ怯きような振る舞いをした奴らは、やはりロイヤルガルダで勝負をつける必要があるな。どうせお前とキャニーシャ王女が出場するのだろう？　ならば俺とファティマとで……」

「あら、私は出ないわよ、ロイヤルガルダ」

　口を挟んできたファティマさんの言葉にシェザさんが固まった。ギギギと音が聞こえてきそうなくらい、ぎこちない動きで彼はファティマさんに首を向けて言う。

「──は？　どういうことだ？　俺とお前で協力すること前提で出場するのではなかったか？」

「そのつもりだったけど無理になったの」

「は？　き、昨日の話では……」

「そうね、昨日の時点ではあなたに協力する気だったわ。でも仕方ないじゃない？　お店を申請したあと、あなたがいないときに、委員長がお店の場所取りを優ゆう遇ぐうするから滝登り大会に出てほしいって頼んできたのよ。私のアイドウエドは蛇型魔獣だから参加資格があるんですって。……別に世界三大貴族とかじゃなくって、単純に私のアイドウエドのカナウに興味を持っているんだ、その可能性を引き出したいんだって言われたら、私だってその気になってしまうじゃない？」

「なってしまうじゃないって、お前……」

「もー、お前じゃないわよ。先輩って呼びなさい！」

　ファティマさんはそう言いながら自分の店に戻っていく。

　シェザさんは青ざめた顔で素早く俺に向き直り、怒ど鳴なるように言ってくる。

「お、俺は一人でもお前に勝ってみせる！」

「ああ、受けてたつよ。それとキャニーシャさんもロイヤルガルダに出る予定ないよ」

「そういうことは早く言え！」

　どこか安心したようにシェザさんは返し、店を組み立てていく作業に戻った。素材の木材や鉄パイプなどが重たいらしく、ずいぶん苦労しているようだ。

「……そういえばいつものシェザさんのお友達はいないのか？」

　そう俺が尋ねるとシェザさんの代わりにファティマさんが答えた。

「私が彼らの協力を断ったのよ。彼らがいたら私たちは貴族ですってアピールしているみたいで嫌だから。……むさくるしいのも嫌いだし」

　プンというような表情だ。どちらかというと後者が理由なのか、声に力が入っていた。

　彼らの店も食べ物を作って売るらしく、ファティマさんが果物を用意している。チョコレートやカスタードクリームのような甘い匂においもどこからともなく漂っていた。

　元の世界の屋台でたとえるとチョコバナナみたいなものを作るのだろうか。

　俺があまりに観察していたため、シェザさんが「フン、いくら偵察をしても無意味だからな、俺たちの勝ちだ！」と鼻息荒くしている。

「別に偵察をしているわけじゃない。ただ今回同じような環境だから、今度こそ店の売り上げという形でシェザさんと勝負できると思うと嬉しい気持ちもある」

　そう俺が言うとシェザさんが一瞬だけ目を大きく見開いたが、俺を指差し、早口でまくし立ててきた。

「……フン、言っておくが、魔獣使役者モンスターセプター育成都市特有の屋台なんだ。単純に物を売るだけでは駄目だぞ。店にはシンボルとなるアイドルが必要だ。俺の店は、もちろんコカトリスのルバムだ！」

　親切に助言もしてくれる。シェザさんは悪い奴ではないのだ。

「俺じゃなく、俺たちの店でしょ？　私のカナウでもふさわしいと思ったんだけど、アイドルについては、どうしても、この子が必死で……。あんまりに必死すぎたから譲ってあげたの」

　ファティマさんが腕を組んで困った顔をしながら言った。

「そもそも彼のコカトリスをアイドルにするなら、屋台で売るものも、もっとお肉系のご飯はんのほうが、こう、色々な意味でシンボルになると思うのよね。あなたもそう思わない？」

　ファティマさんの言っているのは、焼き鳥屋のマスコットを鶏にわとりにしたらわかりやすいということだろうか。元の世界でもよくあるアピール方法だけど、結構なブラックジョークだよな。

　俺の微妙な顔を理解したのか、ファティマさんは慌てた様子で言った。

「違うのよ。変な意味じゃないから。彼のコカトリスって、結構むっくりしているでしょ。なんていうか、その、むちむちしているからお肉を連想させるというか……」

「おい、それは俺のコカトリスを美味しそうだと言っているのか？」

　すかさずシェザさんが突っ込む。

　怒っているのかと思ったが、彼はどうしてだか満足げな顔だ。

「フン、ファティマの言いたいことはわかる。ルバムの肉づき、筋肉一つ一つの並びが素晴らしい。美しい肉体には美しい魂が存在する。魂の輝きが魅力に繋がる、ゆえに目を引きつけて離さない。それを美味しそうという感情と誤認するのは仕方ない。それだけルバムが魅力的なのだからな」

「そ、そう……あなたが私の言葉に傷ついていないのなら、それでいいわ。……あと何度も言わせないで。先輩って呼びなさいってば」

　ファティマさんもシェザさんの扱いには困っているようだ。

「……じゃあ、私たちのお店のアイドルはシバジロウちゃんでいいわよね」

「え？　いいのか？」

「いいも何も……」

　キャニーシャさんがゆっくりと指差した。その方向を見ると、果物が並んで甘い匂いが漂うシェザさんたちの店に向かって、シバジロウがピョーンピョーンと跳びはねながら向かっている。

　その跳びはね方が見事なアーチを描いており、俺は、元いた世界で流は行やっていた配管工ひげ面づらオヤジのゲームを思い出した。ああいうジャンプにそっくりだ。

　欲望のままに動くと、シバジロウはたまにああいった動きをするのだ。

「なんていう動きなの……」

「ジャンプしながら前に進んでいる、だと……？」

　ファティマさんとシェザさんが、あんぐり口を開けてビックリしていた。

「こらこらこら、シバジロウ！」

　俺は慌ててシバジロウの胴体を摑んだ。シバジロウはジタバタ暴れて、俺の制止も嫌がって前に進もうとしている。またまた我が儘ワンワンモードだ。

　無理やりシバジロウを抱きかかえる。シバジロウは不満げにシェザさんたちの店へと身を乗り出して興味があるんだと必死にアピールしている。

　だから駄目だって。

　申し訳ないと思った俺はシェザさんたちへ頭を下げたが、彼らの表情を見て驚く。彼らは満面の笑みでシバジロウを眺めていたのだ。

　キャニーシャさんが肩をすくめて言う。

「シバジロウちゃんはズルイわよね。そこにいるだけで、みんなをニッコリさせるんだもの。だったらお店のアイドルは、もうシバジロウちゃんが適任でしょう？」

「キャニーシャさんが賛同してくれるなら、俺もシバジロウをアイドルにしたい」

　そう俺が本音を言うと、

「私だけじゃなく、みんなもシバジロウちゃんが適任だって言うわよ。……っていうか、そのアイドルにしたいって、絶対お店のアイドル限定の話じゃないわよね。もう深くは突っ込まないけど。本当にリュウってば、シバジロウちゃんのことしか頭にないんだから」

　キャニーシャさんは呆あきれ果はてている。

　視線を感じたので見てみると、ファティマさんが俺たちのほうを興味深げに眺めていた。俺の目線に気付いたファティマさんは目を細めて小悪魔のように笑った。

　なんだ、その意味ありげな笑みは。

　そんな中、シバジロウは自分が話題になっているというのに、まだシェザさんの店にある果物を気にしていたのだった。
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　それから一週間は順調に学園祭の準備が進んでいった。

　並行して昔の学園祭についても調べていたが、そちらは進展なかったものの、とくに何のトラブルもないため安心していたのだが──

　夜、突然、ミケさんにパウロウの森に呼び出されてしまったのだ。

　俺はシバジロウを抱きかかえて森を進むと、小型化したミケさんが待っていた。

『……ミケさん、どうしたんだ？　キャニーシャさんにも内緒だなんて……』

　ミケさんは答えない。

　ミケさんは困惑したような、どこか不安そうな顔を俺に向けている。

　ずっと何かをくわえているようだ。

　ミケさんはゆっくりと口にしているものを地面に放り投げた。

　コロコロと転がるそれは、月明かりに照らされて鈍にぶく光る。

　俺は拾い上げようとしたがミケさんに制止された。

　黒と紫色の水晶に見える。一体これは何なのだと困惑する俺にミケさんが重い口を開いた。




『……これは魔水晶だ』




『この前、図書館で話題になっていたやつか？　禁呪の触媒に使用されるやつだろう？　それをどうしてミケさんが持っているんだ？』

『……忘れた』

　ミケさんってば、おじいちゃん！

　ミケさんの答えに驚いていると、言い訳するかのように早口でミケさんが言った。

『忘れるくらい、だいぶ昔の話だ。本当に、それこそ百年以上前のな。当時の学園長に頼まれたようで、儂以外誰も……たとえ儂が忘れていたとしても誰の手にも渡らぬようにしていた。正直、本気で忘れていた。それこそ、つい先日、魔水晶の名前が出るまではな』

『もしかしてこの魔水晶が過去の学園祭で使用されて何か起こったのか？』

『いいや、これは一度使うと壊れる。その上、一つしか存在しない。そもそも封じたバハムートを呼びだすための触媒だ。昔の学園祭に使用されていたのなら、ここに存在するはずがない』

　俺の問いにミケさんはハッキリ言った。声を低くして言葉を続ける。

『──だがガルダームには、これとは別の魔水晶が存在していたことも記憶しているのだよ』

『ガルダームにはまだ魔水晶が存在している？』

　俺の問いにミケさんはうな垂れた。

『魔水晶は一つしかない。そして儂の持っているこれこそが本物だと、かつてバハムートを倒すことに関わった儂が本能的に理解している』

『つまり明らかに矛む盾じゆんしているのか……』

　俺は腕を組んで考え込んだ。この矛盾が何なのかはわからないが、とてつもなく重要な情報なのはたしかだ。

『この情報をみんなと共有したほうがいいのでは？』

　そう俺が提案したがミケさんは激しく拒絶した。

『駄目だ。……そもそも、こんなものを儂が持っているという事実すら危うい。あのシバジロウを使し役えきし、闇の仔どもを倒したお前だからこそ話したのだ。他のものに話すことは許さぬ』

『たとえキャニーシャさんでも？』

『キャニーシャでもだ』

　ミケさんの意志は固そうだ。

　ミケさんの危き惧ぐしていることもわかるだけに、ここは彼の言葉に従ったほうがいいだろう。俺の難しい顔を気にしたミケさんが申し訳なさそうに言った。

『……だが、もう一つ思い出したことなら他のものと共有してもいいだろう。そう、思い出した。……何故、かつてガルダームの学園祭が中止になったのか』

『本当か！』

　それこそ大事な情報じゃないか。俺は喜びの声を上げた。

『……一体過去に何があったんだ？』

『たしか数多くの魔獣が犠牲になるような事件が起こったのだ。具体的なことまでは思い出せなかったが、悲惨極きわまりない状況だったはずだ。……そのときの資料が残っていないのは当たり前だ。当時の学園長がこれ以上の悲劇を繰り返さないために、なるべく当時の痕跡を消したからだ』

　そこまで話したミケさんは再び自信なさげに首を横に振った。

『ただ、儂も正直記憶がおぼろげで、それが本当にあったことなのか判断がつかん。別の記憶と混濁している可能性も高い。だからこそ、こちらの情報も、まずはお前一人に告げたのだ』

　ミケさんは躊躇ためらうような視線で俺を見上げてきた。

『これを……他のものに伝えるべきだろうか？　曖昧な情報を不用意に流すと混乱を招まねきかねん』

　ミケさんの懸念もまた理解できる。下手に恐怖心を煽あおっても何にもならない。

『ううーん、学園長本人に確認できないかな？　ぶっちゃけ』

『無理だろう。学園長は慎重な人間だ。生徒にそういった情報は与えない。素直に話すとは思わない』

『だけどさ……違っていたら否定するだろう、こんなヤバそうな話』

『その反応を見るためだけに奴に情報を流すというのか？　それだけの隙を奴が見せるとも思えないが。平気な顔で噓うそをつくだろう』

　ミケさんは懐疑的だ。

　俺は喉のどの奥で唸った。言葉を選びながらミケさんを説得にあたる。

『じゃあダーグナーさんに話してみるのはどうかな？　学園長の考えを暴あばく協力者だ』

『……お前には悪いが儂はあいつを信用していない。あいつも平気な顔で噓をつく側の人間だ』

　酷い評価だ。俺は苦笑しながら言う。

『……ミケさんもカナコさんと一緒で、ダーグナーさんはまだ俺に何か隠していると？』

『それだけならいいがな。どちらにせよあいつも裏生徒会の一員であり学園長側に与くみする存在だということは頭に入れておいたほうがいい』

『……とはいえ、この膠こう着ちやく状態のままでは意味がないよ』

『ふぅむ、お前の言いたいことはわからなくもないが……』

　ミケさんは悩んでいるようだ。

　シバジロウはというと、俺たちの話し合いに飽きてきたのか地面に降ろせと駄々をこね始めた。

『シバジロウ、どうしたらいい？』

　そう言いながらシバジロウをゆっくりと降ろすと──

　ガブリ、とシバジロウは魔水晶に嚙かみついた。

『──おい』

『いや、いやいやいや、違うこれは！』

　シバジロウはやったぜという顔で魔水晶を両手で押さえ込むとガブガブしている。

　魔水晶を玩具おもちやだと思ったのだ。チラチラ上目遣いで俺たちを気にすることも忘れない。二度と離すものかという強い意志を感じる。

　怒りのオーラを感じた俺は、はっとミケさんを見る。

　そこにはギラギラした光を双そう眸ぼうにたたえたミケさんが存在していた。

　ミケさんはフワリと浮かんだかと思うと混乱している俺の額ひたいに素早く近づいてきて、くるりと回転したかと思うと彼の尾がヒットした！

『痛い！』

　額を手で押さえて痛みに呻うめいていた俺にミケさんが怒った声で告げてくる。

『……お前にこの事実を明らかにしたことを、だいぶ後悔したぞ。どのくらいかというと地の底、海の底まで』

『違う、これは……』

　顔を上げて何か言おうとした俺をミケさんは制した。

『言い訳はいらん！　シバジロウだからこそ影響を受けずに済んでいるものの、魔獣が触ると危険な代しろ物ものなのだぞ、それを油断して、こんな風に……』

　ミケさんの説教は続いていく。

　シバジロウはフフンとそ知らぬ顔で魔水晶を齧かじっている。まったく他ひ人と事ごとだというような表情だ。

『こら、よそ見するな。だいたい、今までお前はシバジロウに頼り切りすぎる。それは放任主義ではなく、ただ放置しているだけに過ぎぬ。もう少し配慮をし、熟考してシバジロウを扱うべきだ。だからこそ最近シバジロウの態度が軟弱、浅せん慮りよと……』

　クドクドとミケさんの説教に熱がこもっていく。

　キャニーシャさんはこんな凄まじい説教を、もしかすると毎日のように受けてきたのだろうか。そう考えるとキャニーシャさんは、なかなか凄い。

　やがてシバジロウが遊ぶのに飽きてきたのかポイと魔水晶を投げ捨ててクアアと欠伸あくびをしたのが見えた。
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　ミケさんから聞いたことは結局話す許可をもらえなかった。俺はシバジロウを抱きかかえて無意味に学園をウロウロしていた。魔水晶について話すつもりはないが、過去の学園祭で悲惨な出来事があったほうの情報は誰かに伝えたほうがいいのではないか。

　ミケさんから「どうしようか」と相談されていたものの、あのあと怒られてそのまま有う耶や無む耶やに終わってしまったから、今後どうするか結論はつかなかった。だがこんな重要な情報を抱えたまま、キャニーシャさんに黙ったままでいるというのも心苦しい思いなのだ。

　──もし悩むことがあったら何でも……

　そんな彼女の言葉が頭から離れなかったからでもある。

　ミケさんの懸念もわかる。だけど、このまま大事な情報を俺一人の胸の内に抱えているだけでいいのか？　もしかすると過去の学園祭で起こった出来事が今回も起こりうるかもしれない。

　それにこのまま黙ったままでいるなんて俺と一緒に頑張りたいというキャニーシャさんの想いを裏切っていないか？

　ただミケさんとの約束も、そんなに簡単に破れない。

　そんなモヤモヤを抱えてしまったので、もしかするとキャニーシャさんと何でもいいから話をすれば、少しはスッキリするのではないかと無意識に考えてしまったのか、俺の足はキャニーシャさんを探してしまっていた。

　彼女は屋台の並ぶ通りにいると聞いている。他の屋台の偵察がてら、自分たちの屋台をどうしたら魅力的に見せることができるか考えていきたいらしい。

　ところが──

「あれ」

　キャニーシャさんは他の人のお店作りを手伝っているようだった。

「……怪け我がしている子がいるの？　私のミケなら癒いやせると思うけど……呼んでくるわよ？」

「軽傷だから、そこまでしなくても大丈夫。心配してくれてありがとう。でも当日も同じように怪我する人が出てくるかもしれないから包帯などはたくさん用意したほうがいいかもね。魔獣の力は便利だけど頼り切りになるわけにはいかないから」

　彼女は俺の知らない生徒と会話しながら楽しそうに笑っている。

　気心の知れたように頰を弛ゆるめて心を許しているかのように目を細めていた。

　あんなキャニーシャさんの姿は初めて見た。

　考えてみれば当たり前だ。

　彼女だって一緒に勉強する友人がいるに決まっている。

　彼女がいつまでも一人でいるだなんて、そんな無意識に勘かん違ちがいをしていたことを恥ずかしく思う。

「あ！　リュウ！」

　呆然と突っ立っている俺に気付いたのか、キャニーシャさんは大きく手を振ってくれる。俺を視界に入れているキャニーシャさんは柔らかく笑ってくれていた。

　ボンヤリとしていた俺はハッとしてキャニーシャさんに駆け寄った。

「屋台の準備を手伝おうと思って……」

　そう言った俺をキャニーシャさんは申し訳なさそうに眉尻を下げて返した。

「ごめんなさい。他の子たちのお手伝いをしていて……。もうすぐ終わると思うから、それまで待ってくれる？」

「いや、すぐにやらなきゃいけないことじゃないから大丈夫だ。……しかしキャニーシャさん、他の人を手伝うなんて、やる気満々だな」

　そう言った俺にキャニーシャさんは拳をぐっと作ってニッコリ笑いかけてきた。

「当たり前よ。みんなが楽しんでこその学園祭というなら、自分のお店だけじゃなくて、みんなのお店も一緒に成功させたほうが良いわよ。もちろん程々に競い合う気持ちも大切だけど……困っている人がいたら助けてあげたいもの」

　そんなキャニーシャさんの言葉に、隣の少女も照れくさそうに、それでいて嬉しそうに微笑む。

　そうだ。みんなが楽しめる学園祭にするんだ。

　難しい問題ではなかった。物事は単純なんだ。シバジロウが俺を見上げてぺろりと顎を舐めようとしてきた。シバジロウも俺の考えに賛同してくれているようだ。

「ありがとう、キャニーシャさん。やっぱり君に会ってよかった」

「え？　なに、どういうこと？」

　困惑している彼女に俺は言った。

「ちょっと片をつけてくる。そうしたら理由をきちんと説明するよ」

　気分がスッキリしたところで次の行動に移るとするか。

　立ち去ろうとした俺の腕をキャニーシャさんがグイと摑んで引っ張った。

「……もう、ちょっとこっち来なさい。リュウ」

　仰のけ反ぞった俺の耳元でキャニーシャさんが囁ささやく。

「ごめんなさい、少しだけ外すわね。すぐに戻ってくるから」

　キャニーシャさんは少女にそう言うと、俺の腕を引っ張って少し離れた人目につかない場所に誘導する。足を止めた彼女は腕から手を離すと、俺の鼻先に指を突きつけて言う。

「リュウの気持ちを当ててあげるわ。私が他の子と仲良くしていてモヤッとしたんでしょう、違う？」

「そんなことは……」

　違うとハッキリ言いたかったが、モヤモヤしたのは事実だった。自分でも、その気持ちを整理しきれていないのだ。

「もう、あのね、私はリュウがいないと駄目なのよ？　ちゃんと口に出さないとわからないかしら？」

　キャニーシャさんは腰に手を当てて呆れたように言った。

「だってリュウがいたから私は学園生活を楽しむことができるの。リュウがいなければ私はバハムートの狂信者に殺されていたわ。もし偶然助かったとしても、いつ彼らに襲われるかわからない恐怖と不安で胸がいっぱいで、とても学園生活を楽しむどころじゃなかったはず。だけどあなたが傍にいるから、専任騎士として私の傍に──」

　そこまで言った彼女はシバジロウを抱えていた俺の片手を手に取った。

「──あなたが私を守ってくれるとわかっているから」

　顎を持ち上げて真まっ直すぐに俺を見据えて告げた。

　透明な双眸に吸い込まれそうなほど、強い意志が見えた。

　彼女の本音だ、噓偽いつわりのない。

「あなたのために私はミス・ガルダームに選ばれてみせるわ。だって私という存在があなたの価値を高めるんだって、ちゃんとわかっているから」

　彼女は俺と繋いだ片手をゆっくりと持ち上げて、指と指を深く絡からめていく。

　シバジロウが不思議そうな顔をして俺たちの手を眺めている。

「キャニーシャさん……」

「もちろん、それだけじゃないわ。ファティマさんたちに、あんなふうに絡まれたら、頑張らなきゃ！　って思ったの。……無理だって遠回しに言われたら悔くやしいなって思うけど、私は未熟だし当たり前のことだって思ったら、すっと気持ちが軽くなったの」

　どこか遠い目をしながら彼女は言葉を続ける。

「だって私はリュウみたいに認められる何かを成なし遂とげていないから」

「そんなことない！　キャニーシャさんはいつも頑張っているじゃないか」

「リュウはそう言ってくれる、優しいのね。……うん、もちろん、自虐的な感情だけじゃなく、誰かと一緒に頑張れるって思うとワクワクしちゃうのもあるわ……」

　キャニーシャさんは顔の位置まで腕を持ち上げて俺を真っ直ぐに見つめて言う。

「そう、今の私は一人じゃないの。……お城で私は一人だった。ずっと一人で勉強していたの。お母様が死んで、お父様もハッキリと私を守ってくれなくて……」

　今までずっと不安だったのだろう。すっと俺から視線を逸らして昔のことを語る彼女の表情がそれを物語っていた。

「でも、今はあなたが傍にいるわ、リュウ。不思議ね。それだけでホッとするのよ」

　もう一度俺に視線を向けて彼女は告げた。そこに不安の色はなかった。

「ライバルがいたって、へっちゃらよ。あなたを必要とする私がここにいるの。あなたのおかげで私は頑張れるのよ」

　彼女の言葉が俺の心に温かく染みわたっていく。

「だからそんな顔をしないで。私、絶対、ミス・ガルダームになれるから」

　彼女は本当に俺のことを頼りにして、それを言葉にしてくれているのだ。

　なら俺は彼女のために頑張らなければ。

　彼女の想いに応えたいのに言葉がうまく出てこない。

　感動とは違う、溢あふれんばかりに湧わき上がる温かい感情に、どう反応していいかわからない。自然と頰が大きく弛んでしまう。

「笑わないでよ。こんなことくらいで大げさかしら、私」

「いや、キャニーシャさんらしいと思うよ」

　ようやくそれだけ口にすると胸に抱えていたシバジロウが身を乗り出して繋いだ俺たちの手の匂いをクンクンと嗅かいだ。





　　　　　◆






　夜、今度は俺がミケさんを森に呼びだしていた。

　話題は一つ。ミケさんから得た情報の扱いについてだ。

　俺からミケさんを呼びに行ったので、前回とは違い、キャニーシャさんは俺とミケさんが二人きりで会うことを不思議がっていた。誤魔化すのに苦労したぞ。

　ミケさんに話を切り出そうとしたそのとき、彼が翼のような両手に何かを隠して、俺に見えないようにモグモグしているのに気付いた。何をしているのだろう。ミケさんは小型化しており、更に周囲は沈むような闇に囲まれているため、月明かりだけでは彼が何をしているのか見えづらい。ミケさんの場合は、行動の一つ一つに意味があるから、下手に話題にしないほうがいい。

　俺は気付かないフリをしながら彼に告げた。

『みんな学園祭を楽しみにしているんだ。だから、もし今回の学園祭で凄せい惨さんな事件が起きる可能性があるなら、みんなに警告したほうがいいと思う』

『不用意に混乱させる気か』

　ミケさんは何かを食べる動作をやめて俺を責せめるような目で見つめた。

『違う。その可能性があるなら事前に止めるべきだということだ』

　キャニーシャさんは今まで学園祭のようなイベントに参加したことがないと言った。

　彼女は初めてのことは何でも嬉しそうにする。色んなひとたちと交流できる、この機会を最大限経験してみたいと考えているのだ。

　みんなを楽しませたい、そう彼女は言ったのだ。

　なら俺はシバジロウと一緒に学園祭を成功させるために頑張るべきだ。

　俺は他の生徒たちと楽しそうに会話する彼女の笑顔を思い出す。

　酷い思い出にはしたくない。

『止めるためには、俺だけの力じゃ難しい。なら、やはりみんなの力を借りたほうがいいんだ』

『……もしかしたら何も起こらないかもしれぬ。儂の記憶違いかもしれん』

　ミケさんは慎重だ。しかし会話の間にモグモグも忘れない。

『それならそれで構わないよ。無事に学園祭が終わるのなら』

『…………』

　ミケさんはフウと深い息を吐き出した。彼は苦悩に満ちたような顔で目を閉じている。

　俺は必死に彼を説得する。

『それに俺たちの目的は学園祭に限ったことじゃない。今後も学園生活が問題なく過ごせるように意識しないといけない。だって俺たちの学園生活は学園祭が終わっても、これからもずっと続いていくのだから』

　そうだ。俺はキャニーシャさんの専任騎士として学園生活を過ごしていく。

『不安の芽めは全部あらかじめ潰してきたい。……大丈夫だ、五年生のカナコさんも、そして、あのダーグナーさんもいるんだ。一人で抱えるよりはずっと……』

　目を閉じた。再び脳裏にキャニーシャさんの笑顔が浮かんだところで目を開く。

『とにかくキャニーシャさんは今回の学園祭を楽しみにしているんだから──』

　そう俺が言い切ると、ミケさんが目を開けて俺を真っ直ぐな目で見つめてくる。

『……お前……まるでキャニーシャとの……』

　どこか不安な様子すら感じさせるミケさんの表情だった。

　彼は首を横に振って言葉を続ける。

『いや、何でもない。……わかった、話すことを許そう』

　そこで彼はモグモグするのをやめて少しだけ厳しい目を俺に向けた。

『だが過去の学園祭での情報は皆に公開をしたとしても、魔水晶のほうは話すことを許さぬぞ』

『ああ、そっちについては俺も話さないほうがいいと思う。魔水晶はミケさんが忘れていても手が出せない状況だったんだよな。……なら俺も頑張って忘れるようにする。みんなが忘れたのであれば、それでオシマイだ』

　本来、魔水晶はミケさんの記憶からも忘れられていなければならなかった事実だ。

　それを俺が思い出させてしまったのだ。

　ミケさんは神妙な顔で言葉を付け足してくる。

『……それでも儂らだけでも考えなければならぬ。何故、魔水晶について間違った情報が流れているのか。矛盾しているのはどうしてなのか。よくよく真実を見定めねばならんのだ』

　彼の言うことはもっともだ。俺は大きく頷いた。

『──ところで、ずっと気になっていたんだが、ミケさんはさっきから何をモグモグしているんだ』

　モグモグというか、パクリパクリというか。

　俺と会話しながら隙を見て話の邪魔にならないようにパクパクしている。その素早い食べっぷりに感心するくらいだ。ミケさんは「やはり気付いてしまったか」というような恥ずかしそうな顔をして答えた。いや、気付くよ、普通に。

『……水の中に生えているマグサ苔ごけだ』

『なんでそれをずっとモグモグしているんだ？』

　俺と会話している間、ずっと食べているんだぞ。よっぽど大事な作業なのだろう。

『物忘れに効くのだ、この苔は。そういう言い伝えがある』

『……もしかして……キャニーシャさんや俺に、おじいちゃんと扱われたことを気にして……』

『気にしていない』

　ミケさんはキッパリ言い切ったが俺と目線を合わせていない。薄暗い声で言葉を続ける。

『というか、儂はキャニーシャにジジイ扱いされたことは覚えているが、お前も実はそう感じていたのか？　今、初めて知ったが』

『え？　いやいやいや』

　慌てて誤魔化す俺にミケさんはため息をついた。

『……とにかく、これから王女と行動をともにしていくのであれば、儂の身体や精神状態を現役なものに戻しておかねばならぬ。ならば絶たえず身体の調整を意識しておかねばならぬ』

　完全に気にしているじゃないか。今のミケさんでも問題ないと思うけどな。

　だが彼は自分が弱体化していると感じてしまっているようだ。

『しかも言い伝えって……効くかどうかわからな……』

『やってみなければわからぬ。老化による物忘れを防ぐものが少ない。言い伝え程度の眉まゆ唾つばのものだとしてもやってみるしかない』

　やっぱりミケさんってば、自分がおじいちゃんであることが嫌なのか。

　なんにせよ魔獣の心は複雑だ。

　抱かれていたシバジロウも、ミケさんが何かを食べていたことに気付いて、身を乗り出してクンクン鼻を動かしだした。

『……やらんぞ』

　ミケさんがムッとしながら、そう言ったのだった。

　シバジロウの感情はわかりやすい。
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　こうして無事ミケさんの了承も取れたところで、俺は談話室にみんなを呼んで、ミケさんから得た情報を共有した。

　過去の学園祭で多くの魔獣が犠牲になるような悲惨な出来事が起こったらしい、と。

　俺がキャニーシャさんたちに話している間、ダーグナーさんの反応を観察したが、彼は無表情のままだった。

　ただこの情報を共有しても全生徒に公開できるわけでもなく、結局、学園祭当日は警戒するにこしたことはない、という結論にしかならなかったけど、一人で抱え込み惨劇を止められないよりは、ずっといい。

　話が終わり解散になったあと、シバジロウがあちこち走りまわり、外でトイレに行きたい気持ちをアピールしていたので、抱えて部屋から出ようとした。その時、談話室に残っていたカナコさんが俺に話しかけてきた。

「──あの、リュウ様にお願いが……」

　急にどうしたのだろうか。シバジロウの我慢がきかないから早く外に出たいが、それはこちらの都合なので、なるべく顔に出さないようにして彼女へ言う。

「お願い？　困っているなら力になるよ」

　そう俺が言うと彼女は「ありがとうございます」と嬉しそうに言った。

「先日の図書館での出来事について、ほら、シバジロウ様は探すのが得意なご様子で。そんなシバジロウ様にお願いしたいことがありまして……」

　なんだろう。気になるが──

　抱きかかえていたシバジロウが早くおろせと、ジタバタ暴れてアピールしている。

「……あの、シバジロウ様は大丈夫ですか？」

　カナコさんが気にして尋ねてきた。

「いや、だ、大丈夫……じゃない、かも……」

　シバジロウのトイレに行きたい気持ちは生理現象だから止められない。

　これを放っておくと俺ごと外にワープされてしまう。

　シバジロウがカナコさんを凝視している。彼女が俺と会話したがっているのも気付いているようだ。だがソワソワしており生理現象も我慢できないといった様子だ。シバジロウもなかなか複雑な気持ちらしい。うう、ごめんよ。

「ええと、そんなにお時間を取らせません。ちょっとした相談なので……ちゃんとした返事などは後で構いませんから……ごめんなさい」

　カナコさんは申し訳なさそうにシバジロウを見て、戸と惑まどいながら言葉を続けた。

「虹霓水晶を見つけ出すのを手伝っていただけませんか？」

「虹霓水晶？　それはたしか……」

　図書館で魔水晶の話題が出てきたときにカナコさんが口にした単語だ。

「……滝登り大会に私のヤタちゃんが参加するのはご存じですよね。どうせ参加するならヤタちゃんにも優勝してほしいのです。私もミス・ガルダームに選ばれるために頑張りますがヤタちゃんも今回の学園祭で何かしら頂点に立ってほしいのですの。そのために蛇型魔獣の力を増幅する触媒になる虹霓水晶をどうしても手に入れたいのです。……だって、今年で私は学園を卒業してしまいますから。これが最後の機会なんです」

　いつもノンビリしているカナコさんにしては珍しく早口だ。

　焦しよう燥そう感も露あらわにそう言われてしまえば俺も考え込んでしまうが──

　スルリと俺の腕から逃れたシバジロウが部屋中をグルグルと走り回ると部屋の隅すみに向かって粗そ相そうを始めた。俺への抗議だな。さっさと外に出ないのが悪いんだぞ、と言いたげな顔で俺を見つめている。

　カナコさんはそんなシバジロウを見てポカンとしている。

　やっぱり我慢できなかったか。タイミングが悪かったな。

　俺は頭をかきながらカナコさんに告げた。

「……ううーん、カナコさんの気持ちもわかるけどシバジロウにはあまり期待しないほうがいい。こいつには向き不向きがあるんだ。図書館のときも自分の欲望に忠実だっただけだし……」

「そうですか……」

　がっかりしたようなカナコさんの反応だ。

「ごめん。あああ、もう……シバジロウ、スッキリしたからって後ろ足で蹴けるのはやめるんだ、こっちにおいで」

　シバジロウを追いかけると持っていた布でシバジロウのお尻を持ち上げて拭ふく。もう一枚、もしものときに持っていた布で粗相した箇所を拭ぬぐった。

　シバジロウは、俺は悪くないと言いたげな目で俺を見つめている。

　そんな俺たちを見ながらカナコさんは首を小さく傾げながら言う。

「不思議ですよね、シバジロウ様は普通の魔獣と違う気がします。どうやって意思疎そ通つうをしているのですか？　普通、それほどまでに強力な魔力を持っている魔獣なら、人間の言葉を喋ったり、言動も人間に近いものだったりするのですが……。シバジロウ様は無邪気な子どものようですの」

　シバジロウは本当は魔獣じゃなくて、ただの柴犬だからな。

「シバジロウが喋らなくても気持ちは何となく見ていてわかるよ。大体、ご飯のことしか考えていない欲望に正直なシバジロウだ」

「でもシバジロウ様が人間のように言葉を喋り、欲望を制御できるようになれば更に強くなれます。欠点を埋めることができれば、もっといいのに……」

「俺がシバジロウに望んでいるのはそんなことじゃないから、このままでいいんだ。俺は、ただシバジロウの傍にいることさえできたら、それでいいんだ」

　俺が元の世界で死んでいたとしても、こうしてシバジロウは傍にいてくれているんだ。

　その想いには誠実に応えてあげたいんだ。

「カナコさんはどうしてそこまで魔獣の欠点を埋めたいと考えるんだ？　今回だって頂点を取ることにこだわっているように見えるし……」

　そう俺が問いかけるとカナコさんは顔を強こわ張ばらせて冷たく言う。

「何故って……だって、あるべき姿があるなら、そこを目指したほうがいいでしょう？」

　あまりに冷え切った声音だったので俺は「えっ」と驚いてしまう。

「……本来オロチは八つの頭を持つ蛇型魔獣ですの。でもヤタちゃんは四つしかありません。五年間、私はヤタちゃんと会ってから、一度も彼の首を増やすことはできませんでした。私の、魔獣使役者としての力不足が原因なのは明らかです」

　カナコさんは真っ青な顔で唇を震わせながら言葉を続ける。

「魔獣使役者は魔獣を支えてあげて、全ての力を引き出せてこその存在ですの。それができない魔獣使役者に意味はありません」

「そんなことないよ。シバジロウは欠点ばかりだけど、それでもいいと俺は思っている。外から見たわかりやすい評価より、一緒にいて楽しいとか嬉しいとか、俺にとってはそっちが大事だ。カナコさんもオロチのヤタさんと良い関係を築き上げているなら、それで……」

「そういう話ではありません！」

　カナコさんは身体を震わせて怒鳴る。

　彼女の激しい感情に俺は言葉を封じられてしまう。

「だって何でもいいから形を残さないと学園生活を過ごしてきた意味がないじゃないですか！　仮契約だとしてもヤタちゃんは私を魔獣使役者として選んでくれたんです！　それなのに、この五年間、何も目に見える形で成果を出せないなら、私は……、卒業後に……」

　苦しそうに胸を押さえた彼女は深くうな垂れた。

「そんな中途半端な甘い気持ちなら……あなたとシバジロウ様は学園卒業したあとはどうするんです？　無条件にいつまでも一緒にいられると思っているんですか？　卒業の時、継続して魔獣が私を選んでくれる保証なんて、どこにもないのに」

「それは……」

　言葉を紡つむごうとして、俺とシバジロウと、彼女たちとは条件が違うことに気付く。

　ようやく俺はカナコさんが何を不安に感じているのかを理解した。

　だが、その不安について俺は不用意に口を出してはいけない。

　何も言おうとしない俺の表情からカナコさんは察したのだろう、自分の環境と俺の立ち位置が異ことなることに。

　まるでどこか真っ暗なところに取り残された子どものように彼女は目を大きく見開いてショックを受けている。ガクガクと足を震わせながら、その場に崩れ落ちてしまいそうだ。

　今までの彼女とはかけ離れた姿に、何か言葉をかけようと俺はゆっくりと手を差しのばそうとして──

「……どうしたの？　大きな声がしたから……」

　キャニーシャさんが部屋に入ってきた。

　カナコさんがはっとして慌てて部屋から出て行く。彼女は扉の近くにいたキャニーシャさんには目もくれなかった。

「リュウ、一体、何があったのよ？」

　困惑げに尋ねてくるキャニーシャさんの質問に俺は答えられなかった。

　カナコさんの抱えている事情は簡単に口にできるものじゃないと思ったからだ。

　シバジロウは微妙な空気と、お尻の気持ち悪さが不満なのかチョコンと足を崩して座り込んでしまった。













　学園祭の日も間近に近づいてくる頃、どうしてだか徐々に浮かない顔になったエメラルダさんをよく見かけるようになった。

　今日も昼休み、中庭のベンチでぼうっと空を眺ながめているエメラルダさんを見つけた。

　膝ひざの上には俺おれたちがお店で販売する卵串焼きのレシピが置いてある。だが彼女はそれを見ることもなく虚うつろな双そう眸ぼうをしていた。

　ご飯も食べずにいるようだ。彼女の足下でキマイラがオロオロと戸と惑まどっている。呆ほうけている彼女を放っておけず、俺は声をかけようとしたが──

「あ、リューちゃんだ。えっと、何でもない。ごめんね」

　俺に気付いたエメラルダさんが少しだけ笑って、さっと立ち上がる。だが、どこか力のない足取りだ。

　とても大丈夫に見えない。俺が彼女に更に声をかけようとしたとき、彼女は校舎のほうに走って戻っていく。キマイラは俺のほうを気にしながらもエメラルダさんの後を追っていった。
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　そして授業が終わったあと、俺たちは文化祭のお店の場所で、設置準備を行っていた。

　エメラルダさんも一緒だが彼女はどこか上の空だ。木材を抱えたままぼんやりしている。たまに木材を優しく撫なでているが、それ以上何もしようとしない。

　キマイラが心配そうな顔で彼女を見上げていた。

　さっきも見たような光景だ。違うとすればシバジロウがキマイラの傍そばで、蛇の尻尾しつぽをチラチラ気にしているくらいだ。

「エメラルダさん、もしかして学園祭について何か悩み事があるのかしら。日に日に酷ひどくなっているのだけれど……」

　一緒にいたキャニーシャさんは旗を設置する棒を俺に手渡しながら話しかけてくる。

「やっぱりそう思うか？　俺も何度か話しかけたんだけど……」

「奇遇ね、私もよ。だけど、あの状態のときに声をかけても、すぐに逃げちゃうのよねえ。どうしてかしら」

　俺の言葉にキャニーシャさんがため息をついた。

　どうやらエメラルダさんは、キャニーシャさんについても俺と同じような対応を取っていたようだ。

　そう俺たちがコソコソ話しているとキマイラが蛇の尻尾をパタパタと振りながらやって来た。クシュンとクシャミを一つしながら猫のような目を俺たちに向けてくる。

　どこか縋すがるような視線を向けられて、キマイラもエメラルダさんを心配していて、俺たちに助けを求めていることに気付いた。シバジロウもキマイラを追いかけてきてお尻をフンフンしている。シバジロウなりにキマイラの異変に気付いているようだ。

　キャニーシャさんはフンと鼻息を荒くしながらキマイラを抱き上げる。

「もう、キマイラったら。そんな顔をすると放っておけないじゃない。……あなたもエメラルダさんが気になるのね。じゃあ、一緒に話しに行きましょう。さすがにエメラルダさんも私たちを誤魔化すことはできても、あなたの気遣いを無下にはできないでしょう？」

　そう言うキャニーシャさんにキマイラは、蛇の尻尾をパタパタと横に振りながらこたえる。

　キャニーシャさんはキマイラを抱えながら、木材を撫で撫でしているエメラルダさんに近づいた。

「……エメラルダさん、ちょっと」

「はっ、わ、私、何でもない、ちょっとお手洗いに……」

「誤魔化さないで。悩み事があるんでしょう？　キマイラだって心配しているわ」

　そう言いながらキャニーシャさんはキマイラをエメラルダさんにグイッと差し出した。

　エメラルダさんは一瞬だけ泣きそうに顔をくしゃりとさせながらも、ゆっくりと顔を伏ふせた。キャニーシャさんからキマイラを受け取るとハアと息を吐き出しながらキマイラの尾を指でつまんでプラプラさせた。責めるような視線をキマイラに向ける。

「私を困らせているのはキマイラなのに、どうして君が私を心配するのかな？」

「なんだって！　キマイラがエメラルダさんに何かしてしまったのか？　一体何を……！」

　驚く俺にエメラルダさんが重たい口を開く。




「あのね、キマイラの尻尾が気になっているの」




「──ん？」

　キャニーシャさんが呻うめいて首を捻ひねる。

「そうだよね、わけわかんないよね。ごめん」

　エメラルダさんが謝罪しながらも言葉を続ける。

「ほら、キマイラは美魔獣コンテストに参加するでしょ。キマイラの鬣たてがみは立派だし、毛並みは綺き麗れいだし、口を開けたときの牙きばも迫力凄すさまじいけど、尻尾が……蛇っぽいし、こんなだから……どうしたら見み栄ばえが良くなるかなって思って……」

　キマイラがあんぐりと口を開けている。

　キャニーシャさんは硬直していたが、我に返ると焦ったように言った。

「エメラルダさんのキマイラはとっても美しいと思うわよ！」

「身内に言われても身内特有の贔ひい屓きがかかっているから……もちろん私もそう。だから、ちゃんと現実を見ないと」

　エメラルダさんがキャニーシャさんのフォローをピシャリとはねのける。

　だがキャニーシャさんは諦あきらめない。しつこくフォローを続けた。

「身内贔屓じゃないわよ。蛇だって魅力あふれる造形をしているわ。だって熱狂的なファンもついているもの、実際、他の蛇型魔獣だって──」

　キャニーシャさんの言葉をエメラルダさんは手を出して遮った。

「キャニーシャ王女が言っているのはカナコさんのオロチやファティマさんのアイドウエドなんだろうけど、あれは別格だから。カナコさんのオロチは蛇型魔獣でも巨大でありながらも美しいフォルムで有名。アイドウエドだって、とっても珍しい魔獣。キラキラ星のように輝かがやく模様は一度だけでもいいから見ておきたいっていう人が多いの。両方の魔獣ともファンがたくさん。でもキマイラの尻尾は、ちょっと大きいだけで普通の蛇だから……」

　エメラルダさんの言葉にキマイラの尻尾が徐々に下がっていく。

　エメラルダさんはキマイラの感情の変化に気付いたようだ。慌てて言葉を付け足した。

「違うの、キマイラの悪口を言いたいわけじゃない。客観的な見方をしたらそうだから……。私は可か愛わいいと思っているけど、他の人はやっぱり不気味だと感じるんじゃないかって。どうにかして尻尾の蛇を含めたキマイラの魅力をみんなに伝えたい。でも、どうすればいいのか、わからないの。それをずっと考えていたら頭の中がグルグルしちゃって気持ち悪くなるし何も思い浮かばなくなるし……」

　エメラルダさんは凄すごく辛つらそうだ。何とか力になってあげたい。

「ふ、普通の蛇が好きな人だっているわよ！」

「でもそれって特殊な趣味のひとでしょ？」

「ありのままのキマイラでも大丈夫だと思うけどな」

「でもそれは身内贔屓だから……」

　キャニーシャさんと俺の助言も心に響ひびかないようだ。

「尻尾のことが気になるならカナコさんに助言をお願いしてみるのはどうだ？　蛇の魅力の引き出し方もわかっているのでは？」

「それは……学園祭でも頼り切りになっているのに、これ以上、負担をかけるのは……」

　エメラルダさんが妙に弱気だ。

　俺たちがそんな彼女を心配しているのに気付いたのだろう。エメラルダさんが慌てて手を横に振った。

「だ、大丈夫。何もアイデアがないわけじゃない。私なりに考えてみた」

　エメラルダさんはキマイラを下に降ろす。足下にある彼女の鞄かばんから赤いリボンを取りだした。キマイラの蛇の尾に結びつけて俺たちに見せつけてくる。

「お洒落しやれをしてみたの。どうかな？」

「似合うと思うのだけれど……」

　キャニーシャさんが言い淀よどんでいる。

「か、可愛いわ。可愛いのだけれど……」

　キャニーシャさんの気持ちもわかる。繊せん細さいなレースと真っ赤なリボンは可愛いのだが、テラテラと光っている蛇の肌に合うかというと微妙だ。蛇の僅わずかに開いた口から赤い舌がチラチラ見え隠れするのも、その微妙さに拍車をかけている。

「正直に感想を言って。身内贔屓で本当のことがわからないほうがイヤなの」

　エメラルダさんがなかなか難しい注文をしてくる。俺が口を開こうとしたとき、キャニーシャさんが手で制してきた。彼女が代わりに言葉を放つ。

「ええと、そうね……、嫌いじゃないんだけれど、こう、キマイラの尻尾を見ていると胸の奥にグニョグニョしているものが残っている感覚はあるわ……。けど……」

　キャニーシャさんの言葉にエメラルダさんの双眸がみるみるうちに潤うるんでいく。

「うっ」とキャニーシャさんが言葉に詰まった。気持ちは大変にわかる。

「いいの。本当のことを言ってほしいと望んだのは私なのだから」

　エメラルダさんの無茶ぶりだ。

「ちょっとこっちに来なさい、リュウ」

　とうとうキャニーシャさんが降参した。

「エメラルダさん、そこを任せるわね。ごめんなさい、用事を思い出したの」

　そうキャニーシャさんが無茶苦茶なことを言いながら俺の腕を引こうとした。俺は持っていた棒を地面に置く。少しエメラルダさんから距離をとったところで手を放したキャニーシャさんに、俺は言う。

「……キャニーシャさん、こんなところまで連れてきて、何だ？」

「何だじゃないわ。今からする話は彼女の傍じゃ、できないもの。……エメラルダさんを奮ふん起きさせる何か良い方法はないかしら。あの調子じゃ何も解決しないと思うのよ。本人の頑張りたい気持ちはわかるんだけど……そうよ、私たちもキマイラを可愛らしくさせる良いアイデアを考えましょう！」

「その考えには賛成だ。だが、正直難しすぎる」

「まったく正直なリュウね。でも諦めたくないわ」

　そっちも賛成だ。良いアイデアを早く出さなければ。

「もう学園祭が近いのよ。……とにかく彼女のやる気がなくなった状態でいさせるわけにはいかないわ」

　キャニーシャさんの言葉に俺は頷うなずく。

「……それにしても、あのエメラルダさん、とっても可愛すぎて何だか危ないものが目覚めてしまいそうだわ」

　キャニーシャさんが頰ほおを手で押さえながら小声で変なことを呟つぶやいている。

「キャニーシャさん？」

「何でもないわ！」

　キャニーシャさんは顔を真っ赤にして首を横に激しく振った。

　この反応は──

　俺は遠くにいるエメラルダさんのほうを見た。彼女は困惑した様子で、お店の陰から、こちらをチラチラ見ている。そんな彼女の様子はいつもとは違い、感情豊かで新鮮な気持ちを感じることができた。まるでエメラルダさんと自分たちの距離感がぐっと縮まったような感情だった。

「なるほど。いや、これはいける。キャニーシャさん、その反応だ！」

　思わず俺はそう呟いてしまう。

「ええっ、何よ、別に！　変なことなんて何も考えていないってば！」

　何な故ぜかワタワタするキャニーシャさんを不思議に思いながらも言葉を続けた。

「変なこと？　まあいいや。とにかく今のキャニーシャさんの反応のおかげでキマイラの魅力を十分に高めた上でエメラルダさんとキマイラを優勝させるアイデアを思いついたんだよ！」

「えええ、なにそれ。ちょっと、よくわからないんだけど、どういうことなの？」

　俺が戸惑っているキャニーシャさんの耳元でゴニョゴニョ呟くと彼女はパァッと明るい顔になった。コクンと満足そうに頷いて笑う。

「さすがよ、リュウ。そのアイデアはいいわ。……ようし、そうと決まったら準備しないとね！　大丈夫、私に任せて。必ず彼女たちの魅力を十分に引き出してみせるから！」

　鼻息荒くしながら自信満々に言うキャニーシャさんを見て少しだけ不安になったが俺は彼女にアイデアについては任せることにしたのだった。





　　　　　◆






　その後、とくに過去の学園祭や魔水晶について新たな情報が判明するわけでもなく、学園祭開催日は着々と迫っていた。

　開催日前日、何の進展も見せない焦りから俺は緊張でいっぱいだった。

　みんなでやっている店の準備は順調すぎるくらいなのに。

　何か自分にできることはないだろうか。

　自室で椅い子すに座り考えに耽ふけっていると、俺から少し離れたところで伏せのスタイルを取っていたシバジロウが、じっと何かをねだるように見上げてくる。

「なんだい、シバジロウ。おやつ？」

　そう呼びかけたが、シバジロウは首を小さく傾かしげるばかりであまり反応しない。

「お外？」

　その言葉にシバジロウはピョンと跳びはねるようにして、お座りをする。

「お外なの？」

　確認するとシバジロウは俺のほうに駆け寄ってきた。立ち上がって俺の膝の上に飛びつき、前足をバタバタさせる。ピョンピョンと跳びはねることも忘れない。

　シバジロウは外の空気が吸いたいらしい。

　仕方のないやつだな。

　俺はシバジロウを抱っこして寮ギルドの外に出る。シバジロウは鼻を突き出してスンスンと匂においを吸い込むような音を出している。パウロウの森のほうに行きたいようで身を乗り出してアピールしていた。

　わかったよ。部屋で考え込んでいるよりは、いい気分転換になりそうだ。俺は呆あきれながらパウロウの森の入り口まで歩く。シバジロウは満足げに身を委ゆだねている。そうやってシバジロウと二人きりで歩いていると明日への心配が晴れていくようだった。もしかするとシバジロウは俺に気を遣つかって散歩に誘ってくれたのかもしれない。

　だが、そんな俺の気持ちは森の入り口にいた人影を見て再び緊張へと変化した。

「──こんばんは。こんな儚はかない月光の下に、私はとても華はなやかに映るでしょう？」

「こんばんは、ファティマさんも夜の散歩、なのか？　偶然だな」

　自分でそう言いつつ、そんな偶然があるものかと突っ込む。俺の脳が警けい鐘しようを鳴らす。

　ファティマさんは先日見た黒いドレスを着ている。右腕にはいつものように綺麗な模様の蛇──アイドウエドが巻かれていた。

　ファティマさんは俺の声に軽やかに笑いながら返答した。

「あら、意外かしら。学園祭前日に私がこうしてあなたに挨あい拶さつすることが」

「…………」

　そう言われても心当たりがない。一体、何を考えているのだろうか。

「夜の散歩なんて、なかなか良い趣味しているわね。……でも、あなたを呼びに行く手間が省はぶけて良かったわ」

　ファティマさんは腕を組むのをやめると俺へと近づいてくる。

「俺に何か用があったのか？」

「そんなの、わかりきっているでしょう。あの子に怒られるのは百も承知よ。でも学園祭であなたとロイヤルガルダで当たらないなら、このタイミングでしか、あなたの黒い魔獣と戦えないでしょう？　そう、今から私はあなたをぶちのめしちゃうわけよ？」

　俺の問いに、好戦的な眼まな差ざしのまま目を細めて彼女は告つげてくる。

「いや、俺とファティマさんが戦う理由はないだろう？」

　驚いている俺にファティマさんが眉まゆ根ねに皺しわを寄せて言った。

「その顔……まさか私があなたにちょっかい出さないとでも思っていたの？　信じられない。学園祭前日にあなたを私が倒したら、これ以上とない箔はくがつくでしょうに。学園祭で注目度ナンバーワン、そのまま私がミス・ガルダームに選ばれるって寸法だわ。素晴らしく緻ち密みつな計画、ウフフ、さすがのあなたも感心しすぎて声が出ないようね」

　いや、あまりに雑すぎるだろう。それに計画を実行する前に当の本人にバラすというのはさすがにあんまりでは？

　そんな本音を口にするわけにはいかず、俺は慎重に言葉を選びながら言った。

「どうせ俺たちを倒すなら学園祭当日のほうが目立つのでは？」

「──はあ？　どうしてよ」

「こんな誰も見ていないシチュエーションじゃなく、みんなの見ている前で俺を叩きのめせばいいんじゃないか……？」

　そこまで言いかけたときファティマさんの眉が釣つり上あがり、少しだけ苛いら立だった様子で言った。

「はああ？　ぜんっぜんわかってないわね、あなた！　もう、あなた、自分自身の価値をわかっていなさすぎて腹が立つわ！　こうして正々堂々と私があなたをぶちのめすって宣言している状況の意味をわかりなさい！　それに、あなたが学園祭に参加できない状態っていうのが番狂わせなのよ？　学園祭当日、あなたを倒した私にみんなが挑戦してきて、全員叩きのめす！　これ以上とない、ミス・ガルダームへのアピールだわ！」

　ファティマさんは俺へと人差し指を突き出してくる。

「この学園の生徒はみんなあなたのシバジロウを撫で回したいか、ぶちのめしたいかのどちらかよ！」

「みんな撫で回したいんじゃないかな」

「そっち？　そういう反応しちゃう？　意味がわからないわ！」

　正直な俺の返答を受けて混乱したのか、ファティマさんは頭をかきむしった。

「大体、こういう場外乱闘みたいなのは学園の規則的に駄目なんじゃないか？」

　俺の問いに、苛立たしげな口調でファティマさんが言った。

「ここでの決闘は、既に裏生徒会には申請済みよ、何も気にしなくていいわ。……結界を作る魔獣レーシーも必要ない。周りに被害が及およばないような結界なら私のカナウでも作れるから」

　そう言った途端、アイドウエドの身体からだが眩まばゆい光を放ったかと思うと、俺たちを大きく包み込むような光の膜まくが出来上がった。

　手際がいいな。

「さあ、私のアイドウエドと勝負しましょう」

　ファティマさんが腕を真まっ直すぐ差しのばすと、彼女の腕に絡からみついているアイドウエドの首もムクリと持ち上がった。赤い眼と赤い舌が月光に照らされてきらめく。アイドウエドも昂たかぶっているのか、バサリと虹色に光る翼を広げた。

　さて、どうしたものか。

　黙り込んでいるとファティマさんが困惑気味に声をかけてくる。

「っていうか、私、あなたをぶちのめすって何度も宣言しまくっているんだけど、ちゃんと理解している？　さすがに覚悟もできていない人に手は出したくないんだけど……」

「ああ、そこは平気だ、問題ない。だって俺のシバジロウが負けるわけがないからな。そんな前提で話す必要はないというか」

　ただ本当に戦う理由がわからないだけだ。

「ふぅん、随分言ってくれるじゃないの。じゃあ私も手加減しなくていいわけね」

　俺の返しに苛立ったのかファティマさんは眉をひくつかせながら、すっと腕を翻ひるがえした。アイドウエドがボトリと地面に落ちる。

　虹色の光が瞬またたいたかと思うと、彼女の背後に巨大な蛇の姿が現れ出た。

　ああ、やはり小型化していたのか。

　カナコさんのオロチほどではないが、ファティマさんのアイドウエドも凄い迫力だ。巨大な蛇というのは、どこか神こう々ごうしい風格すらある。

「数多あまたの星々よ、私の上で思う存分、瞬きなさい。さあ、カナウ！　落としちゃっていいわよ！」

　ファティマさんの命令に従い、アイドウエドの周囲に突然、大きな岩が幾つもフワリと浮かび上がる。

　なんだ、あれ。森の入り口付近に、あんなものはどこにも存在しなかったはずだ。どこから出てきた？　まさかアイドウエド自身が何もないところから創造した岩なのか？　あれを俺に目がけて落とすつもりということか？

　そんな俺の嫌な予感は的中した。

　岩をメラメラと炎が覆おおう。ゴウと風の唸うなるような音が聞こえたかと思うと、俺目がけて凄まじい速度で向かってきた。

「シバジロウ、全部撃ち落とせるか？」

　俺の言葉を聞いてシバジロウはワンワンワンと激しく吠ほえた。吠えるたびにパンと破裂するような音を立てて岩は砕かれた。ぱらぱらと細かい土つち埃ぼこりのような破片が舞い散る。

「うっそ、なにそれ」

　ファティマさんは口元を手で押さえて驚いている。

　俺も驚いているが顔には出さない。

　すると彼女はわなわなと肩を震わせたかと思うと満面の笑みを浮かべた。

「ああ、気持ちいい。すっごい、カナウの星々を全部潰つぶしちゃったなんて。カナウ！　この相手にはもっと全力を出していいみたい！」

　ファティマさんはその場で跳びはねてはしゃいだ声を出した。

「ちょっと、危なすぎる！　星って、これ隕石みたいなものなのか、やっぱり！」

　何もない空間に隕石を突然創造して、燃やした上で敵にぶつける技のようだ。しかし、ここは周囲に木々が生えている状況だ。もし火が木々に移って大火事になったり、爆発したことで結界が壊れてしまったらどうするつもりなのだ。

「大丈夫、カナウの能力で結界は張っているから。被害はあくまで、あなたとシバジロウだけよ？」

　そういう問題じゃない。言っていることすら無茶苦茶じゃないか。

　そんな会話をしている間にもファティマさんはカナウに視線を送り、数多の岩を俺に投げようとしたが、全部シバジロウの咆ほう吼こうにより破壊された。

　さすがにファティマさんも無駄だと悟ったのか腕を組みながら独り言のように喋しやべっている。

「投げるだけの単純な攻撃じゃ駄目みたいね。攻撃そのものを無効化するのかしら？　じゃあ無効化を防ぐためにはどうすればいいかしら……」

　フフ、と楽しそうにファティマさんが可か憐れんに笑う。

「いいこと思いついちゃった。試しちゃっていいかしら？」

　そう彼女が言った途端、カナウの胴体にある星模様が眩い光を放ち、視界が真っ白になる。

　何も見えないことに慌てていると再び熱風が辺りを包み込んだ。

　くそ！　星々を俺に目がけて撃ち放つ気か。

「シバジロウ！　どこにいる！　このままだと──」

　そう言った瞬間、ぱっと真っ白な光が取とり除のぞかれた。

「……え？」

「どういうことなの？」

　俺とファティマさんが同時に驚きの声を上げる。

「カナウ！」

　ファティマさんの悲痛な叫びがこだまする。

　そこにはグデンと伸びたアイドウエドの姿があった。綺麗に広がっていた羽は折り畳たたまれており、星のようにきらめいていた胴体はくすんだ灰色に変化していた。

　完全に意識を失っているようだ。

　しかもシバジロウがアイドウエドの尾を甘あま嚙がみしていた。だがアイドウエドが何の反応も見せないことをつまらなく思ったのか、やがてションボリとした顔でトボトボと俺の方に駆け寄ってくる。

　目に見えてわかるくらいに落ち込んでいる。どうしたらいいのというような表情で俺の顔色を窺うかがってきた。

　そうか。何も見えない状態をどうにかするには、アイドウエドを倒したほうがいいと、シバジロウは判断したのか。だがシバジロウにとってはあくまで動きを止めるレベルで攻撃をしたのだが、アイドウエドの防御力がもたなかったようで完全に気絶してしまったのだろう。

　意外と打たれ弱いのか、アイドウエドは。

　そのとき、パチパチと瞬くような光が辺りを照らした。

　何かと思って顔を持ち上げたとき、俺は空に浮かんでいるものに気付いて顔を強こわ張ばらせる。

　ああ、まずい。アイドウエドの出しかけていた数多の星々は動きを止めていなかったのだ。

　中途半端に空中に揺らいだ星々は俺たちへと降り注ごうと──いや！

　ファティマさんへと落下しようとしていた！

　俺は慌てて彼女のもとに駆け寄る。

「シバジロウ！　ファティマさんを護まもれ！」

　そう言いながら俺は彼女の身体に覆い被さって、そのまま地面へと無理やり伏せさせた。意図せず俺はファティマさんを押し倒すようになってしまい彼女は軽くもがくような様子を見せたが、ゴウッとした熱風にビクリと身体を震わせたかと思うとすぐに大人しくなった。

　ワンワンワンッ、とシバジロウが猛たけ々だけしく吠えた。瞬間、まるで花火のようにバチバチッと音がして星々が砕け散る。空の夜よ闇やみに火花のような瞬きが広がった。

　火花が収まったあと、俺はゆっくりと身体を起こした。

「大丈夫か」

　そう声をかけながらファティマさんを見る。俺がゆっくりと立ち上がるとファティマさんは地面に寝そべったまま悔しそうに唇を嚙みながら言った。

「大丈夫よ、心配しないで。……はあ、負けちゃったかあ……。せっかく学園祭で華々しくあなたを倒したことをアピールしようと思ったのに……」

　落ち込んでいる彼女はため息をつきながら言葉を続ける。

「……カナウはやっぱり幼体だけあって脆もろいわね。わかってはいたけど……図体が大きいからもっと硬いと思い込んでいたわ。私の失しつ態たいね」

「幼体？　子どもなのか？」

「子どもどころか、まだまだ赤ちゃんよ。産まれたばかりのこの子を私が見つけて育てようと思って仮契約したの。寿命は五〇〇年とも言われている中で、まだ三歳なのよ」

　俺の問いにそう答えたファティマさんは身体を起こした。彼女はグデンと伸びたアイドウエドに向かって声をかける。

「ごめんなさい、カナウ。大丈夫？」

　ファティマさんが立ち上がるとアイドウエドに駆け寄った。彼の頭をさすりながら、もう一度「大丈夫？　苦しくない？」と優しく話しかける。するとアイドウエドは目を半開きにして大丈夫だよとでもいうように、ゆっくりと頭を持ち上げた。そんなアイドウエドの様子を見て安心したようでファティマさんが穏やかな顔をして、もう一度優しくアイドウエドの頭を撫で上げた。アイドウエドはペタリと彼女の手に頭をくっつけて嬉うれしそうに目を細めている。

　その姿からファティマさんとアイドウエドが信頼しあっている様子が窺える。

「ファティマさんはいつでもアイドウエドと一緒なんだな。お互い大好きなんだな」

「当たり前じゃない。好きだから離れる理由がないわ」

　俺の言葉にファティマさんは呆れ顔で言い返してくる。

　俺は苦笑しながら言った。

「あえて小型化させないで、ありのまま自由にすることで成長を促進する方法もあるって聞いたからさ。……それに魔獣を成長させないと卒業後も契約し続けることはできないんだろ？」

　俺はカナコさんの暗い表情を思い返した。

　カナコさんもファティマさんたちのような、わかりやすい信頼関係があれば、彼女の不安を拭ぬぐえたのだろうか。

　俺の問いかけにファティマさんが不思議そうな反応を見せる。

「どこの誰がそんなことをあなたに言ったのかは知らないけれど、ずいぶん勿もつ体たいない考え方ね。大体、自由にさせたからって必ずしも成長するわけでもなし、成長させたからって魔獣が本契約してくれるわけでもないわ。……もし卒業後、カナウが私を選ばないとしても、一緒に過ごした思い出は、いつまでも私の中に残るわ」

　ファティマさんに迷いはない。胸の前に手を置いて深呼吸をするように言葉を紡ぐ。

「それだけで十分よ」

　彼女の言葉に噓うそ偽いつわりはないのだろう。

　落ち着いた対応からは溢あふれんばかりの自信も垣かい間ま見える。

「本契約しないなんてこと、ありえないとも思っているけどね。だってこんなにも華やかで眩い私だもの。星々を司つかさどるこの子が私以上の輝きを見つけられるとは思えないし」

　そう言いながら彼女はアイドウエドの額ひたいにキスをした。アイドウエドも嬉しそうに大きくぱちっと瞬まばたきをする。












「星の傍に太陽が存在するのは当たり前のことでしょ」

　彼女はアイドウエドの頭を抱いて俺にウインクした。

「そうだな。聞くまでもなかったよ」

「わかればよし。……さっきは私を助けてくれてありがとう」

　そう言いながらファティマさんはアイドウエドを小型化させる。アイドウエドは自主的に彼女の片腕に巻き付いていく。

「今日は楽しかったわ。また私と全力で戦ってね。約束よ」

「ああ、こちらこそ。今度もシバジロウと遊んでくれ」

　俺の言葉にファティマさんは苦笑しながら言った。

「私の全力を遊びだと受け取るなんて本当にいい根性しているわね、あなた。……そうだ、お別れする前に一つお話していいかしら」

「なんだ？」

　たじろいだ俺を見る彼女の双眸が悪戯いたずらっこのようにきらめく。

「つい先日、私とシェザが屋台の前で、あなたと王女に会ったときのことを覚えているかしら。あのとき、私はあなたを見て感じたことがあったのよ。……それ以前にも感じることはあったけれど、確信に変わったっていうか？　でも、それを口にするのはお節介以外の何ものでもなかったし、下手をすると敵に塩を送ることにもなるし、二人の仲が微妙な空気になる分には構わないと思ったし？」

「何を言っているんだ、ファティマさん」

　そう俺が呆れたように言うとファティマさんは自分の頰を指で突つついた。そこで俺は彼女にキスをされたことを思い出し言葉に詰まってしまう。

　ファティマさんは小悪魔のような笑みを浮かべながら言った。

「──助けてくれたお礼に、ほんの少しだけアドバイスめいたものをしようかなって思って。これもまた、お節介なのだけれど」

　そこで彼女は年相応の少女のような、柔らかな笑みを浮かべた。

「あなたたちの仲を引っかき回しちゃったこと、ちょっとだけ後悔している気持ちもあったのよ？　本当にちょこっとだけど」

　ファティマさんは少し離れた場所でションボリした様子で変な座り方をしているシバジロウを指差した。

「……あなたは魔獣のことばかり気になっているようだけど、もう一人、あなたの傍にいる子のこと、ちゃんと考えている？」

　俺の傍にいる子とはキャニーシャさんのことか？

　俺が口を開くより先にファティマさんが首を横に振った。

「いいえ、違うわね。……あなたが無意識に考えているであろうことを、きちんと自覚できている？」

「どういうことだ？」

　素直に問い返した俺をファティマさんは、俺の足下に近寄ってきていたシバジロウを再び指差した。

「あなたにとっては、そこの黒い魔獣がいつでも一緒にいる存在なのだろうけど……同じような目線に感じている存在がもう一人いるでしょう？　傍にいるのが当たり前だとわからなくなるでしょうけど……」

「いや、わかっているよ。ああ、そういうことか。はっきり言っておくけど俺にとっては彼女もシバジロウと同じくらい大切だ」

　言い切った。もう迷う意味もない。

　ファティマさんはキャニーシャさんとの仲について口にしているのだ。

　たしかにファティマさんとのキスがきっかけでキャニーシャさんは何か感じたことがあったのだし、だからあの日、俺の部屋に来て気になることを言ってきたのだろう。それを受けて俺も色々考えていた。けれど今は問題ない。吹っ切れている。

「そう。残念！　はっきり目の前で言われるとガッカリするのは私の複雑な乙女おとめ心ごころね」

　ファティマさんは心底落ち込んだような顔をした。

　ファティマさんと別れて、自室に戻った俺は学園祭を無事に終わらせることができるのか再び心配になってしまった。

　そんな俺の気持ちを察したのか心配してすぐに抱っこをせがんでくるシバジロウに、つい「明日は何も起こらないといいな」とぼやいてしまう。

　だからだろうか、こんな夢を見てしまったのは──
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　直感的に今俺は夢の中にいるのだと自覚した。

　たまにこうして夢の中で夢だとわかることがあるが、今回の感覚はどこか無理やり自覚させられたような想いで気分が悪かった。

　薄もやのかかった周りから響くような声が聞こえてくる。

「君が儂わしのことを彼らに話したのは知っているよ」

「許せませんか？」

「まさか。むしろ都合がいいよ！　何かしらのトリガーは必要だ。それに君の考えている通り、何も知らないまま動くよりはずっといい！」

　聞き覚えのある声だ。

　俺は彼らの声を知っている。だが、ここは夢の中のはずだ。それなのに、そのやり取りは妙に現実味を帯おびていた。

　だがシバジロウの力と考えたら、すっと理解できる。俺は寝る前にシバジロウに学園祭への心配を口にしてしまった。

　シバジロウがそんな俺の不安を解消しようとしてくれているのか。

　そうなら彼らの会話は昔の学園祭で起きた出来事の大きな手がかりになる可能性が高い。ゴクリと唾を飲み込むような気持ちで彼らの会話に耳を傾ける。

「俺が彼らに話したことを責めないということは……それがあなたにとって利益があるということですよね。つまり彼らの動きを囮おとりにするつもりですか」

「まさか！　餌えさにするんだよ！」

　ぎょっとするようなことを言いはじめた。

　俺たちを餌に一体、何を引き出すつもりなんだ？

「餌……そのためにできるだけ派手なものを選んだんだ。なら可能な限り演出するのがベストだろう。でなければここまで仕立て上げた意味がなくなってしまう。……さて君のほうはどうかな？」

　彼らに話しかけようとしても声は出せない。

　夢の中だから俺自身はここにいないのか。ただ靄もやの中をじっとするしかない。

　どうにもならない無力感を持て余した状態でも会話は進んでいく。

「……見つかりませんでした」

　深いため息はどちらのものだったのか。

「そういう素直なところは評価するよ。厳重な警備を破って手に入れたものだ。すぐに見つかるところに置くわけがない。結局、盗まれた魔水晶の居場所もわからないままだ。もちろん、誰が盗んだのかもね！」

　なくなったと言っていた石はやはり魔水晶だったのか。

　たしか魔水晶はバハムートを呼び出すための禁呪に使う触しよく媒ばいだった。だが魔水晶は一つしか存在せず、それはミケさんが持っている。

　しかしダーグナーさんは、なくなった石が何なのか知らないと言っていたが、本当は知っていて意図的に情報を隠していたのか。

　そして魔水晶は学校内に厳重に保管されていたように二人は話している。ミケさんの記憶が間違っているのか、それともどちらかが偽ニセ物モノなのか？

　ミケさんは自分の手元にある魔水晶こそ本物だと告げていた。

　俺はミケさんを信じている。だが信じるとしても、この矛む盾じゆんは何を意味するんだ？

　ミケさんの魔水晶が本物だとするなら厳重に警備されていたとされる彼らの会話に出てきている魔水晶はよく似た偽物なのではないだろうか。それが原因で悲劇が引き起こされたのか。だから彼らは再び学園祭を開催して、それを盗んだ人間をおびき出そうとしているのか。

　もしそうだとしたら魔水晶が本物か偽物かはさほど重要ではない。何者かが、それを盗み、今回の学園祭で過去に起きた悲惨な出来事を再現しかねないことが問題なのだ。

　何故、そんな危険性があるのに学園長は学園祭を開こうとしたんだ？

　俺の焦燥感とともに会話もちょうどその辺りに触れてきた。

「こんな状況下だからこそ、儂らは学園祭を行う必要がある」

「──中止という選択肢は？」

「やあ！　君にしては珍しく感傷的というか優しいね！　そこで儂からの質問だ。ここまで来て儂が、それを選ぶと思うのかい？」

「…………」

　今更、学園祭の中止をするという選択肢はないのか。

　学園長にとっては、盗まれたそれを取り返すことのほうが大事なのだ。

　そんな俺の推すい測そくを裏付けるかのように会話が進む。

「いいかい。狂信者はまだそれを持って島から外には出ていない。早く取り返さないと、もっと大変な事態が起こってしまう。危険は承知の上だ。犠牲も踏まえて動かないと何も解決しない！　綺麗事でくるんでも成果がなければ意味がないんだよ？　儂は立場的に学園を護る必要があるんだ。現時点、手段を選んでいる余裕はない、その認識は君と共有できていると思っていたのだがね？」

　自分が正しいのだと、そういわんばかりの自信に満ちあふれた声だ。

　やはり、またバハムート狂信者たちの仕し業わざなのか。かつてキャニーシャさんの命を狙ねらい、バハムート復活を願った奴らだ。彼らが今回も関わっているというのか？

　俺も今更学園祭を中止にはしたくない。

　だってキャニーシャさんは学園祭を楽しみにしている。

　彼女だけじゃない、エメラルダさん、ファティマさん、カナコさんもだ。

　とはいえ、危険を自ら招き入れようとしているなんて理解できない。

「……やれ……当時の……いくら解決が先……全ての痕跡を……」

　なんだ？　急に声が遠くなった。よく聞こえないな。

　もっと鮮明に聞きだそうと耳を澄すました、そのとき──

　圧迫感を覚えた。

　まるで首を絞しめられているような感覚で苦しい。

「まさか、こういう形で盗み聞きされるとは思わなかった。君のシバジロウ君は本当に凄まじいな。……今回は大目に見ておくから次からはバレないように気をつけるといい」

　明らかに俺に向けられた言葉だった。

　まさか、俺が夢を介かいして盗み聞きしていることがバレたっていうのか。ていうか、やっぱり実際に起こっている出来事なのか、これは！

　そんな俺の感情が伝わったのか、声は疲れたように言葉を続けた。

「まったくダーグナー君のブラックドラゴンといい、君のシバジロウ君といい、こことは別の世界から来た魔獣はとんでもない規格外だな。……だからこそ、それを可能とする禁呪の危険性は……」

　その声を聞きながら真っ暗闇の中に溶け込むような倦けん怠たい感に身を委ねていると──
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　気付くと瞳ひとみを開けて、俺は寝台の上にいた。

「……夢……？」

　朝だ。窓からは眩い光が差し込んでいる。温かな空気が頰を撫でる。

　もちろん、それだけじゃない。

「重いよ、シバジロウ！」

　シバジロウは俺の胸の上でフフンとドヤ顔で伏せっていた。

　俺が抗議するとシバジロウは前足をにじりにじりと動かして、ちょっとずつ首もとのほうまで近づいてくる。

「違う、重たいからどいてほしいんだ。こっちに近づくんじゃない！」

　シバジロウはにじり歩きをやめない。やがて俺の顔の近くまで辿たどり着つくと口元をペロリと舐なめてきた。

「何故そんなドヤ顔なんだ」

　シバジロウは黒い瞳で不思議そうな顔で俺を覗き込んでいる。望んだことを叶かなえてあげたのに何故不満なのだ、オヤツをくれと言いたげな表情だった。

「いや、さすがに夢を使ってダーグナーさんと学園長の会話を盗み聞きしたいなんて具体的な願い事はしてないだろ？」

　たぶん、あの会話は彼らが話していたんだと思うのだが。

　とにかくオヤツはあげないぞ。そう俺が無言でシバジロウを見つめるとシバジロウはぐぐぐっと前足に力を込め始めた。

　ああ、もう！　我わが儘ままワンワンモードなシバジロウは宥なだめるのが大変だ。
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　そして、とうとう学園祭の開催日がやってきた。

　学園祭は今日から三日間行われる。参加型のイベントは一日目に集中しているので俺とシバジロウが参加するロイヤルガルダも今日行われる予定だった。

　一体、学園祭で何が企まれているのだろうか。

　シバジロウが見せてくれた夢についてキャニーシャさんに話さねば。彼女はカナコさんと一緒に一足早く店の準備をしているはずだ。

　自室で急いで着替えていると、突然、ドアが開いた。

　キャニーシャさんだ。慌てた様子で叫んでくる。

「リュウ！　大変よ！　……って、きゃあ！」

　キャニーシャさんは掌てのひらで顔を覆う。

「え？　なんだ？　っていうか急に部屋に入ってくるなんて……」

　狼ろう狽ばいした俺にキャニーシャさんは指と指の間から俺を見つめながら言った。

「なんだ、じゃないわよ！　それはこちらが聞きたいわよ！　どうして、まだ着替え中なのよ！　早く服を着てちょうだい！　恥ずかしいったら！　……勝手に入った私も悪いけど、学園祭の開催時刻的にもう部屋を出てもいい時間だったから、まさか着替えているなんて思わなかったし……」

　言い訳めいたことをキャニーシャさんはモゴモゴ呟いている。

　そんなせかさないでくれ。

「ああ、そういえば、キャニーシャさんに伝えたいことが……」

「最優先事項のあとで聞くわ、とにかく今は早く着替えてほしいの」

　懇願されるように言われる。

　俺が服を着たのを確認したキャニーシャさんは、俺の腕を引っ張って外に連れ出そうとする。

「早く、こっちよ！」

「ちょっと待って！　シバジロウが……！」

「ああ、そうよ、シバジロウちゃんをちゃんと連れてきて！　大事なんだから！」

　焦燥感いっぱいの顔でキャニーシャさんが言ってくるので、俺はシバジロウを素早く拾い上げ、キャニーシャさんを追いかけた。





　　　　　◆






　正式な学園祭の開始時刻はまだだったが、既にほとんどの屋台が販売を始めている。参加型のイベントが行われるパウロウの森近くに配置された俺たちの店まで急いで向かっている間も、何度も呼び止められて茶色いドーナツのような焼き菓子や、フンワリとろけるアイスクリームのような甘いお菓子を勧すすめられてしまった。

　そんな誘惑を振り切ってやってきた俺たちの店の前で、俺はキャニーシャさんが何故そんなに慌てていたのか理由を知った。

　丸い提ちよう灯ちんが並ぶ屋台通りを歩くと、店の前にエメラルダさんがいるのが見えた。俺のことに気付いて恥ずかしそうに顔を伏せて身を捩よじっている。

「……エメラルダさん、凄く綺麗だ……」

　思わず、そう声に出して呟いてしまう。

　彼女は繊細なレースが施ほどこされた真っ赤な長袖ドレスを着ていた。レースはバラのような模様が美しく描かれており、濃のう色しよくの胸元から下にかけて薄くなるようなグラデーションがかかっている。綺麗なレースの合間からは、輝くような色合いの赤い布地が見えており上品な雰囲気を醸かもし出している。

　お嬢様のようなエレガントなドレスであるにもかかわらず襟元はきちんとしているため、全体としての印象は華やかだけれども、しっとりとした落ち着いた感も出ていた。知的なエメラルダさんには似合っている。

　化粧もドレスの色に合わせているらしく、彼女の目元にあるアイラインの赤がクレバーな美しさを演出していた。モノクルも知的な華やかさを引き出している。

　髪の毛もアップにしており、すらりと見えるうなじにも色気が香る。

　エメラルダさんの横では元の大きさに戻っているキマイラが、これまた彼女と同じような自信なさげな顔つきでオロオロしている。

　キマイラの耳や首もとなど、所々にエメラルダさんのドレスと合わせているような模様のリボンやピアス、首輪が飾り付けられていた。当然、蛇型の尾にもリボンがつけられていたが、それは以前見たようなファンシーな形をしたものではなかった。しっとりと落ち着いたフォルムでスカーフの形に近い。

　キマイラの迫力ある雰囲気を損なわないようにしている辺り、なかなかのセンスだ。

「見て！　どうよ！　学園祭では制服でなくてもいいって、ちゃんと確認が取れたから、私が頑張ってお父様に無理を言って、お城にあるドレスとかを学園に送ってもらったのよ！　エメラルダさんとキマイラ、よく似合っているでしょう！」

　キャニーシャさんがエメラルダさんに自分の腕を絡めながら楽しそうに笑っている。

「いや、そうだな。本当にその通りだ。月並みな言葉しか出てこないが、凄く綺麗だ。キマイラもカッコイイな……」

　そう言いながら俺は感嘆の息をついた。

　エメラルダさんとキマイラで、まるで一つの絵画を見ているような美しさだった。俺のいた世界でたとえるなら美女と野獣──可憐な花と猛々しい獣だ。不思議と一体感がある。

　俺たちの店の前を通りかかる人たちも、みんなエメラルダさんとキマイラの美しさに目を奪われて立ち止まっている。

　俺のアイデアは正しかったようだ。

　あのとき、キャニーシャさんはエメラルダさんの新鮮な一面を知って、ときめいていた。そこで俺は思いついたのだ。キマイラだけでなくエメラルダさんも、一人と一体の組み合わせで魅力を引き出してあげればいいと考えたのだ。

　キマイラだけで何とかしなきゃいけないと考えていたから行き詰まっていたのだ。

　あとはキャニーシャさんのセンス頼りにはなってしまったが、彼女は立派にエメラルダさんとキマイラを素敵にコーディネートしてくれたようだ。












「キマイラはキマイラのままで美しいのよ。下手に小型化するよりは、ありのままのほうが良いと思ったの」

　キャニーシャさんの言葉にエメラルダさんがアワアワとしながら付け足す。

「やっぱりキマイラを前面に出すのはやめよ。キマイラの体臭とかは食べ物を売るお店に不釣り合いだし……」

「大丈夫よ。その辺りはミケに頼んで何とかしてもらっているから。さっきも言ったでしょう！」

　そう言いながらキャニーシャさんはお店の屋根の上に座っているミケさんに向かってパチンとウインクした。ずっとお店にいたのだろうミケさんは、上機嫌なキャニーシャさんを見て「また、こいつは調子に乗っているぞ」とでも言いたそうな顔をしている。

「でも、でも……こんなの……ただ屋台で食べ物を売るだけなのに……こんな格好……」

　まだエメラルダさんは恥ずかしがっている。

「そんなことないって。本当にエメラルダさんとキマイラは綺麗だよ」

「もう、そんな身内贔屓だって……信じられない……」

　俺の言葉にエメラルダさんは顔を掌で覆って首を横に振っていた。

「さっきからこの調子で……お店の看板娘としてエメラルダさんを押し出していこうとしているのに、前に出ようとしないの」

　キャニーシャさんが困った様子で肩を落とした。

　エメラルダさんは首を緩やかに横に振りながら言う。

「お店の看板アイドルはシバジロウがいるし……」

「今日はシバジロウちゃんとリュウはロイヤルガルダに出ちゃうの。だから私はエメラルダさんに頑張ってほしいの」

「でも、でも……」

　キャニーシャさんの言葉にエメラルダさんは納得できないようだ。

　その時、遠くから俺たちの店に走ってくる足音がした。

　見るとカナコさんだ。

　ハアハアと息を弾ませながら俺たちのほうに駆け寄ると申し訳なさそうに言った。

「ごめんなさい、遅れてしまって。もう販売している屋台もありますのね。私たちも早く準備しないといけないと……」

　そこでカナコさんがエメラルダさんを前にして目を見開く。胸の前で両手を組み、ホウと感動の息を漏らした。

「あら、エメラルダさん。とてもお似合いですの。……この感情を、なんて表現したらいいのでしょう。素敵……凜りんと咲く花のよう……」

「わっ、カナコさん……！」

　カナコさんに褒ほめられたエメラルダさんの頰は真っ赤だ。

　カナコさんの称しよう賛さんは更に続いていく。

「あらあらまあまあ、雰囲気が変わって人形のように可愛らしいですの。華美な色気もあって……同性である私ですら、うっとりしてしまいそうな……」

「そんなこと……」

「エメラルダさんがお店の売り子をしてくださるのかしら？」

「そうですけど……卵串焼きなのに、こんな格好似合わないですよね……」

「そんなことありません。むしろ更に食欲が増してしまいそうなほど……。あなたのような美しい少女の手から受け取ったものは、これ以上となく美び味みなものへと……」

「もう、もう……」

　そんなふうに言いながらエメラルダさんは頰に両手を添えていた。顔から湯気が出そうなくらいだが、口元はニヤニヤしている。憧れの先輩に褒められて嬉しいのだ。

　こんな楽しそうなエメラルダさんの姿を見ることができて俺も幸せだ。

「うんうん、いいね。そうだ。せっかくだし俺は最初にエメラルダさんから卵串焼きを貰もらおうかな」

「えぇ。うーん、でもリューちゃんがそれを望むなら……」

　俺の言葉にエメラルダさんは恥ずかしそうにしながらもお店に並べられてあった卵串焼きを抜き取ってきた。

　紅潮した顔を俺から背けながら、おずおずと赤い艶あでやかなドレス姿の美少女が俺に卵串焼きを差し出してくる姿は、なかなか背徳的だ。

　なんだかイケない気持ちになってくるぞ。

　何人かの生徒たちが足を止めて顔を赤らめながら興味深げに俺たちを眺めている。

　うん、彼らの反応を見てわかる。エメラルダさんをお洒落にしてキマイラも華やかにしよう作戦は間違いなく大成功だ。




　その後、俺たちの店はエメラルダさんとキマイラのおかげで大繁盛だった。

　笑いあうエメラルダさんとカナコさんの様子を眺めながら「良かった」と俺とキャニーシャさんは目め配くばせしあうのだった。





　　　　　◆






　お店で卵串焼きを売っていた俺に、買い出しに出ていたキャニーシャさんが戻ってきた。慌てたような顔をしている。

「……大変よ、リュウ」

「どうしたんだ？」と俺が尋ねるとグイグイと腕を引っ張られる。

「どこに連れて行く気だ。お店が……」

「ああ、お店は大丈夫ですの。私にお任せくださいませ」

　カナコさんがヒラヒラと手を振りながら俺たちを見送ってくれる。

　いや、そうじゃなくて。

「理由を説明してほしいんだけど」

「うん。ごめんなさい。私も混乱していて……うまく言葉が出てこないのよ」

　そう言いながらキャニーシャさんが俺とシバジロウを連れてきた場所とは──

「やってきました、美魔獣コンテスト、圧倒的一位のシバジロウと、その使し役えき者であるリュウさんです！」

　校舎の前に設置された赤い壇だん上じように黒いドレスを着たファティマさんがマイクを持って叫んでいる。

　なんだこれは、美魔獣コンテストって？

　狼狽うろたえている俺はグイグイとキャニーシャさんに背中を押されて壇上に上がる羽目になる。ファティマさんに小声で尋ねた。

「美魔獣コンテスト？　俺はエントリーしていないけど……」

「えー、うっそ？　シバジロウ、ノミネートされていたわよ？」

　ファティマさんの言葉に俺は目をパチクリさせた。

　なんだって？　そんな馬鹿な！　覚えがないぞ！

「大体、ファティマさんは何をしているんだ……」

　俺の問いかけにファティマさんはピースサインを顔に近づけてクルリと回転しながら軽やかな声で言った。

「司会として推薦されたのよ。ミス・ガルダームに選ばれるには目立ったほうがいいでしょう？　華やかな私が選ばれるのは当然だし、みんなウィンウィンじゃない！　だって可愛い私をみんな思う存分堪能したいでしょう？」

　凄まじい自信だ。満ちあふれすぎて逆に清々しい。

「さあ、みーんな、私を見てー！　……なーんてね！」

　ファティマさんが両腕を広げて叫ぶ。テンションが高すぎだ。

　既に壇上に上がっていたエメラルダさんが責めるような目で俺を見つめてくる。

　どうやらエメラルダさんのキマイラは三位だったようだ。

「エメラルダさん……」

　なんて声をかけていいかわからず俺は彼女の名を呼んだ。

「参加するなって言ったのに」

「いや、参加したつもりは……」

「言い訳はいらない。知らない」

　プイとエメラルダさんは小型化したキマイラを抱きかかえて不満げだ。

　エメラルダさんは先程のドレスを着ており、キマイラも小型化に合わせてアクセサリーが変わっていた。こちらもキャニーシャさんが見み繕つくろったのだろう。よく似合っている。

　しかし本当に参加申請した記憶はないのだが。

　狼狽えている俺を見て動揺が会場にも伝わったのか、会場もザワザワしている。

　ほら、会場のみんなも若干混乱しているみたいだけど。

「さあ、リュウさん！　第一位になった感想をどうぞ！」

「いや、だから俺は参加申請していなかったはずだが……」

「あら、もしかして、その様子じゃ本気で知らなかったの？　美魔獣コンテストは他薦もアリなのよ！」

　そんな馬鹿な。誰が俺のシバジロウを推薦したっていうんだ！

　ファティマさんは困ったような顔を会場に向けながら言った。

「んもー、会場のみなさーん！　リュウさんは優勝にかなりビックリしているみたいなので、少し整理する時間をくださいね。申し訳ありませーん！　……シバジロウを推薦した人に推薦理由を聞いてみましょう！」

　驚いている俺の横で「そうだ！」と大きな声を上げる少年がいた。

　はっと横を見ると片手でコカトリスを抱き上げて二位の看板を持ったシェザさんが得意げな顔で言葉を続ける。

「俺がそこのモフモフフワフワを推薦したのだ」

　えええ？　シェザさんが？

「何でそんな……シェザさんがシバジロウを好きなのは知っていたけど……」

　呆れている俺にシェザさんは腰に手を当てて言った。

「お前が俺のライバルだというなら、そこのモフモフフワフワは俺のコカトリスのライバルだ。ルバムが出るなら、当たり前のようにモフモフフワフワも出るべきだ！」

　そこに俺の意志はないのか。

「フン、優勝できなかったのは残念だが、お前たちをこの壇上へと引きずり出し、反応を観察する。そうして今、シバジロウの新しい一面を知ることができたわけだ。情報収集も作戦のうちだ」

　そう言うシェザさんは不思議と悔しそうな顔ではない。逆に誇ほこらしげだ。

　当のシバジロウはたくさん人がいて騒がしいのに驚いているのか、耳が下がっている。フンスフンスと鼻で大きく空気を吸い込んで興味を持った様子を見せているから、完全に怖がっているわけでもなさそうだが。

　このシバジロウの反応を見たくてコンテストに推薦したのか。なんて執念だ。

「……シバジロウを撫でてもいいか？」

　シェザさんが珍しく戸惑いながら言ってくる。

「ああ、どうぞ」

　そう俺が言うとシェザさんは壊れ物に触れるかのようにオドオドした様子でシバジロウの頭を撫でた。シバジロウは目を閉じてなすがままだったが、やがてフンと鼻から息を吐き出した。

「優勝おめでとう、シバジロウ！」

　シェザさんの言葉にシバジロウも満足げだ。

「ルバムが嫉しつ妬としているぞ」

　俺はシェザさんに抱かれたコカトリスを見ながら言う。コカトリスは目を大きく見開いてシバジロウを凝視していた。そんなコカトリスをシェザさんは微笑ほほえましく見て、彼の頭を優しく撫でる。

「すまないな、ルバム。大丈夫だ、俺の中ではお前が一位だぞ」

　そんな俺たちのやり取りを見ていたエメラルダさんが肩の力を抜いたように、強張っていた表情をゆるめながら言った。

「んもう、そんなことされたら、私だっていつまでもプンプンできない」

「本当にシバジロウが可愛すぎてすまない」

「その謝り方も相変わらずなリューちゃんすぎて本当……呆れ果てて腹が立つ気持ちが消えちゃった。……私も大人げなかった。そこの貴族と同じように、私もシバジロウと正々堂々と勝負するべきだった」

「そこの貴族言うな、俺はただの貴族ではない」とシェザさんがエメラルダさんの言葉に突っかかった。だがエメラルダさんはシェザさんを無視するとシバジロウの頭をそっと撫でた。

「シバジロウ、おめでとう」

　みんなに頭を撫でられてシバジロウはご満悦だ。垂れ下がっていた耳もピンと立っている。

「さ、状況整理も落ち着いたところで一言どうぞ！」

　ファティマさんがマイクを突きつけたので、俺は「シバジロウに投票してくれて、ありがとう！」と、アッサリな挨拶で片付けることにした。

　シバジロウの魅力は説明しなくても伝わるのだ。

　場が一層賑にぎわい、歓かん声せいが上がる。

　シバジロウは撫で回されて満足しているのか尻尾フリフリ状態だ。

「ハァハァハァ！　素晴らしいよ、リュウくん！」

　そのときステージに駆け上がってきたものがいた。ウォンさんだ。

　興奮に顔を真っ赤にして俺に詰め寄ってきながら言う。

「美魔獣コンテストで優勝するのはシバジロウ君だと思っていたよ！」

　急な登場人物に場のみんなも困惑ぎみだ。

　あのファティマさんも呆れ果てて声も出ないようだ。

　ウォンさんは俺の耳元で囁いた。

「実は僕、組織票をガッツリ入れたんだ。……大丈夫、組織票といってもみんなシバジロウ君にメロメロな人たちだ。それだけファンがたくさんいるってことだからね！」

　ウォンさんが意味不明な言い訳をしている。

　ううむ、偽りの人気で第一位を取っても嬉しくないんだが。一応、全員ファンだというならそうでもないのか。いまいちスッキリしない。

　複雑な気分になっている俺の前でウォンさんはシバジロウの両頰を手で挟み込んでハアハアフウフウしている。うっとりと陶とう酔すいしきった双眸だ。

「ハァ……シバジロウ君みたいな特異で最強な魔獣とたくさん触れ合いたいよ……最強であるということは、それだけで価値のあることだからね。君もそう思わないかい？　だから君もシバジロウ君と契約をしているんだろう？」

「いや、俺は……」

　そもそも、俺もシバジロウも、この世界の住人じゃないし、シバジロウが最強になったのはこの世界に来てからなのだ。

　だが俺が否定する前に彼は早口でまくしたてる。

「最強の力とはそれだけで人を魅了するんだ。だからこうして僕がシバジロウ君に夢中になるのは仕方ない。ここ最近はずっとシバジロウ君のことばかり考えていたよ。ああ、どうやったら他の魔獣もシバジロウ君みたいになれるのかな。純粋な強さとはどうしてこれほどまでに綺麗なんだろうね。ねえ、どうして君は最強の魔獣と知り合えたのかい？」

「ちょっと、いい加減にしてくれないかしら、ウォン先輩。今は一位になったシバジロウをみんな見たいんだから、ウォン先輩はお呼びじゃないの！　空気読みなさいってば！」

　涎よだれを垂らしながら、なおも詰め寄ってくるウォンさんにファティマさんが襟首を摑つかんで引っぺがした上に放り投げて床に転がした。

　ファティマさん、ワイルド過ぎる。華やかなアイドルでいたいなら、もっとおしとやかにしたほうがいいのではないか。

　だが突然な登場人物はウォンさんだけではなかった。ウォンさんの騒ぎに乗じてキャニーシャさんまでも壇上に乗り込んできたのだ。

「おめでとう、リュウ！　ああ、いえ、お祝いするべきはシバジロウちゃんかしら？」

　そう言いながら俺に抱きつこうとしたが、壇上でやることに恥ずかしくなったのか頰を紅潮させて俺からシバジロウを奪い取ると、シバジロウを掲げながら叫んだ。

「さあ、皆様！　愛らしいシバジロウちゃんが看板アイドルの屋台『肉球印　卵串焼き屋』では卵串焼きを売っていますよ！　シバジロウちゃんだけでなく、このたび入賞した超絶美少女エメラルダさんとキマイラにも会えます！　お店は、かつての学園祭で販売していたという屋台を再現してみました！　場所はパウロウの森の入り口のすぐ近くにありますので、イベントに寄った際には是非買っていってくださいませ！」

　キャニーシャさんは満面の笑みで俺たちの屋台を宣伝している。シバジロウは「？」というような困った顔をしていた。

　なるほど、これがキャニーシャさんの狙いだったか。

　エメラルダさんとキマイラの美しさで大分盛況してはいるが、更にお客様が入る分には構わないしな。

　エメラルダさんも恥ずかしそうに観客席に手を振っている。

　場の盛り上がりは最高潮だ。ワアアと喧やかましいくらいの歓声が響きわたった。

　キャニーシャさんの作戦も大成功のようだ。たくさんお客も来てくれるだろう。

　美魔獣コンテストの結果発表も終わって壇上から降りた。先に降りたキャニーシャさんが申し訳なさそうな顔でシバジロウを抱いたまま俺に話しかけようとしていたが──

　俺はハッとした。

　そうだ、夢のことを話さないと。

　今までイベント続きで忘れてしまっていた。迂う闊かつすぎる。

「あのね……リュウ」

「ああ、キャニーシャさん、すまない。話さなければいけないことがあるのに、すっかり忘れていた。一度店に戻ろう」

「……え？」

「ここじゃ話しづらいからな」

　エメラルダさんのあれこれや美魔獣コンテストで慌ただしく時間が過ぎてしまったが、ようやく落ち着いたのでキャニーシャさんには今日見た夢の情報を共有するか。

　お店に戻った俺たちはお店の裏でキャニーシャさん。エメラルダさん、カナコさんにザックリ内容を話す。

　カナコさんはお店で卵串焼きを売りながらも聞いていてくれているようだ。

　キャニーシャさんは首を傾げていた。

「……それは夢でしょう？　もちろんシバジロウちゃんの力は凄いから、ただの夢ではないのでしょうけど。扱あつかいが難しいわね。私も気をつけるようにするわ」

「でもバハムート狂信者がいるならキャニーシャさんにも危険が……早く伝えるべきだったな……」

「いいの。それだけリュウも学園祭を楽しんでくれていたってことでしょう？　私のことなら大丈夫よ。お店にはミケもいるわ。エメラルダさんも、カナコさんだって。心配してくれてありがとう」

　俺の言葉に微笑んだキャニーシャさんはカナコさんとエメラルダさんを見ながら笑った。エメラルダさんも続けて言う。

「うん、私も王女を護るから。平気」

「そうだ、リュウ。ロイヤルガルダまで時間はあるでしょう？　リュウは適当にお店を回ってきていいわよ。お店は私たちに任せておいていいから。リュウ、朝からずっとお店にいたでしょう？　私たちは適度にお店を抜け出していたけど……」

「そう言われても……本当に手伝わなくて平気なのか？」

　俺がそう言うとキャニーシャさんは元気よく頷いた。

「大丈夫よ。リュウはロイヤルガルダまで休んでおいて。その代わり、きっちりロイヤルガルダでは優勝するのよ。……あ、でもシバジロウちゃんは貸してもらうわね。ああやって会場でシバジロウちゃんを宣伝しちゃったのだもの。いないと、みんなガッカリしてしまうわ」

「ああ、わかった。シバジロウ、しばらくお店の看板魔獣として、いい子にしておくんだぞ」

　俺がそう言ってシバジロウを一撫でするとシバジロウは耳をペッシャンコにして何とも言えない表情をしている。どうやら騒がしい周りが気になって歩き回りたいらしく今は抱っこの気持ちじゃないらしい。この状態のシバジロウの場合、じっとしていないことが多いのだが大丈夫か。

　キャニーシャさんはシバジロウを運ぼうと、お店の前に行ってしまった。ミケさんがヤレヤレといった様子で彼女について行く。

　そんな彼女たちをカナコさんが一いち瞥べつした。どこか寂しげだ。

「あの、カナコさん。休んでいてください。私が売り子します」

　エメラルダさんがカナコさんを気遣いながら言う。

　カナコさんは「それじゃあ、お願いします」と返答して、お店の裏側へとやって来た。

　カナコさんの視線は、まだキャニーシャさんたちのほうへと向けられている。

「あれ、そういえばヤタさんは……」

　そう俺が言うとカナコさんはこちらを向くことなく言った。

「あの子は、すぐ近くのパウロウの森に控えさせております。私の傍にいないだけですの。滝登り大会のときには連れて行きますので大丈夫です。ドラゴン寮の名前を汚けがすことはしませんの」

　そこでようやくカナコさんは俺のほうに顔を向けた。目は笑ってない。どこか緊張した様子が窺える。前に言い争ったことを引きずっているのか。

「いや、俺が心配しているのは……」

　だが何も知らない、わからないふりをすることは俺にはできなかった。彼女を気遣いながら尋ねた。

「どうしてヤタさんを遠ざけておくんだ？　小型化して一緒に学園祭を見回るのもいいことだと思うけど」

「ですからありのままの姿でいることで魔獣としての成長を促進させないと。……どうしたんですか？　そんなに私とあの子のことが気になります？」

「俺はカナコさんとヤタさんは一緒にいたほうがいいと思うよ。だからこそ言うんだ。カナコさんはキャニーシャさんとミケさんみたいに学園祭を……」

　最後まで言う前にカナコさんは口を開いた。

「リュウ様には隠しごとはできませんのね。……そうですね、慣らしておかないと……」

　それは淡々とした、感情のない声だった。

「いつまでも彼が私の傍にいるとは限りませんもの。離れているのが普通なら、私の傍からいなくなっても平気でしょう」

　誰が平気なのだろうか。一体、彼女は誰のことを言っているのだろうか。

「……それではキャニーシャ様のお手伝いに行って参ります。またお会いしましょう、リュウ様」

　カナコさんは俺に笑いかけながら言った。あまりの弱々しい表情に俺は何も声をかけられなかった。彼女を傷つけるばかりで俺は何をしているのだろうか。













　ロイヤルガルダの開催時刻がやってきた。

　俺おれはシバジロウとともにパウロウの森に少し入った場所にある、ロイヤルガルダ参加者の集合場所にやって来ていた。

　既に数十人の生徒たちが魔獣を連れて集まってきている。

　キャニーシャさんから「私たちは店番しているからリュウの勇姿は見られないけれど、必ず優勝してくれると信じているから！」と言われてしまえば俺はロイヤルガルダに集中するしかない。

「お前も参加するのか」

　受付で貰もらった赤い鉢巻きを額ひたいに巻いていると、急に声をかけられた。

「げ、ダーグナーさん」

　ダーグナーさんはブラックドラゴンを連れた状態だ。腕を組んで余裕ありげに周りを見渡しながら言った。

「言っておくが、どうせ負けるのだから参加しないほうがいい」

　嫌味もいつも通りだ。

　ダーグナーさんの嫌味を真正面から受け取っても疲れるだけだ。俺は苦笑しながら言い返す。

「そうはいかない。シェザさんが出るからな。同じシバジロウファンとして、そしてライバルとして参加しなきゃいけないから、出ないという選択肢はないんだ」

「お前が何を言っているのか、サッパリわからん」

　ダーグナーさんは真ま顔がおだ。素すで返されて俺は何も言えなくなる。最近、色んな人と同じやり取りをしている気がする。理解されないことが悲しくなり俺は言葉を付け足した。

「俺はシバジロウのことを第一に考えているだけだ。今回のロイヤルガルダの参加もその一つだ。もちろんキャニーシャさんの専任騎士としての立場もあるが……」

「ほう、つまりお前は、黒い魔獣も王女も同列に考えた上での参加だといいたいのか。さらに専任騎士としての任務だと？」

　ダーグナーさんが真顔で返してくる。

　まさか彼が俺の会話にまともに対応してくれるとは思わなかった。もっとスルーされると考えていたのだ。意外に感じながら俺は言葉を続ける。

「そうだ。専任騎士としての成果を残さなければいけないからな。専任騎士の俺が優勝すれば、それだけキャニーシャさんの立ち位置が強固なものにな……」

　そこまで話した瞬間、ゾクリとした寒気が背中を走った。

　無表情であるダーグナーさんの双そう眸ぼうに黒い光が宿っている。彼は低い声で言った。

「……なるほど、覚悟の上での参加ということか。何も考えていないわけではないと？　そう理解していいか？」

「ああ」

　ダーグナーさんが不気味に薄く笑った。

「わかった。ならば俺もそのつもりで最初から全力でこたえよう」

「望むところだ。そうでなければ専任騎士としての示しがつかない」

「忠告しておくが。……お前一人で俺たちと対抗できるとは思わないことだ」

「そこは柔軟に対応するよ」

　そう勢いで俺は答えたものの、余計なことを言ってしまったかもしれない。

　互いに本気で戦いあうことに変わりはないから構わないか。

　俺は胸に抱えたシバジロウを一いち瞥べつした。シバジロウはポカポカ陽気で眠たくなってきたのか体重を俺に預けてきている。おねむモードの可愛いシバジロウだった。

　可愛いけど戦う気分じゃなさそうだぞ、これ。まずくないか。

「そうだ、ダーグナーさんに確認したいことがあったんだ。ダーグナーさんは俺に噓うそをついていただろう？」

　俺の問いにダーグナーさんは眉毛を少し動かした。俺はそんな彼の反応を確かめつつ言葉を続ける。

「ダーグナーさんはほとんど学園長の思惑を知っていたんじゃないか？　中途半端に情報を俺たちに提供して、その狙ねらいはどこに……」

「ああ、それなら正直に話してやろう。今更、隠す意味はないからな」

　ダーグナーさんは一呼吸を置いて告つげた。

「学園長が暴走気味の行動をしているのは確かだ。だから闇やみの仔こどもを倒したお前たちに期待をしていたんだよ。現状を動かすだけのことをするのではないかとな」

　そこでダーグナーさんは皮肉げに笑う。

「……お前たちに期待をしつつ、俺の有利な状況でことを進めただけだ。馬鹿正直に手札を晒さらすわけがないだろう？」

「なるほどな。となると、やはり学園祭で何か起きるのか。それを止めたいという俺とダーグナーさんの目的は一致していると考えていいのか？」

「わざわざそんなことを口にする必要はあるのか？」

　挑いどむようなダーグナーさんの目つきに俺は口を噤つぐんだ。

　俺たちの間に気まずい空気が流れる。

「……フン、黒いモフモフと貴様は逃げずに来たようだな。そこだけは褒めてやろう」

　そう遠くから言ってきたのはシェザさんだ。俺たちを見つけて近づいてくる。

「だが参加したことを後悔するだろう。何な故ぜなら俺とコカトリスの脅威をこれ以上となく実感するからだ！」

　胸を反そらして言ってくる。相変わらず自信満々だ。

「俺こそが、お前と黒いモフモフを倒して全員の鉢巻きを奪い取り優勝するのだ！」

　シェザさんの眼中にダーグナーさんはないようだ。完全に素通りして俺だけに話しかけてきている。

「なるほど、じゃあ俺は戦いの準備をするとしよう」

　そう言って俺は二人から離れた。

　会場となる場所を確認しようと思ったのだ。周りを見渡すと、谷底のような、だだっ広い場所に巨大な岩がゴロゴロそびえ立っていた。

　隠れる場所は多いように見えるが、たとえばカナコさんのオロチのような巨大な魔獣に暴れられて岩を破壊されるなどして武器にされると危険もありそうだ。自分の身を守っている間に頭に巻いた鉢巻きを取られてしまう可能性もあるだろう。障害物が多いのはいいことなのか、悪いことなのか。

　ただ障害物のせいで、どれほどの人数が参加しているのかわからない。少なくとも数十人規模のようだが。

　見物客は崖がけ上うえのほうにいるようだ。ここは谷底のような造りになっているので、上から眺ながめるような形になっている。

　しばらくして受付を終えたシェザさんとダーグナーさんも会場に姿を現した。

　シバジロウは騒がしくなってきた周りに気付いたのか、おねむモードから覚かく醒せいしてジタバタしはじめた。好奇心のほうが強くなったのだろう。地面に降りたがっているので俺はシバジロウを放してやる。シバジロウはトタトタと俺の周囲をウロウロしている。

　瞬間、巨大な影が頭上を覆おおった。何事かと見上げれば灰色のドラゴンに乗って空を飛ぶ学園長の姿があった。空高くに存在している。

「やあやあやあ、こんにちは！　学園祭の目玉イベント、ロイヤルガルダの開催だ！　さあ、皆！　準備はいいか。ルールは簡単、魔獣使役者モンスターセプターの額に巻かれた赤い鉢巻きをより多く取ったものが優勝だ。ただし鉢巻きを奪い取れるのは魔獣のみ！　魔獣使役者が奪った場合は即座に失格とする。制限時間は三〇分だ。魔獣との絆きずなをライバルたちと競い合ってほしい！」

　高いところから喋っているはずなのに、学園長の声は、まるですぐ近くで叫んでいるように聞こえた。人間離れしている学園長の所業に相変わらず驚いてしまう。

　ついにロイヤルガルダが始まってしまうのか。ならダーグナーさんの近くにはいたくない。シバジロウのやる気が不安定な今、俺のやることは相棒のモチベーションを上げることだ。俺は慌ててシバジロウを抱え上げるとダーグナーさんやシェザさんが見えないところまで離れた。

「それでは──始め！」

　学園長の言葉とともに喝かつ采さいが上がる。参加者だけでなく崖上にいる見物客たちも大盛り上がりだ。

「シバジロウ、練習したからわかるだろう？　俺の額のこれを誰にも取られないように護まもるんだ。それで、相手の鉢巻きを奪い取るんだ。わかる？」

　俺は地上に降ろしたシバジロウに自分の額にある鉢巻きを指差しながら話しかける。シバジロウは首を何度も傾かしげている。わからないとでも言いたげだ。まだシバジロウは眠いのか、頭がポヤポヤしているのか。

　元の世界で過ごしていたときは俺が学校に行っている昼間はずっとシバジロウは家で寝ていたからな。こっちに来てから一年はたつけど、まだ生活ペースに慣れていないのかもしれない。

　困っていると、自分に一直線に向かってくるペガサスの姿に気付いた。ペガサスの上には見知らぬ少年が乗っていて、その額には鉢巻きがある。ロイヤルガルダの参加者だ。

　こんなところで呆ほうけていたらいい敵の的だ。俺はシバジロウを抱き上げて空を飛んでいるペガサスに掲げた。

「鉢巻きだ、鉢巻き！　シバジロウも大好きだろう！　鉢巻きを玩具おもちやにするのは！　あとで引っ張りあいして遊んであげるから、とにかくたくさんの玩具を取ってくれ！」

　そう俺が叫ぶとドスンと音がした。

　おそるおそる音のしたほうに目を向けるとペガサスに乗っていた使し役えき者が目の前で気絶している。ペガサスも同様だ。白い翼をグデンと広げたままのびている。使役者の額には鉢巻きはなく、シバジロウがしっかりとくわえていた。

　まさか、あの高さから落ちたのか！　大丈夫なのか？　シバジロウのことだから相手を傷つけるような真似はしないと思いたい。近づいて確認したが使役者もペガサスも目に見える傷はなく胸もゆっくり上下していて、呼吸も安定しているようだ。

　するとシバジロウはバタバタしはじめた。玩具を取ったんだから遊ばせろ、とでもいう仕草だ。はいはい、わかったよ。

「シバジロウ、一つだけで満足しないでくれ」

　だがシバジロウを放した途端、シバジロウは岩の陰に駆けてささっと隠れてしまった。

「違う、違う。俺がシバジロウの鉢巻きを取ろうとしているわけじゃなくて……」

　シバジロウに近づくとシバジロウは岩からチラッと顔を覗かせた。鉢巻きを口にくわえたままキラキラと期待するような瞳ひとみで俺をじっと見つめてくる。鉢巻きの引っ張り合いをしてほしいのだろう。

「シバジロウ、こっちにおいで。まだ勝負の最中なんだよ」

　そう言ってもシバジロウは岩陰に突っ立ったままだ。

「おい、何をしているんだ、お前」

　背後から声がした。シェザさんだ。げっと呻うめいた俺は鉢巻きを手で押さえながら返答した。

「ちょっと、シバジロウが……」

　振り向くとシェザさんが巨大なコカトリスを背後に呆あきれ果てた顔で言ってきた。

「シバジロウが、じゃないだろ。ふざけているのか！　そんなに油断も隙もありまくりなら、簡単に貴様の鉢巻きを取れてしまうだろうが！」

　まったくもってその通りだ。シバジロウのコンディションを言い訳にするべきではない。早くシバジロウを確保しなければ。待ってくれるシェザさんの優しさに胸の痛みを覚えながら俺はシバジロウへと手を伸ばして──

　いきなり押し潰されるような全身の痛みを覚えた。

　身体からだを支えきれなくなり、俺はその場に倒れ伏ふす。目をやるとシェザさんも同様だ。コカトリスもその場に這はいつくばるように身を崩している。

　身体を持ち上げようにも、上から無理やり大岩を乗せられているようで、指ひとつ動かすことができない。

　身体がもの凄く重たい。押し潰されそうだ。

「……シバ……」

　なんとか首を動かし周囲を見渡すと、シバジロウはキョトンとした目でこちらを見つめている。周囲を見ると俺たちだけでなく、みんな地面を這いつくばっている。すると彼らの額に巻かれた鉢巻きだけが外れて、次々にフワリと空に浮き上がっていくのが見えた。

　空中には平気そうな顔で飛んでいるブラックドラゴンの姿がある。

　まさか──

　ダーグナーさんのブラックドラゴンは重力を操るのか？

　そうだとしたら規格外すぎる。でもダーグナーさんのブラックドラゴンが特別視される理由としては納得だ。

　しかし、このままでは俺の鉢巻きも取られてしまう！

　シバジロウは俺のほうに駆け寄ると、オロオロした様子で顔の近くをうろついている。やはりシバジロウはブラックドラゴンの重力操作の影響を受けていないようだ。

　シバジロウ、俺の身体を自由にしてくれ──。そう念じると俺の身体がすっと楽になった。慌てて立ち上がる。

　すぐ傍そばにいるシェザさんを見ると、彼は何とか手を動かして宙に浮かぼうとする鉢巻きを阻止しようとしていた。

「シバジロウ！　シェザさんとコカトリスも俺と同じようにしてくれ！」

　そう命じるとシェザさんも解放されたのか、痛みに呻きながら立ち上がった。コカトリスも同様だ。フラフラとしながらも足を踏ふん張ばりながら起き上がる。

　俺はシェザさんに声をかけた。

「一つ提案したい」

「奇遇だな、俺も今貴様に一つ提案を考えていた。だが先に聞くぞ」

「一時的に共闘しよう。ダーグナーさんが少し邪魔だ」

「そうだな、同じ気持ちだ。……世界三大貴族としての俺をその他大勢の一人として処理するなど馬鹿げている。ここまで舐なめられたままでは俺のプライドが許せん」

　シェザさんは荒い息を吐きながら言った。

　そんな俺たちに近づく影があった。元の大きさに戻ったブラックドラゴンに乗ったダーグナーさんだった。龍に似た魔獣の首もとに乗っかっているダーグナーさんの姿はどこか浮世離れしている。

　ダーグナーさんは飄ひよう々ひようとした顔で、重力操作から解放されている俺たちを不思議がることもなく、観察するような眼を向けている。

　俺はダーグナーさんを指差して叫んだ。

「ダーグナーさん、反撃開始といかせてもらう」

「反撃？　そのザマで何ができるというのやら」

　ダーグナーさんは抑よく揚ようのない声で返してくる。

「そのまま押し潰されていれば楽に終わったものを」

　そう言いながらダーグナーさんは嫌な笑みを浮かべた。

「いやあ、余裕だな、ダーグナーさん。腹が立つな」

「よし、ぶちのめすぞ」

「言われなくても」

　俺はシェザさんの言葉に大きく頷うなずいた。

　今、自由に動けるのは俺たちだけのようだ。その他全員の鉢巻きは、全てダーグナーさんが手に入れたようだ。彼の横に鉢巻きの塊かたまりがフヨフヨと浮かんでいる。

「あいつは空を飛べるが……俺のコカトリスは空を飛べない。貴様のモフモフフワフワはどうなんだ」

　シェザさんに問いかけられて、俺は今までのシバジロウの活躍を思い浮かべた。

「飛べたり飛べなかったり……」

　空を飛ぶ、というよりは縦横無尽にあちこちを駆け回っていると表現したほうが正しい。だがそれをどうやって説明すればいいか。

「なんだ、それは。自分の使役する魔獣の能力については全て把握しておけ」

「シバジロウなら、ダーグナーさんがどこにいようが大丈夫だ。空も地面も関係ない」

　──と思う。そこは心の中だけで付け足す。

　シバジロウはくわえていた鉢巻きを放り投げて、座り込んで後ろ足で耳をかいていた。話題になっているというのにそ知らぬ顔でマイペースだ。

　シェザさんは不敵に笑って言った。

「……なるほど。なら奴の鉢巻きを取るのは任せる。俺は奴の動きをとことん邪魔してやろう」

　そう言うなりシェザさんはダーグナーさんを指差して叫んだ。

「ルバム、砂すな埃ぼこりだ！　周囲に巻き上げろ！」

　命じられたコカトリスは何度も足を蹴り上げた。すると地面が深く削けずられていき、辺りに大量の土埃が舞い上がった。あっという間に周りの様子が見えなくなる。シェザさんの考えを読み取った俺はシバジロウに告げた。

「今だ、シバジロウ。お前なら見えるんだろう？　ダーグナーさんの額にある、もう一つの玩具を手に入れてくれ！　全部終わったら遊んでやるから！」

「まさか俺のブラックドラゴンの力が重力操作だけとでも思っているのか？」

　土埃の中からダーグナーさんの声がした。苛いら立だちの滲にじんだ感情に悪お寒かんが走る。

「シェザさん、コカトリスをどうにかして護らせたほうが──！」

　慌てて俺が叫ぶと同時にブアッと轟ごう音おんがして激しい風が吹き荒れた。

　凄まじい突風だ。

　吹き飛ばされそうになるものの「嫌だ」と思った瞬間、風による影響を受けなくなる。シバジロウが俺の意志を汲くんでくれたようだ。

　突風のせいで瞬時に辺りに漂っていた砂埃がかき消され、視界がクリアになる。

　ダーグナーさんのもとに向かっていたシバジロウもジタバタしながら風に巻き込まれ飛ばされていってしまった。

「……え！　ちょっ？　シバジロウー！」

　重力操作だけじゃなく空気も操るのか？　何でもありだな、もう！

　同時に俺は疑問を感じる。シバジロウは基本的に相手の能力を無効化する力を使う。そう、シバジロウが別にこの力を受けてもいいかな、と考えない限りは。なんでシバジロウは吹き飛ばされているんだ？

　シバジロウはというと少し離れた先の地面に転がっている。すぐに立ち上がり楽しそうに俺のほうへ駆け寄ってきた。ああ、そうそう、風に飛ばされる浮遊感とかが楽しかったのかな。シバジロウがご機嫌で何よりだよ。まさか、その浮遊感を楽しみたくて、わざと力を無効化しなかったとかじゃあるまいな。

　俺はシバジロウを拾い上げながら、シェザさんに愚ぐ痴ちる。

「ブラックドラゴンの力は未知数すぎるからな」

　抱き上げたシバジロウは、またやってくれというように口を大きく開けて興奮ぎみだ。

　コカトリスに摑つかまり、突風をしのいだシェザさんはゼイゼイ呼吸を乱しながら言った。

「奴は現時点で俺たち以外の鉢巻きを手にしているからな。あとは時間稼かせぎすればいいだけだ。無理に俺たちを倒さずとも、それでロイヤルガルダは奴の優勝だ」

「終始ダーグナーさんが余裕なのは、そのせいか」

　そう俺が言うと抱えたシバジロウが大暴れしはじめたので、俺は慌てて地面に降ろした。

　なんだってんだ。

　すると再び激しい突風が巻き起こる。

　再びシバジロウは風に飛ばされていく。適当なところで踏ん張って地面に降り立ったシバジロウは目をキラキラさせて赤い舌を出しながら全力で俺に走り寄ってきた。

　まったく一匹で楽しそうだな。一方、ダーグナーさんを睨みつけると彼はもの凄く困惑していた。何故か首を横に振っている。

「今のは俺は命じていない。……おい、ブラックドラゴン。どうしたんだ？」

　──え？

　ダーグナーさんがブラックドラゴンに何事か話しかけるが、ブラックドラゴンも困惑した様子を見せている。

　まさか、シバジロウ。自分が風を使って遊びたいがためにブラックドラゴンの力を操って突風を生みだしたっていうのか？

　そこで俺はシバジロウが「面白いから」という理由で無闇に相手の力を操り遊ぼうとする嫌な未来を考えてしまった。

「駄目だ！　シバジロウ！　今のはやっちゃいけない！」

　つい感情的になってしまった。

　叱しかるとシバジロウはビクンと身体を震わせた。耳をぺちゃんこにして俺から距離を取っている。ブルブル小刻みに身体を震わせている。俺の感情や意識を読み取って、やらかしてしまったことに気付いたのだ。

「シバジロウが悪いことだとわかってくれたらいいんだけど……すまない、シェザさん。シバジロウが遊んでばかりで」

　そう俺が謝罪するとシェザさんは頰をひくつかせながら返した。

「ほ、ほう。あれが遊び……そうか、遊びついでに……フ、フン。驚いてなんかいないぞ……俺のコカトリスもあのくらいは遊ぶからな。そういう年頃だ、仕方ない」

「すまない。あまりシバジロウが遊びに夢中にならないように俺のほうでも……」

　そう言ったとき凄まじい爆発音がした。

　僅わずかだが熱風を肌で感じる。耳に響ひびくような轟音に悪寒が走った。

　そして遠くからではあるが悲鳴が聞こえてくる。

「……なんだ？」

　少なくとも騒ぎはロイヤルガルダの会場近くではないようだ。

　不安を目にたたえてシェザさんを見ると、彼は険しい顔つきで音のしたほうを眺めている。

「どこからだろう？」

　そう俺が尋ねるとシェザさんは強こわ張ばった顔で返答する。

「パウロウの森奥の方向だな。あそこには参加型のイベント会場があったはずだ。たしか蛇型魔獣メインの……」

「滝登り大会か！」

　俺はシェザさんの言葉に奥歯を嚙かみしめる。

　どうやら爆心地はカナコさんたちが参加していた滝登り大会の開催場所のようだ。ウォンさん曰いわく巨大な滝があったはずだが。

「ダーグナーさん！　滝登り大会の場所で何かあったみたいだ！　心当たりはないか！」

　俺の呼びかけにダーグナーさんがハッとした様子でブラックドラゴンの首もとを叩きながら言った。

「……そうか、こっちじゃなかったのか、クソが。……行け」

　そうしてこの場から飛び立ち離れようとする。

「待て！　勝負を置いて逃げる気か！　そうじゃなくて騒ぎの様子を確かめにいくというのならば俺たちも……！」

　シェザさんがダーグナーさんを追いかけようとしたが、彼はこちらを向くことなく吐き捨てるように言った。

「馬鹿なことを。こんなもん、貴様らにくれてやるから、せいぜい拾っていろ」

　ダーグナーさんは鉢巻きにかけていた重力制御の力を解放したのか、辺り一面に彼の奪った鉢巻きが散乱していく。

　シェザさんはあんぐりと口を開けてハラハラと落下していく鉢巻きを眺めていた。

　観客も一体何が起こったのかわからないのか、ざわついている。

　顔色を変えたダーグナーさんをみるに嫌な予感がした。

　滝登り大会にはカナコさんが参加している。ファティマさんもだ。

　もしや、そちらのほうでバハムート狂信者が何かやったのだろうか。

「リュウ！」

　空からキャニーシャさんの声が聞こえてきた。彼女は大きくなったミケさんに乗って俺の様子を見に来てくれたようだ。

　キャニーシャさんはミケさんにお願いして地上まで降下すると焦燥感を露あらわにして俺のもとに駆け寄ってきた。

「大きな騒ぎがあって……ロイヤルガルダのほうかもって思ってお店をそのままにして出てきちゃった……エメラルダさんも一緒よ」

　エメラルダさんもミケさんのモフモフした翼から出てきた。彼女も憂うれいを帯びた表情で俺へと近づいてくる。

「ごめん、お店ポイッチョしてきた」

「こんな騒ぎだ、仕方ない。けど爆発が起こったのはカナコさんとファティマさんたちのほうで……」

　そう俺が言うとキャニーシャさんたちの顔が曇くもる。

「私とミケだけでも彼女たちのほうに行こうと思ったのだけれど……」

『今は力を分断するほうが危険だ。急ぎたい気持ちはわかるがな』

　ミケさんの言葉にキャニーシャさんがゆっくりと俯うつむいた。

「ミケさんの言う通りだ。今から、急いで俺たちでカナコさんたちの様子を確認しにいこう」

　心配そうな彼女たちを安心させるために俺は笑いかけた。

　エメラルダさんは無表情にコクリと頷く。

「そうよね。……うん、リュウが無事でよかったわ。次はカナコさんとファティマさんを見に行きましょう」

　キャニーシャさんは俺の手を摑んで嬉しそうに頰をゆるませた。

　シェザさんもファティマさんが心配だろう。

　シェザさんの背中をポンと叩きながら俺は言った。

「シェザさん、俺たちも行くぞ。詳しくは説明できないが、この騒ぎを放っておけば学園祭がとんでもないことになる！　トラブルが起こっているなら俺たちで止めるぞ！」

「はああ？　急にそんなことを言われても困るぞ。とはいえ、ファティマが滝登り大会に参加しているから当然協力はするが！」

　慌てふためくシェザさんに俺は感情を強く込めて言った。

「あとでちゃんと説明するよ。だから今は信じて俺についてきてほしい。シェザさんの力が必要なんだ」

「フン、そこまで言われたなら仕方ない」

　そう言うシェザさんは満更でもなさそうだ。

　俺は地上に降り立っているミケさんに近づいて話しかけた。

『ミケさん、全員乗せてほしい。いけるか』

『問題ない。……だんだん昔のことを思い出してきたぞ』

『本当に？　今から何が起きようとしているのかも？』

『具体的には思い出せないが。……この独特の空気で何となくわかる……』

　ミケさんは険しい目つきでボソリと言い放った。

『これは禁呪の忌まわしき臭いだ』





　　　　　◆






　滝登り大会の会場に辿たどり着つくと、辺りは、むっとした黒い靄もやのようなもので満たされていた。獣臭い上に吐き気をもよおすくらいの不快感を覚える。

　周囲からは絶たえず悲鳴が上がっているが視界が悪いせいで何が起こっているかもわからない。俺はカナコさんやファティマさんの名前を呼びながら彼女たちを探す。

「リュウ！」

　黒い靄をかき分けるようにしてファティマさんが走ってきた。彼女は涙を浮かべて混乱した様子だ。いつも気丈な様子を見せているのに、一体彼女の身に何が起こったんだ。

　彼女は俺に抱きついてきた。ぎょっとしたものの、彼女が落ち着くまで待つことにする。やがて落ち着きを取り戻したファティマさんが、ぎこちなく身を離した。強張った唇をゆっくりと動かす。

「……カナウが吸い込まれちゃったの……」

「吸い込まれたって……何があったんだ？　ファティマさんたちは滝登り大会をしていたんじゃなかったのか？」

　俺の問いかけにファティマさんがしゃくり上げながら答える。

「ええ、そうよ。だけど急に辺りが真っ暗になって、変な臭においがして……轟ごう音おんがしたかと思うと空に青色に光る魔法陣が現れたのよ。そうしたらカナウと周りの魔獣が吸い込まれていって──」

「魔法陣？　どんな？」

　傍にいたエメラルダさんが険しい顔で問いかける。

　ファティマさんは震える腕で地面に落ちていた枝を摑むと、土に彼女が見たであろう魔法陣を描いていく。

「うろ覚えだけど、こんな感じ」

「ありがとう、十分」

　エメラルダさんは難しい表情で喉の奥で苦しそうに声を出した。

「禁呪ね……触媒をもとに異物を生み出す類たぐいの……」

「ミケさんも同じことを言っていた。禁呪を行おうとしている奴らがいるのか？」

　触媒というと──もしかして学校から盗み出した魔水晶を使った奴がいるのか？

　ファティマさんが嗚お咽えつ混まじりに言った。

「あの子はまだ赤ちゃんなのよ。私が教えてあげなきゃどうしていいか、わからないくらいの。だから私はあの子の傍にずっといたのに。……あの子、怖がっているわ。早く一緒にいてあげないと！　一体誰がこんな……」

「君たちが心配するまでもなく、君のアイドウエドは新しい扉を開くのだから、そんな心配しなくていいよ。大丈夫だよ」

　混乱する場に似合わない明るい声がした。少し離れた場所からだ。

「──ウォンさん……？」

　俺の呟つぶやきにウォンさんが声を弾ませて返答した。黒い靄のせいで姿は見えない。

「ああ、うん。ごめんね、みんなを困らせるつもりはなかったんだ！　こんなに迷惑をかけて本当に申し訳なく思っているよ」

　彼の声が響いた途端、辺り一面を満たしていた黒い靄がブワアッと瞬時に晴れた。

　靄が晴れると辺りは惨さん憺たんたる様子だ。滝からはどす黒い水があふれ出てきている。魔獣の気配はどこにもなく、ただ焼け焦げたような箇所が森のあちこちに見えた。

　ウォンさんの背後上部に青く発光する巨大な魔法陣が浮かび上がっている。ウォンさんは微笑ほほえみながら俺たちに近づいてきた。

「せっかくのイベントが台無しになっちゃったね。僕としては、もっとスマートに進めるつもりだったのだけど。ああ、うん、僕が委員長になったのはそのためだしね。だってせっかく学園祭をやるんだから、みんなには楽しんで貰わなくっちゃ」

　ウォンさんは無邪気に笑いながら言葉を続ける。

「だからちゃんと企画を順序立てて配置していったんだけどな、やっぱり被害が出てしまったみたいで、すまなかったね。僕の力不足だ」

　ウォンさんが何を言っているのか、わからない。何故いつもの表情でそんなことを平気な口調で言えるのだろうか。

　一つだけいえるのは、彼が、この状況を仕組んだということだ。

「何故、こんな馬鹿なことをしているんだ！」

「馬鹿なことなんてあるものか！　心外だな！」

　ウォンさんは顔を真っ赤にして言う。

「……まあ、いいよ、僕は許すさ。だって君たちは僕のことをまったく理解していないみたいだからね。そこは僕がきちんとわかるようにしていないほうが悪いわけだから」

　すぐに感情を抑えたウォンさんはヤレヤレというような仕草をした。

「…………」

　俺には本当に彼が何を言っているのかわからない。

　だがウォンさんは、そんな俺の態度が気にくわなかったようだ。

「なんだい、その目は。君のような強い魔獣を持っているものでさえ、僕のことを理解できないのかい？　まったく、ここ最近の温ぬるいガルダーム学園の指導方針のせいだね。仕方ない、僕が君たちにわかるように説明してあげるから感謝してほしいよ」

「……禁呪の触媒となる水晶を盗んだのはウォンさんなのか？」

　そう俺が問いかけるとウォンさんが驚いたように目を瞠みはった。

「うん、そうだよ！　へえ、どうやって、そこまで知ったのかな。僕が見た限り、君たちがそこまで真相にたどり着けているようには見えなかったけど。……それとも君だけがそこまで理解できているの？　もしそうなら、さすが最強の魔獣を使役する人間だね。やはり君は特別なんだね。君と会えて本当に嬉しいよ。ぜひこれからも仲良くしていこうよ！」

「何を言っているんだ？　アイドウエドたち他の魔獣に何をしたんだ？」

「そんな怒らないでよ。悪いことをしているつもりはないよ。この学園は最強の魔獣使役者を育てる場所だろう。そのためには最強の魔獣が必要だろ？」

　なんてことのない表情でウォンさんは言葉を続ける。

「……ねえねえ、君ならもっと真実に近づけているんじゃない？　たとえば、この学園に隠されていた魔水晶が本当は何だったのかって……。無駄に隠し通すのって非効率でよくないよね。きっと醜しゆう聞ぶんが広がるのが嫌だったんだろうけど。きっと昔の学園の人たちって厳重に箱で封じたはいいものの、中身をそんなに確認しなかったんだろうね。実際、封印を成功させたのには違いないものだから」

「……ああ。ウォンさんの言う通り、俺は学園にあった魔水晶が偽物であることを知っている。だけど何故それをウォンさんが……？」

　そう俺が問いかけるとウォンさんが額に手をおいてうな垂れながら言った。

「時間はかかるけど実物を詳しく調べればわかるよ。だから当時のひとたちは、とにかく隠すことにいっぱいいっぱいで、ちゃんと確認することまではしなかったんだろうね。おそらく学園長ですら勘違いしていたみたいだから。仕方ない、本当にソックリなんだもの。でも人を責めてもいいことはないよね。僕がきちんと理解して、ちゃんと適切に使ったんだから問題はないよね」

　ウォンさんは無邪気に俺たちに笑いかけてきた。

　俺の傍にいるキャニーシャさんたちは、そんなウォンさんの態度に呆あつ気けにとられて何も言えないようだ。あのシェザさんですら顔を真っ青にして唇を震わせている。先程から何か言おうとしているようだが言葉が見つからないようだ。

　そうウォンさんはあまりに普通すぎる。悪いことをしているような気持ちが一切見えなくて不気味なのだ。

　しかし彼の言葉に気になる単語があった。

「適切に……？」

　俺が訝いぶかしげな顔をしてその単語を繰り返すとミケさんが拾い上げた。

『禁呪のことだ。魔水晶と勘違いされていたものが何かはわからないが、何らかの水晶を触媒にして正しい禁呪を行ったのだろう。とんでもないものを呼び出すつもりだぞ』

『蛇型魔獣を一箇所に集めたのも、そのためか……？』

　俺はミケさんとの会話を切り上げてウォンさんに尋ねた。

「一体、どこから魔水晶の情報を知ったんだ？　ウォンさんはバハムートの狂信者なのか？」

「うん、僕はバハムートの狂信者だよ」

　彼はアッサリとした様子で頷いたが、すぐに慌てたように否定した。

「でも勘違いしないでね。正確に言ったら情報を教えてもらっただけで昔から一員だとかそういうのじゃないんだけどね。僕は別に世界平和だとか征服だとか、そういうのはどうでもいいし。ただ最強の魔獣を創れる方法があるなら何でも試すべきだと思って。バハムートも最強の魔獣の一体だし、彼をこの目で見られるなら、それもそれ──」

　彼はうっとりした目つきで話を続ける。

「でも、今回僕が行ったのは、バハムートではない、まったく新しい最強の魔獣の創造だ！　一体誰が出てくると思う？　ワクワクだよね！　みんなも一緒に楽しもうよ！」

　ウォンさんは大きく両腕を広げながら声こわ高だかに言った。

「──これも学園祭のイベントの一つだよ！」

「何を言っているんだ、ウォンさん！　イベントで人の魔獣を犠牲にしていいわけないだろうが！　周りが見えていないのか。今、ファティマさんがどんな表情をしているのか、わからないのか！」

　俺は力の限り怒鳴った。

「悲鳴しか聞こえない。この状況で何を楽しめると思っているんだ！」

　だがウォンさんは何もわかっていないようで不思議そうな顔で首を傾げる。

「それはまだ最強の魔獣が生まれていないから。柱となる魔獣をどれにしようか迷っていて。待って、今すぐ決め……」

　ウォンさんが困った顔で腕を組んで目を閉じたそのとき──

「リューちゃん！　中央にある触媒を魔法陣から切り離して！」

　エメラルダさんが叫ぶなり、キマイラをウォンさんに突撃させた。

　キマイラに押されて倒れ込んだウォンさんは隙だらけだ。

　俺はシバジロウをウォンさんの背後にある魔法陣に放り投げようとする。エメラルダさんの声に気付いたウォンさんがハッとしてシバジロウを見つめる──

「ダーグナーさん！」

　俺は彼の背後に声をかけた。

「問題ない。引きつけてくれて感謝する」

　ダーグナーさんはブラックドラゴンに乗ったまま凄まじい速さで急降下する。

　突風が生じてウォンさんに襲いかかった。

　同時に重力波もぶつけたのか、ウォンさんは地面に転がりながら倒れ伏した。

　凄まじい衝撃で魔法陣の中央に浮かんでいた黒々とした水晶が魔法陣から切り離されて遠く離れた場所に吹き飛んだ。

　カランと水晶が落ちた瞬間、その中からはじけるようにして数多あまたの魔獣が解放された。水晶から解き放たれた魔獣は意識がないのか、ぐったりと地面に横たわっている。全てが蛇型魔獣だ。

　すぐ傍にファティマさんのアイドウエド、カナウも吹き飛ばされてきており、くすんだ色の肌を晒して気絶している。

　カナコさんのオロチもいる。四つの首を力なく地面へ伸ばしていた。

　みんな無事なのか。怪け我がをしていないのか。ピクリとも動かない蛇型魔獣の様子に俺がオロオロしていると──

「ミケ、お願い！　みんなを癒いやして！」

　キャニーシャさんの言葉に背後に控えていたミケさんの身体から淡く白い光が放たれて、倒れた蛇型魔獣たちを包み込む。

　苦痛に顔を歪ゆがめているような魔獣たちの表情が穏やかなものに変化していく。

　ミケさん、すごい。

「……キャニーシャさん、ありがとう」

　そう俺が言うとキャニーシャさんは恥ずかしそうに頰をかきながら告げた。

「私もみんなの力になりたいの」

　みんなのおかげで儀式は中断したようで最悪の事態は防げたみたいだ。ほっとする。

「ああっ、僕がせっかく集めた蛇型魔獣が！　滝の中に魔法陣を隠したり、滝登り大会を企画して怪しくないようにしたり、今まで一生懸命に準備したのに！」

　膝をついたウォンさんは頭をかきむしり半狂乱だ。

　苛立った俺はウォンさんに近づこうとしたが、聞き慣れた声に足を止める。

「ああっ、ヤタちゃん！　よかった。どこに行ったのかと……身体が大きいのが幸いしました……」

　カナコさんの声だ。

　森の茂みから出てきたカナコさんがオロチを見つけて、よろけた足取りで駆け寄ってくる。オロチは一際大きいため見つけやすかったのだろう。

　水晶もオロチの傍に落ちている。

　ウォンさんは血走った目で水晶のもとへと走ろうとした。

「させない！　シバジロウ！」

　俺はシバジロウをウォンさんに投げつけた。シバジロウはクルンッと回転するとウォンさんの襟元を摑んでポイッと空中に放り投げた。スタンッと見事な着地をするシバジロウの後ろで鈍い音を立ててウォンさんが地面へと叩きつけられる。

　ウォンさんは痛みに呻いて動けないようだ。

「ダーグナーさん！　触媒である水晶を壊すんだ！」

「ああ」

　ダーグナーさんが頷き、ブラックドラゴンを水晶のもとに向かわせる。

　だが、その水晶をカナコさんが拾い上げた。ぼうっとした顔で水晶を眺めている。

「カナコさん！　その水晶を壊してくれ！」

　俺は叫ぶがカナコさんは虚うつろな声を出した。

「これは……」

「カナコさん！　禁呪の触媒となっている、その水晶をダーグナー先輩に渡すんだ！」

　だが何故かカナコさんに俺の声は届いていないようだ。憔しよう悴すいしきった顔で彼女は唇を動かした。

「……これは虹こう霓げい水晶です。ずっと探し求めていたものですもの。私にはわかります。ああ、どうしてこれがここに……」

　カナコさんはフラフラとした足取りでオロチに近づいていく。

「ちょっと、どこに行くんだ、カナコさん！」

　カナコさんの行動に危機感を持ったのかダーグナーさんがカナコさんのもとに行こうとしたが、オロチの巨体が邪魔してなかなか進めない。

「ヤタちゃん、虹霓水晶です」

　カナコさんは横たわったオロチの口元に駆け寄って水晶を押しつけながら言った。

「飲み込んでください、ヤタちゃん。これを飲み込めば、あなたの首は増えますの。虹霓水晶は蛇型魔獣の力を強める効果があると言い伝えられています、だから……」

「駄目だ、カナコさん！　まだ儀式は終わっていない。こんな状態でそんなことをしたら……！」

　俺の叫びにカナコさんは目を潤うるませながら叫ぶ。

「だってヤタちゃんは成長しないと！　そうでないと私たちはずっと一緒にいられない！　このチャンスを逃したら、ヤタちゃんは……！」

　子どものように駄々をこねた──そんな表現が相応ふさわしいように幼い表情で首を横に振りながら喚わめいた。

「私はヤタちゃんと一緒にいたいんです。だってヤタちゃんは私のことなんて……」

「駄目だ！　ヤタさんはカナコさんのことがちゃんと好きだ、だから……彼を裏切るような真似はするな！」

「そんなこと……」

「そんなこと見たらわかる！」

　俺の叫びにカナコさんの動きが止まった。

「……え……？」

　カナコさんは唖あ然ぜんとした。彼女の手から水晶が零こぼれ落ちる、だが──

『ボク、アタマ、フヤス』

「ヤタちゃん……？」

　ゆっくりとオロチの一首が持ち上がった。ぎこちない魔獣の言葉を発しながらカナコさんの足下へとすり寄っていく。

『ソレガ、カナコノ、ネガイ』

　そう言葉にしながらオロチは赤い舌を伸ばして水晶を巻き取った。

『コマラセテ、ゴメンナサイ、ボク、ツヨクナルヨ、ダカラ……』

「や、やめて……！　ごめんなさい、違うの、やめて」

　叫びながらカナコさんが絶望に染まった表情で水晶に手を大きく伸ばす。

『ドウカ、オイテイカナイデ──』

　オロチのヤタさんは水晶をゴクリと飲み込んだ。

　するとヤタさんの双眸が真っ赤に染まった。フワリと、その巨体が浮かび上がる。

「噓……」

　カナコさんが口元を手で押さえながら後ろに下がる。

　オロチの背後に巨大な青い魔法陣が現れた。魔法陣は不気味にクルクル回り始める。

　放り出されていた蛇型魔獣が再び魔法陣の中に吸い込まれていく。

　アイドウエドも同様で、再びファティマさんの顔が絶望に染まった。

「ハハハッ、カナコさん、ありがとう！　これで僕の目的が達成した！　あとは禁呪をオロチの身体に埋め込めば、発動する！　これで最強の魔獣が出てくるぞ！」

　ウォンさんが興奮したように叫んだ。

「何を言う、一体何が出てくるかわからないのに！」

　シバジロウを彼の顔から剝はがしながら忌いま々いましく俺が言うとウォンさんは飄々と言う。

「勘違いしていないかな、リュウ君？　僕はね、種類なんかどうでもいいんだよ、どのような存在であれ最強の魔獣さえ見ることができるのであれば、それで！　幸せなこと、この上ないだろう！」

　我慢できなくなった俺がウォンさんに手を上げようとした瞬間、ウォンさんが沈み込むようにして倒れ伏した。そのまま動かないので様子を見ると気絶しているようだった。

　シバジロウがケロリとした顔で俺を見る。シバジロウが俺の代わりに彼を殴なぐり倒たおしてくれたらしい。「嫌なことを代わりにさせてごめんよ」と俺はシバジロウを撫でた。

「リュウ」

　キャニーシャさんが俺のもとに駆け寄る。ゆっくりと魔法陣のほうを指差した。

『ああ、あれは──』

　陰りのある双眸でミケさんが暗くなった空を見上げる。

　既にオロチの面影はなく、無数の蛇がグチャグチャに混ざり合い一つの巨大な塊と化している。触手のようなものが所々突き出ており、触手の先には不気味な目玉があった。

「この魔獣、資料で見たことがある。知っている。強大なる悪あしき魔獣……」

　エメラルダさんが顔を青ざめさせている。

「──テュポン」

　エメラルダさんが乾ききった唇を開いて言った。





　　　　　◆






　カナコさんはその場にしゃがみ込んでうな垂れている。

　目の前で変わり果てていったオロチの姿を見るのが辛つらいというように。

「……私の考えていたことは……間違っていたのですか？　私の自業自得なのですか？」

　カナコさんは誰にともなく呟くように口にしている。

「だって不安だったんです。あの子が私を選ぶ保証なんてどこにもなかった。私はあの子と卒業後も契約したかった。あの子に選んで欲しかった。ただ、それだけだったのに……！」

「カナコさん……」

　キャニーシャさんが悲痛な声で彼女を呼んだが聞こえていないようだった。

　彼女の慟どう哭こくは続いていく。

「あの子とずっと一緒にいたいがために、あの子が育つことを優先した。でも、私は心の奥底で気付いていた。どうせ、あの子は私を選ばない。だって首を増やすことができなかったから。だから、もし離れたときに自分が寂しくならないように、距離があることが普通になるように。でも一緒にいたかった。そんな私の我わが儘ままが、こんな結果を……私は、あの子とうまく交流ができずにあの子の気持ちをわかってあげることもできず……」

　そこまで言った彼女は傍にいた俺の服の裾を摑んで懇願した。

「お願いします、どうか。ヤタちゃんを助けてください。殺さないで……。卒業後もヤタちゃんが傍にいてくれなくてもいい。どうか生きてさえいれば。もう多くは望みません。卒業までの僅かな間に、ヤタちゃんの傍にいることさえできれば……」

　カナコさんは苦しげに呻くように言う。

「私は成果を焦るばかりで、こんなにあの子を傷つけてしまった。間違いなく、あの子は私を選ばないでしょう。それでも構わないから、私はあの子を……」

　俺は彼女を放っていられず声に力を込めて話しかけた。

「俺のシバジロウは嬉しいとはしゃぎまわるんだ！　全力であちこち走り回るんだ！」

「……え？」

　急に何を言い出したのかとカナコさんが顔を持ち上げた。

「この間も俺の布団の上が気持ち良かったのか、全体重を預けてきて重かった。無駄に力を入れるんだ！」

「…………」

「カナコさんのヤタさんも結構物を壊しているよね。初対面のときも窓ガラスを壊していたし、俺と戦うときも木をバッタバッタと倒しまくっていたし」

　そこで俺が何を言いたいのか理解したのかカナコさんの表情が和やわらいだ。

「ヤタさんはカナコさんと一緒にいられることが嬉しくて、ついはしゃいでしまうんだと思うよ。だから、つい加減を忘れて物を壊してしまうんだ」

　俺の言葉を聞いた途端、カナコさんの目が大きく見開かれた。

「ヤタさんはカナコさんが好きなんだ。カナコさんがヤタさんを愛しているのと同じで。だから、ヤタさんは間違いなくカナコさんを選ぶよ。だって好きなんだから」

　俺は大きく息を吸い込んで言った。




「ヤタさんを助けに行くよ。俺に任せてほしい。……大丈夫、卒業後もヤタさんはカナコさんの傍にいるよ。だからこそ救い出すんだ」




　カナコさんの両目から涙がこぼれ落ちる。

「ごめんなさい……」

　そこで騒ぎを聞きつけた学園長が、灰色のドラゴンに乗って、ようやく俺たちの傍へと降り立った。

　俺は堪たまらず学園長に言った。

「学園長はテュポンを復活させたかったんですか？」

「それは間違った考えだよ」

　学園長は落ち着き払いながら俺の言葉を否定する。

「元々魔水晶を奪った狂信者を炙あぶり出すためのものだった。ところが魔水晶じゃなかったんだな。……封を破ることは禁じられていたからわからなかったが、きちんと確認するべきだったね」

　学園長は魔法陣のもとまで歩いていこうとしている。

　その行動に不ふ穏おんなものを感じて俺は学園長の前に立ちふさがる。

「待ってください、ヤタさんたちをどうするつもりなんですか」

　焦った俺の声に学園長はゆっくりと首を横に振りながら宥なだめるように言う。

「何を言っているのかね？　儂わしはテュポンを片付けるだけだよ？　まだ儀式は途中で完全体ではないからね。あの状況なら儂の力で何とかなる。まだ時間はある……過去の学園祭でも、被害が大きくなる前に先に奴を倒したんだよ。そこまではわかっていたからね。今度も同様に処理するべきだ」

「待ってください。もしテュポンが倒されたら吸い込まれた蛇型魔獣はどうなるんですか？」

　俺の問いに学園長は無表情のまま答えない。

　まさか！

『ミケさん！』

　そう俺が呼びかけるとミケさんは苦しそうな顔をした。

『少しだけだが当時のことを思い出した。当時の学園祭で犠牲が出たのは蛇型魔獣が多数を占めていたような気がする。もちろん他の魔獣もいたが……』

「今回は幸い、前回と違い、他の魔獣に犠牲は出ていないようだ。なら被害は最小限に抑えるべきだろうね！」

　学園長が何てことのないような顔で言い切る。

「……取り込まれたヤタさんや、カナウさん、魔獣たちはどうなるんですか」

「残念だが……」

　学園長の言葉に、俺はかっとなった。

「この学園の理念は、魔獣のために心を通わせて立派な魔獣使役者になることですよね！　それなのに魔獣を傷つけるようなことをしてどうするんですか！」

　心のままに叫んでしまう。

「うん、君の熱い気持ちもわかる。だけど現実を見なければ──もう、そんなタイミングじゃない。テュポンを完全に復活させてしまえば更に被害が広がるばかりだ」

「だからといって取り込まれた蛇型魔獣全てを犠牲にするのはおかしいと思います」

「だが、このままでは──」

　何か言いかけた学園長の言葉を遮った。

「被害が広がらなければいいんですよね。なら俺が全員助けます」

「そんなのは──」

「無理じゃないと思います」

　学園長に言い返すのは反抗的で失礼だと思いながらも、気持ちが止められなかった。

　ここで引き下がりたくなかったのだ。

　そんな俺を学園長はバッサリ否定する。

「最強の魔獣のシバジロウ君でも一体の犠牲もなしに、この場を収めることはできないよ。よく考えてみたまえ？　かつての学園長ですら、取り込まれてしまった魔獣は諦めたのだ」

「俺は、諦めません。誰ひとり犠牲は出しません」

　言葉に力を込めて告げる。

「そんなことが可能だと思うのかね？」

　学園長はテュポンの様子を気にしながら、試すような眼まな差ざしで言ってくる。

「可能です。だって、学園のみんな──仲間たちがいますから」

　そう言いながら俺はゆっくりと後ろにいる仲間たちのほうに顔を向けた。

「うん、たくさん頼っていいのよ、リュウ」

　キャニーシャさんが得意げに言う。

「私とキマイラがいれば何だってできるよ、リューちゃん」

　エメラルダさんが大きな胸をそらして笑いかけてくる。

「フン、貴様との共闘も悪くないぞ、リュウ」

　そう言うシェザさんの横でコカトリスがバタバタ羽ばたきながらジャンプした。まるでシェザさんの言葉に同意しているようだ。

「……俺もお前と目的は同じだ。……早く決断しろ、時間はそう残されていないぞ」

　ダーグナーさんがテュポンを気にしながら言った。




　──ワンッ！




　シバジロウが元気よく吠ほえたのを見て、学園長は一瞬だけ目を強く閉じて、深い息とともに言った。

「わかった、許そう。……たしかに君の言う通り、やる前から諦めるのはよくないな！　リュウ・コレクニ、儂も君のために力を貸そう」

　学園長が仕方ないとでもいうような困った顔で笑う。

「そうと決まれば時間はないため端たん的てきに作戦会議といこう」

　俺の言葉に、みんなが大きく頷く。

「私から提案がある。儀式には触媒である虹霓水晶が必要であり、それを壊せば禁呪が解除される」

　エメラルダさんが身を乗り出して説明してくれる。

「禁呪の触媒の位置は大体決まっている。おそらくテュポンの中心部。そこまで何かしらの魔獣を送り込めば……」

　触媒はテュポンの中心部だという。魔獣も小型化すればテュポンの体内の中心まで入り込めるが──

「だが魔獣は小型化すると弱体化する。通常の魔獣では、とても中心部までもたない」

　ダーグナーさんが冷静に返した。

　みんなで一斉にテュポンのほうを見た。巨大で無数の蛇の塊は、中央部までの間に隙間はあっても数多の蛇に嚙まれてしまうかもしれない。

「大丈夫よ。最初から小さいままで強い魔獣がいるじゃない」

　キャニーシャさんの言葉に、みんなの視線がシバジロウへと集中する。

「そう。だからシバジロウがこの作戦の要かなめ」

　エメラルダさんの言葉に俺は足にまとわりつくシバジロウを拾い上げる。シバジロウはハッハッとやる気に満ちあふれた表情で赤い舌を出した。

　シバジロウが触媒を見つけて壊さないといけない。

「どこからならシバジロウちゃんはテュポンに届く？」

　エメラルダさんの問いに俺は考え込みながら言った。

「……正直、意思疎通ができれば、どれだけ遠くても何とかなると思う。……そう、シバジロウのことでもっとも注意しなければいけないのは、きちんと言うことを聞かせられるかだ。テュポンの傍まで近づいてテュポンに向かって、ある程度言い聞かせたシバジロウを放り投げれば間違いなく従ってくれると思うけれど……」

「確実な選択肢を取るべきだ。お前、テュポンの近くまで走れ」

　そう言うのはダーグナーさんだ。

「あとは俺に任せろ。方針が決まったなら、もういくぞ。俺のブラックドラゴンであれば時間なら幾いくらでも稼かせげる」

「……あまり傷つけては駄目だ。吸い込まれた蛇型魔獣にどんな影響があるか……」

　心配で声を上げた俺にキャニーシャさんが余裕ありげに笑う。

「大丈夫よ。傷つけたのなら、その分、回復すればいいのでしょう？」

　自信満々に言うキャニーシャさんの背後には巨大なミケさんが存在している。ミケさんが疲れたように鼻から深く息を吐き出した。

「話は済んだか。俺はもう行くぞ。……なんだ、お前たち。その気にくわない目は」

　そうシェザさんが言った途端、空に浮かんでいたテュポンからボタボタと無数の蛇が生み落とされた。シェザさんはコカトリスを一瞥する。

　コカトリスは首を持ち上げて蛇たちを睨みつける。

　瞬間、地を這ってこちらに襲いかかろうとしていた蛇たちが石化したのだ。

　シェザさんは呆れたように息を吐き出しながら告げる。

「俺のコカトリスを馬鹿にするな。動きを止めるのならルバムの十八番おはこだ」

「ふむ、なるほど、勝機が見えるね！　ならば儂からのプレゼントだ。このままでは儂はただのお荷物だからな、観客だからな、ワッハッハ」

　そう言いながら学園長が灰色のドラゴンへと視線をやった。するとそのドラゴンから淡い光が俺たちに向かって放たれる。

　学園長は親指を立てて俺たちに向けてきた。楽しそうに言う。

「これで君たちは魔獣を含めて一段階能力値が上昇した。……なに、難しいことは考えなくていいぞ！　気の済むまで大暴れするといい」

　彼は瞳の色を暗くしながら付け足すことも忘れない。

「……だが忘れては駄目だ！　どうしようもなくなったら儂が手を下すからな。それまでにことを片付けるといい」

　なるほど。だがそうはさせない。

「いくぞ。躊躇ためらっている暇ひまはない。俺の石化はしばらくするととける。時間はないのだからな」

　シェザさんの言葉に俺は力強く頷いたのだった。





　　　　　◆






　青い魔法陣はさっきよりも大きくなっている。

　その中央に集う無数の蛇は更に増えて巨大な塊となってグジュグジュと音を立てながら蠢うごめいていた。

　蛇と蛇の隙間から飛び出した目玉をギョロギョロと不規則に動かしており不快な印象を与える。

　かなり巨大になったことで日の光まで奪ってしまい、周囲は薄暗くなってしまった。

　あれがテュポンだというのか。正直、不気味な姿だ。

　俺はシバジロウを抱えながらテュポンへと駆け寄った。

　そんな俺を護るようにしてエメラルダさんとキマイラが傍についてくる。

　テュポンは近づいてきた俺へと不気味な無数の触手を素早く伸ばしてきた。

「邪魔はさせない」

　エメラルダさんが命じると、その触手をキマイラは火で燃やしたり足で踏みつぶしたり、牙で引きちぎったりして、俺の道を切り開いていく。

　テュポンから不気味な音がして大量の小さな蛇が生み出される。一気に俺へと飛びかかったが、そのいずれも途中で落下した。

「雑ざ魚こは身の程をしれ」

　シェザさんのコカトリスで蛇たちは一瞬のうちに石化されたからだ。

『どうしよう。ミケ、テュポンを回復させたほうがいいのかしら』

　少し離れた場所でキャニーシャさんがハラハラしながらミケさんに話しかけていた。

『そんなすぐ回復してどうする？　たしかにテュポンの傷は元となっている魔獣に影響があるかもしれないが、儂らの目的はテュポンから触媒を取り除き、破壊することだ。ギリギリまで見極めることが大事だ』

『……そ、そうだったわ。ごめんなさい』

『別に怒っておらん。なに、気丈に構えていろ、不安をぬぐい取れ。お前の選んだ男は必ず成なし遂とげるだけの力を持っているのだから』

　キャニーシャさんの信じるような視線を背中に感じる。

　俺はテュポンのすぐ真下辺りまで来た。

　エメラルダさんは俺を護るように、クルリと振り返って俺たちに襲いかかるテュポンの触手をキマイラで撃退している。

　キマイラの息が荒い。シェザさんを見るとコカトリスの魔眼の力を絶たえまなく使用してテュポンから次々と生み出される蛇の動きを止めている。

　どちらも、そう長くはもたないだろう。

　その間に、空に高々と浮かんでいるテュポンを落とす必要がある。

「ダーグナーさん！」

　叫ぶ俺に大きな声でダーグナーさんが返答した。

「言われずともわかっている！」

　テュポンから少し離れた場所に浮かんでいたブラックドラゴンが長い尾を翻ひるがえした。瞬間、テュポンの身体がズンと重みを帯びたように徐々に下がっていく。

　ブラックドラゴンの重力操作だ。

　シバジロウを投げ入れる位置まで降りてくれば、あとはシバジロウの出番だ。

「シバジロウ、いけるか」

　そう言いながら俺は胸にいるシバジロウに顔を向けると、シバジロウは抱きかかえられてユラユラされたことが楽しかったのか目をキラキラさせている。

「よしよし良い子だ。今度こそオヤツあげるから、あいつの中にあるキラキラした玩具を取ってこい！」

　俺はシバジロウをテュポンに向けて投げ込もうとすると、テュポンから目玉が大量に浮き出たような巨大な触手が突然現れた。

　それはシバジロウを避けて真まっ直すぐに俺へと襲いかかってきて──

「シバジロウ、俺に構うな！　いけ！」

　そう俺が叫んだ途端、巨大な触手が俺の目の前でブツリと千ち切ぎれた。

　ミケさんの光弾が触手を切ったのだ。

　キャニーシャさんが俺を助けてくれたのだ。

　ポーンと投げられたシバジロウは、大量の蛇が群れているテュポンの隙間に無事に入り込んだ。

　よし！

　俺はシバジロウを信じている。

　瞬きをする刹せつ那な、瞼まぶたの裏に学園祭で楽しかったことが思い浮かぶ。

　カナコさんを仲間に引き入れたくてオロチのヤタさんとロイヤルガルダをしたこと。

　嫌がるダーグナーさんと一緒に図書館で屋台で売り出すものを決めたこと。

　エメラルダさんとキマイラをお洒落しやれに着飾ったこと。

　学園祭前日にファティマさんとアイドウエドのカナウと戦ったこと。

　俺の相棒が美魔獣コンテストで優勝したこと。

　ロイヤルガルダでシェザさんと共闘したこと。

　すぐ傍にはシバジロウがいた。

　シバジロウの姿が思い浮かぶのと同時に、金髪の少女の後ろ姿も脳裏に映る。

　ああ、わかっているとも。

　俺の傍には、もう一人大事な存在がいる。

　シバジロウと彼女がいたからこそ、俺は自分の人生を全力で楽しめるのだ。

　どうかシバジロウ、俺の想いを乗せて大活躍してくれ。

「思う存分、遊んでこい」

　そう、俺の役目はシバジロウに理解させた上で、無事にテュポンのもとへと送り届けることだから、それが済んだ時点で勝利は決まっていたのだ。

　しばらくしてテュポンの背後にあった青い魔法陣が崩壊する。

　まるで花火のようだった。

　テュポンの身体が膨れあがったと思うと、パンとはじけ飛んだ。大量の蛇型魔獣が空中に解放されて落下していく。

　だが、それぞれフワリと緩やかな速度で落ちていくのは、きっとダーグナーさんのおかげに違いない。

　どの魔獣も力なく倒れ伏している。赤く血を流している魔獣もいた。

「お願い、ミケ！　みんなを癒やして！」

　キャニーシャさんが腕を伸ばした。彼女の指示でミケさんの身体から淡い光が放たれて取り込まれていた蛇型魔獣を包んでいく。

　彼女の髪が癒やしの光を背後にしてキラキラと揺れ動きながら輝かがやいている。神々しいとすら思う。












　あのシェザさんまでもキャニーシャさんの姿に見とれている。

　俺はクルクルと回りながら落ちてきたシバジロウを受け止めた。

　シバジロウはドウダといわんばかりに触媒となっていた水晶をくわえていた。

　そして既に水晶は半分に砕けている。

「いい子だ」

　シバジロウを撫で上げると嬉しそうに水晶をポイッと地面に捨てて鼻をすり寄せながらオヤツの催促をする。

　玩具で遊ぶより食欲のほうが大事ってか。

　いつものシバジロウで俺は安心だ。





　　　　　◆






　カナコさんは倒れ伏したオロチのヤタさんへと歩み寄った。

「……ああ……」

　息を弾ませながらヤタさんの頭をそっと撫でた。苦しそうに声を震わせる。

「無事で良かった。ありがとうございます、リュウ様。どうか、ヤタちゃんをお願いします」

　俺に顔を向けたカナコさんは目を潤ませて告げる。

　ヤタさんから手を離したカナコさんは、そのままヤタさんから下がろうとしたが、ヤタさんはゆっくりと首を持ち上げた。ヤタさんは彼女の手へと自分の頭をすり寄せる。

　カナコさんは両目を震わせて言う。

「……そんな、本当に……？」

　ヤタさんは答えの代わりに、さらに彼女の掌てのひらに肌をくっつけてくる。

「私の軽はずみな行為のせいでヤタちゃんは苦しい想いをしたのに。まだ私があなたの傍にいることを許してくれるのですか？」

『ソバニ、イタイ』

　嚙みしめるようなヤタさんの声だった。

　カナコさんは何も言わずに、ただハラハラと涙を零した。

　カナコさんたちの姿を見ながら俺は、ずっと迷っていた心の霧が綺麗に晴れたような気がした。

　お礼を言うのは俺のほうだよ、カナコさん。

　今後、キャニーシャさんとどうしていきたいのか、答えが見つかったからだ。





　　　　　◆






　学園祭は中止になると思ったが、学園長と実行委員会、そして生徒の声を反映して規模を縮小しての続行が決まった。

　参加型の大規模イベントは自粛することになったが、屋台や展示やちょっとしたコンテストなど小規模イベントはそのまま執とり行おこなわれることになったのだ。

　もちろん、ミス・ガルダームコンテストも続行が決まったイベントの一つだった。

　そして三日目、とうとうミス・ガルダームの発表が行われた。

　盛り上がる会場に、壇上には再び司会として推薦されたファティマさんがいる。

　ミス・ガルダームに選ばれた彼女も同様だ。赤い天幕の裏に隠れている。

「皆さん！　お待ちかねのミス・ガルダームの発表です！」

　ファティマさんが声高々に告げた。

「私が司会な時点で察しのいい方はお気づきかもしれませんが、残念、私は選ばれませんでした。え？　参加者である私が司会をやっちゃ駄目？　細かいことは気にしない！　美魔獣コンテストで司会をつとめた私、ぜひ発表会でも司会をやってほしい、そんな声に応えての登場です！　──そう、司会である私はこうして派手に華やかに存在しているわけですから、皆さん目の保養になるでしょうし？　……さて！　準備もできたようですので、ミス・ガルダームの登場です！」

　彼女は片手を上げて、ミス・ガルダームに選ばれた彼女を紹介する。

　赤い天幕が開き、彼女が現れた。

　キャニーシャ王女だ。恥ずかしそうに双眸をゆらしながらも真っ直ぐに顔を向けて、凜りんとした足取りで前に進んでいく。

「おめでとう、キャニーシャ王女！」

　そう言ったファティマさんが意地悪げな顔で言葉を付け足した。

「……悔しいけど相応ふさわしいと思うわ。だってあなた、みんなを癒やすその姿、とっても素敵だったもの。でも負けないわよ。華やかな私は、もっと輝いてみせるから！」

　ファティマさんがニッコリ笑いながら言う。

「さあ、一言、皆さんに向けたメッセージをどうぞ」

　キャニーシャさんは頰を赤らめながら口を開いた──




　彼女の話が終わると凄まじい拍手で讃たたえられた。

　ミス・ガルダームに選ばれるということは学園祭で頑張った功績だけじゃなく、彼女の人となりも評価されたのだ。

　学園祭開催にあたり彼女は他の屋台も手伝っていた。彼女の回りには絶えず笑顔があった。同性の票が圧倒的に多かったという。

　キャニーシャさんは控えめに観客席に向けて手を振っている。彼女の背後には元の大きさに戻ったホワイトドラゴンのミケさんが見事な毛並みを披露していた。

　ミケさんも満更でもなさそうなのが見ていて面白い。

　やがてキャニーシャさんが観客席にいる俺に気付いて、今日見た中でも、とびきりな柔らかい笑顔を見せてくれた。

　ああ、本当に。

　俺は湧わき上あがる感情を嚙みしめる。

　彼女に、この気持ちを伝えないとな。













　学園祭終了後、ドラゴン寮ギルドでは談話室を借りて学園祭お疲れ様パーティーが開かれていた。

「みんな、お疲れ様！」

　俺おれの言葉で乾かん杯ぱいが始まる。乾杯といっても一部の生徒はジュースだ。こちらの世界でもお酒は一定の年齢より上の人でなければ駄目らしい。カナコさん、ファティマさんとダーグナーさんは問題ないらしく、カラフルな色彩のカクテルを手にしていた。

　何な故ぜかファティマさんやシェザさんも参加している。彼女たちは別の寮の住人だろうに、いいのだろうか。

　そんなふうにファティマさんを眺ながめていたら気持ちが伝わったのだろう。顔をほてらせた彼女は俺に絡からんできた。

「よそ者な私はお断りかしら？　華は多いほうがいいでしょうに！」

「いや、別に、何の不満もない」

「本当に？　じゃあ私のこと好き？」

「なんでそんな質問するんだ……」

「だって私はリュウに興味があるもの。今回だってリュウがいたから、みんな頑張れたんだからあ」

「そ、そうかな」

「そうよう。どうしてそんな謙けん遜そんするのかしらあ？」

　ファティマさんに頰を指でツンツンされる。

　絡み酒なのか。酷ひどい有様だ。

「おい！　ファティマ！　そういう貴族としてみっともない真似はやめろ」

　シェザさんだ。他のみんなは魔獣たちを部屋に放しているのに彼だけがコカトリスを大事そうに抱えている。

「あら、偉そうに若造が言うじゃない？　ふぅー」

　そう言いながら嫌がらせなのかファティマさんはコカトリスへと酒臭い息を吹きかけた。コカトリスがギュウと目を閉じて凄く嫌そうな顔をする。ちょっと可愛らしい。

「こら、やめろ！　ルバムに何をするんだ！」

　シェザさんが怒るとファティマさんがケラケラ笑いながら「ほらー、腹が立つなら私を捕まえてごらんなさい、オホホ」なんてシェザさんから逃げ回る。シェザさんは頰をひくつかせながらファティマさんを追いかけていった。

「……大変だね、リューちゃん」

　呆ぼう然ぜんとしている俺にエメラルダさんが話しかけてきた。足下には小型化したキマイラが困惑気味にしている。

「仕方ないか。リューちゃん、大活躍だから。さすがだよね。去年、あんなに凄いことをしてのけたのに、今回はその上をいくなんて。リューちゃんには敵かなわないな」

「そんなことない。みんながいたからだ」

　事実、俺一人だけじゃ何もできなかった。

　俺の言葉を聞いてエメラルダさんはフンワリ笑った。

「うん、そんなリューちゃんだから、みんな頑張ったんだよ。私もそんなリューちゃんが好きだからね。ずっと応援している」

「改めてそんなことを言われると恥ずかしいな」

　かなり照れくさい。

「そういう謙遜はやりすぎると駄目駄目ですの」

　背後からカナコさんの声が聞こえた。

　驚いて振り向くと小型化したヤタさんを足下に従えながらカナコさんはニッコリ笑いながら言葉を続ける。

「リュウ様は誰よりも素晴らしい活躍をしたのだから自覚してくださいまし」

　カナコさんは俺の肩にそっと手を置いた。彼女は耳元で囁ささやくように言う。

「リュウ様がいたからこそ、私とヤタちゃんは一緒にいられるのです。本当にありがとうございますの」

　ゆっくりと俺から離れるとカナコさんは口元に手を当てて「してやったり」とでも言うように嬉しそうに頰を弛ゆるませた。

「……まったくカナコさん……」

　一瞬だけドキドキしてしまった。

　そんな会話をしていると、強い視線を覚えた。

　キョロキョロと辺りを見回すとダーグナーさんがジメッとするような目線を寄こしている。俺が彼に近づこうとすると、あちこちフンフンしてテーブルの上にある食べ物を物欲しそうにしていたシバジロウが慌てて俺に駆け寄ってくる。

　立ち上がり俺の膝目がけて前足をバタバタさせる。抱っこしろ、ブラックドラゴンの臭においを嗅かぎたいというような感じだ。

　やれやれ、まったく我わが儘ままだな。俺はシバジロウを抱っこした。そうしてダーグナーさんへと歩み寄った。

「ダーグナーさん、何か俺に言いたいことがあるのか」

「別に」

　そう答えてはいるがダーグナーさんは何か言いたげだ。

　シバジロウは身を乗り出してダーグナーさんの肩に止まっているブラックドラゴンへとフンフン臭いを嗅ごうとした。

　どうもシバジロウの興味の具合が他と比べてブラックドラゴンに対しては大きいな。

　気付いたことがあり、俺はダーグナーさんに問いかける。

「もしかして……その、ダーグナーさんのブラックドラゴンは女の子だったり……」

「…………」

　ダーグナーさんの顔が険しくなる。フゥと深いため息をついた。

「……だ、ダーグナーさん、なにか？」

「別に。……今回の件、お前のことを認めてやろうと思ったが、どうやら俺の気の迷いだったようだ」

　そう言って彼は立ち上がると疲れたような歩き方で俺から離れていく。

　ブラックドラゴンが遠ざかりシバジロウがヒュンヒュンと小さく鳴き声を上げた。

　こらこら、シバジロウ。そんな鳴き声を出すと周囲の人がビックリしてしまうぞ。

　他のみんなは談笑している。

　少し外へ出ようとしたとき、裾すそを引っ張る少女がいた。

「……リュウ、外に行くの？　じゃあ、ちょっと抜けちゃいましょ」

　キャニーシャさんだ。

「シバジロウも一緒だぞ」

　俺が言うとキャニーシャさんは肩をすくめて答える。

「別に構わないわ。……私はミケを連れて行かないけど」

　そうして二人で潮のにおいがする海岸沿いの場所まで歩いた。

　パウロウの森入り口が近づいてきたのか深い木々が生おい茂しげった場所に出た。そこからキャニーシャさんは海の見える位置を見つけると、近くにあった切り株に腰こし掛かける。俺へと手招きした。

　ゆっくりと俺は彼女の傍そばに行き、同じく隣となりの切り株に座り込んだ。

「うん、リュウの顔を見るとやっぱり安心するわ」

　そう言いながらキャニーシャさんは俺の手を取った。

「みんなを救ってくれて、ありがとう、リュウ。あなたがいたから、私は何とか踏ん張れたのよ。あなたが私を護ってくれたから」

「それは俺も同じだ。キャニーシャさんが……」

　俺は深く息を吸い込んだ。

　今なら言える。

　俺はこの世界でシバジロウとともにいたい。

　前は、ただ異世界に飛ばされて流されるままに彼女の専任騎士になり学園に来ることになった。そのまま日々を生きていくことに一生懸命なだけだった。

　でも今は違う。

　シバジロウだけじゃなくキャニーシャさんの隣で彼女の成長を見ていたい。

　彼女がどんな大人になり、どう世界を変えていくのか見続けたい。

　シバジロウとともに君の傍にいたいんだ。

「キャニーシャさん、君と一緒にいたい」

「え？　ああ、うん」

　言葉にした途端、キャニーシャさんが困惑に目を丸くする。

「え、っと、それは……？」

　彼女は首を傾かしげながら問いかけてくる。顔は真っ赤だ。手を繋つないだままだから、ドクドクと速まる彼女の鼓こ動どうを感じ取ることができる。

　俺は声に力を込めて言った。

「これからも、ずっと、君の傍にいたい。シバジロウと一緒に」

「うん？」

　キャニーシャさんは不思議そうな顔をしたが、すぐに怒ったような口調になる。

「……リュウ、意味がわかって言っている？」

　そう言いながらも表情は嬉しそうにしている。

　口元が弛んでいるし、そんな自分にも気付いているのか、キャニーシャさんはどう誤魔化すべきか狼ろう狽ばいしているような様子すら見えた。彼女の肩は少しだけ上下している。まるで内側から溢あふれる感情を堪こらえきれないとでもいうような、自分でも、どうしたらいいのかわからないような、矛盾と複雑さを孕はらんだ雰囲気だった。

「うん」

　俺は大きく頷うなずいた。キャニーシャさんから今後について質問されたとき、きちんと答えを返せなくてごめん。時間がかかってしまった。

「そこは頷いちゃうのね。……そう言われたら仕方ないじゃない」

　キャニーシャさんはよそ見して髪の毛を弄いじり始めた。

　何か考え込んでいるらしく少しだけ呻うめくような様子を見せたあと、パアと晴れやかな顔になった。本当に彼女は感情豊かな少女だ。見ていて飽きない。

「……リュウがそんなことを言うなら、私もリュウをびっくりさせるようなことを言っちゃおうかしら」

　そう言いながらキャニーシャさんは真まっ直すぐな瞳ひとみで俺を見つめる。

「ねえ、ファティマさんと同じことをしていいかしら」

　それは、まさか。

　鼓動が高鳴る。彼女が何を考えているのか、わかってしまったからだ。

「でも同じ場所は嫌なの」

　そう言って彼女は俺へと顔を近づけた。












　唇に柔らかくて心地よい感触が広がる。

　内側から、温かくも熱い感情がわきあがるようだった。翻ほん弄ろうされてしまいそうになりながらも心地よい気持ちに全てを委ねてしまいたくなる。

　抱っこしたままで視界の隅にいるシバジロウが不思議そうな顔で見上げてきていた。

　それがおかしいのか、それとも幸せだからか、俺の心に不思議な温かさが浮かんできたのだった──









あとがき






　こんにちは、鳥とり村むら居い子こと申します。

『マメシバ頼りの魔獣使役者モンスターセプターライフ』二巻を手にとってくださり、ありがとうございます。

　今回は、とにかくたくさん可か愛わいい女の子を出したくて無茶しちゃいました。

　シバジロウも可愛い、出てくる女の子たちも可愛い、そんなふうに思ってくだされば大変嬉うれしいです。

　それだけでなくホワイトドラゴンやキマイラなど他の魔獣の愛らしさもたくさん描きましたので存分にお楽しみいただければ！

　実は一巻刊行後、カクヨムにてキャニーシャさんやエメラルダさんたちヒロイン、そして魔獣の色々な一面を描いた短編を連載しております。ヒロインや魔獣の可愛いアレコレをもっと堪たん能のうしたいなと思った方はカクヨムのファミ通文庫様公式ページにて確認してみてくださいね。




　そういえば猫を新しく飼い始めたのですが、犬と猫が仲良すぎてヤバイです。一緒に寝るのは当たり前、犬に毛け繕づくろいしてあげたり、犬の姿がどこにもないと探しに行ったり、とにかくいつも一緒でないと気が済すまないような感じです。

　そんな猫の姿を見て色々小説のアイデアも思い浮かんだので、作家としてもネタ的に飼い主としてもホッコリしました。ありがとう、猫さん。




　さて恒例の謝しや辞じを。

　担当様、プロットから何から何まで的確なご助言ありがとうございます。改稿していくたびに原稿が良くなって、キャラクターたちが生き生きと描写できたのは担当様のおかげです。

　ときち先生、可愛らしいヒロインたちのイラストをありがとうございます。新キャラのファティマさんやカナコさんのデザイン、本当にヤバイです。興奮します。とくにファティマさんの黒いドレスはエロすぎて目のやり場に困ります。スラリとしながらもムチムチ、スラリムチムチは本当に鼻血出そうです。

　校正様、編集部の方々、デザイナー様に営業様、こうして二巻が形になったのは皆様のおかげです。

　読者の皆様もここまで読んでくださって、ありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできますように！


鳥村居子　　　























著者

鳥村居子

Iko Torimura




ラーメンとクリーム系パスタと宇宙人をこよなく愛する辺境作家。ＷＥＢや書籍など媒体問わず創作チャレンジ中。最近は犬とサビ猫を愛でつつ水泳ウォーキングを行う毎日を送っている。















イラスト

ときち

Tokiti




躍動感のある構図、しっかりした描線と塗りで活躍中のイラストレーター。『骨といっしょの異世界生活』シリーズ（ＧＣノベルズ）の他、多数のライトノベル、オンラインゲーム、ＴＣＧのイラストなども担当している。
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